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・，’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／一■一1　，1　　　　弓一づ　　　　　　　　　　　　1　−｛　1’ユー．一→　　と‘　1　　　　ヤ）ヂー一一f−　11「「：ド1［　　　李一　　一、−T　　　−　　ff−一一一’「一一一一丁＝’一三7〒　＝ス〜でτ　「＝　’で　可　　　　　令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1lItノ日本登送電紳之瀬登電所納　　　　　　碍子型交流遮断器　　　仕　　様型　　　名　　1（0−V−150型定格電Pt　115・000V定格電流　　600A．遮断容騒　　1，500，000KVA．操作方式　　樫縮容氣式（蝋搦）麟空藁璽　　　　4　kg／crrL2�O・冷霧謙　（VCB）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍猫操作式墜縮空氣駿置園　　　　　・　　　　　　　　　　　　　特　　　　　長本器は高速な曲流を電弧に途り，強力な消弧作用を行う他力テ肯孤型遮断器の代表的のもので，充電々流働磁電流等の微小進相電流も故障大電流も再鮎弧を件わず安全に遮麟出来ます．「．1／惑tt1！，水晶共振子に封する連績愛化周波敦の勧振作用附水晶共振子勧振微分方程式の一解法周波藪掃引式測定器の基準周波藪記入用としての水晶＃振子の作用を解析したものである、先ず定常特性を等便回路と園線置とによつて論じ，實際の数値例につき定常特性を與え，周波藪墾舖電墜を受けた場台の大饅の動作特性を推測し，更に適當な假定のもとに三次の線形微分方程式を建て，これの實用解を得る事によりある程度満足すべき結論に到nc　Lている・　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　igy・ee所　薄　　井廉介’ワ　　　　　　　　　　　　　　　　i　　1．緒　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　周波敷掃引式測定器の基準周波敷記入用として水晶共振　子を用い同調現象を取り出してブラウソ管上に標識を入　れる必要の事がある．〔例えぽ文献（1）参照〕・この場合　水晶の振幅確立現象（Building　up）が問題になつた　が，實施して見ると標準周波敷の記入が案外容易に行わ　れている・實用上問題ではなかつたとは云え，現象その　ものを了解する必要あり，他の方面えの懸用例えば超昔　波探傷器等の設計に当する基礎資料としてある程度の理　論が確立しておらねばならぬ．しかし；の現象の正確な　解法は簡軍ではない．回路が複雑なために三次以上の微　分方程式の解法を要する事及び蓮績螢化周波の働振現象　が厄介である・それでもある程度の解決は困難でなく實用上充分に納得できる結果を得たので一臆報告する事に’した．　　IL　水晶共振子の等債回路常藪及び4．ンピー　　’　ダンス水晶共振子あるいは護振子は，その固有周波製附近で1箇の如き電氣的等償回路に置き得る事はよく知られてい　る．σ1は共振子の幾何學的静電容量，ぴは塞氣間隙の／1　間Lor，C・C‘容量である．これの表わすイソビーダンxZet前文ωにも示す如く　　告…一一「L−一一一　　　．　　　　示．5（砿。一・1。CDナμ　　　　　　　　一ノ三一一一…・・く1）を少しく書き替えると，　　　　　　　　　　　1　　z＝＝ぴ�e（轟ア丁�b＋ブ・cSfild，・＋5｛…r・・ρ（1崎G詮｝（▲一・殉・c・）Y　・（…Ci）・　　　＝』？十7’X　　・・…　：・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・…　一・・（2）5ち　　弓一｛ωL−÷（h・CI誌）｝　　　＝（2｛ω／ω、t一ω、名／ω｝　　・・・・・・・・・・・・・・・・・…　〈3）なお　　（2＝ωαLoρ6・・t………・・………・………・・’（4）および一捻（ム＋毒亘）一〆嘉／・＋q総叫＋｝ρ霊〕一吻イ嘉…（・），の如く置くと甚だ便利である・共振黙附近の水晶の周波敷饗化は上のnで代表せしめ，他の部分の常敷。C1，“σz等は一定としてもその誤差は極めて小さいものである．　（3）よりω！tOxを解いて　　　三一丁怯雁r＋・｝・一・…・・6）共振嵩附近ではn小であつて，Qは10sの程度になる（161）　1▽→−1．　　　　　　　　　　　　　ti�d∵‘．t　　’！‘．lr：，　　E　　　1；i　　　から（nf9）2を，4に勤して省略できる．よつて［　　ω／ω．。・＋，、∫2e、ω一ω。．（1＋n129）…（7）　　　の如く周波敷愛化をnで簡軍に表し得られる．　　　へ．’　IIII・インピ・ダン瑚とインピザンス　　　　　　　周波敦特性　　　　　　　　　．　　　　（2）式中の’　　、吉。一丁長一ゴ、箒一・噺・一（8）　　　と置いて，X，　y聞でnを滑去すると圓となるから，こ　　　の項を含むZの逆敷アツドミタソスYも　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1　　　　　獲±一�e（　c2c1＋Cs）2、吉n　　　　　　＋」ω隠一θ＋ゴβ………・…一・（・）　　　もnを消去して’　｛θ一志（ρ転汀＋〔B−」講釘　　　　　　一〔i（c、念）2〕�j……・一・…（1・）”とな硬にインピプンスZは　　　　　　〔R☆（あア〕＋〔x＋s（ご＋と）日　　　　　　　一〔》。（ω1C、）2〕2………・一・……（1・）　　　の如くいつれも圓となる事を知る．（2固）　　　　　これらは前文�Sにも護表したが，誤植のため二三訂正　　　の要あり，改めて本文に再録した．　　　　（2）及び（11）式につきイソピPダンスZの特殊顯　　　を二三考うれば，n＝0に封し：（（2）より　　　　　　　　　　1輌c・c1まG　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・…　（12）　　　　　　Zo＝ro　　　　　　　　　（c焦ア＋（・・ωc1）・　　　r般にroωσ1は非常に小なる故に（後遠の如く10−3程　　　度）上のZoは更にk　　z・…T・（C16、C・）2〔1和qq三〇〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　…T・（C夢〕…一一………・・一（・3）n＝　±◎Oに封して広一一謡一」丁（ご＋言）一（14）■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、2．．（162）1　　　n＝±一’、t’t7一ごで言≡ザ’下已三六て：再≡号鞭Rイ　　　　　　　　2　　　圖　この容量リアクタンスはOl，　Csの直列容量から成り，　共振周敦附近以外で働く場合のZの値であつて，水晶　片も阜なる幾何學的容量として作用するのみなる事がよ　≦わかる・．　　更に（2）式の虚敷部を零とする條件ぱ　　　　、　　　・・一（…＋・）…C・旦｛崇・一・よ・　　　・・一｝｛：百q警c，　　　　N〆（％：c、c念アー4………・・く15）　となり1／rowClは相當大なる値であるから正號に勤て・麺�_，；C講q負號蹴ては・⌒・c・q譜　　　　　　　　　＝1／7Zp→・0…（16）n．は反同調（並列同調）．nsは直列同調に相當している．これら同調黙の／1ソピーダソスとしてそれぞれ　　易笥・（誌ア駈£百一R・　一…・…（・7）及びz，　＝y1　　〔研♀C：　一　　（To（oCi）2　Ci己C2了＋　（脅�E‘t）Cl）　2・t　ro（Ci十C2　C2）2一品ス…一・……（18）　　　　　三菱電機・VOL．23　N。．6・19491■「；s　．イ　さ’一．o、とれらの特殊嵩は2価の圓周上に記入してある．　上の珪7）式は勤敷目盛にすると　　　’　　1・gZ・　・・1・gRp−1・g（　1tO2To）−21・9・Ci　　　°　　　＝・Ki−2　log　Ci　……・・∴・……・…（］9）同じく（16）のnp・において◎→◎。とせる場合は　　1・9・戸1・9（1ω胞）−1・gCi　　　　　＝K2−−log　C1　・・……　…・・・・・・・・…’・・（20）これはまた，並列と直列同調の周波敷差に相當しているから，この周波数差（fp−∫s）に勤して　　109（fp−fs）±瓦’−log　C　t　t−・…・………（21）として表し得るものであつて，追加並列容量を含むCiの饗化に甥して，極めて簡軍な直線闘係となる・この直線闘係はW．D・Ceorge氏等によつて正確な實瞼で確められている．（文献3参照）　IV．敷値例及びインピーダンス周波敷特性　1団の等債回路の常数敷値例につき次の如きものを與・えて見る．　　fo　m　JrOO　KC　　ωo＝2πfe＝3．1416×106…　（22）に封して計算に都合のよい端敷のない敷値にするためにC1＝3．182，1「▼　　　ωoCI＝10×10−6五。＝6．36∬　　ω。L。＝20×106Co＝0．015g」ρ1戸ro　＝100　9　　　Q＝ωo　Ll）／7b−2×］05ro　a）oCl＝10−3（23）とし，各定歎は古賀氏の「駆電氣と高周波」�Sのρ．114fo　＝4舎8×106　　ヱiO＝　4．8mH　　　（アo＝0◆23pF　　　ro＝0．442a，＝48pF面積6皿2をCo　C，は周波数に比例し，恥は周波敷の三乗に逆比例するとして，普通に用いられる面積4皿2∫，　＝　500KC　のものに換算してある．．　C1に封してC2は相當大なる故にCp／（Ci＋σ2）ty1として略算を行う事にする・上の数値例に從うと，　（の式　　ω＝ωα（1十？if2の　　　　　　　一t…（・＋：一・・一・）1………・・…4）　（16）式　　np　・＝　1／TotooCt　＝　103　　　　　　・Zs−11n。　＝10−3tyo　　　　　L、　　　　　　R8±25⇒b＝100Ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）　　　、三�l蕊＿1水晶共振子に封する蓮績饗化周波敷の働振作用・澄井　　｛　　　　　　　　　　　　　，tT　　’　　　　　　　　　　　1（11）式の圓の中心及び牛笹は疏一吉面�b一；1ぴ一響ぷ一一；GI＋の一誌　　　一一…一・（26）（フ2／（（アi＋σ2）Nl；ro＝1002　roωoC1＝10−3として（2）式のインピーダンスを表わすとZ…　1　OO×1可π」芸〕　　　（1一命y＋（�qア．蕊1憩。・。L8−＿…（27）によりn（ゾinπの封インピーダソス絶封値の闘係を3圖に示す・IZ．　：102〜10sの廣範園の關係上封敷目盛で表わじてある．　　Ω1DelO7106iD510410slO2　　0　2004006008〔〕010｛〕O　　　　　　　　npI−一一500KC　　　　　　　　　50t25Q二・一一一一　　　　　　1（4ge・75）Im＞0）’∬（水ω’3，2000502．S（497．5｝箇50005〔Bコ5KC〔4ga25）V．外輌回路を考慮に入れたインピーダンス　　特性及び定常電歴分布特性前節に示す如く共振子を等儂回路のみにつき見る場合はそのインピ三ダソス周波特性は直列および並列共振現象が顯著に表われる事を知つたのであるが，實用の場合は外部回路ありその影響を受けて，特性も甚だ異つたものとなる．外部回路としては共振子に直列及び並列に抵抗が入る事が多い・一例としては4薗の如き實際の回路につき考えて見る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（163）3繰で．�iぶ二三汽三’・丙一　　　　　　　　　　　　‘7t　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　’ピン　　ロコ　　　　コ　　ト1二・い味三：もプ　ロ　　へ’1）　　　　　　　　　、．ト1．．！　　　　’1ドL，・　　　　　　畦4さ薗　　　共振子回路のZと並列に　20叉Ω　あり　　Z＝　（1009〜1082）“の如き廣範園な褒1ヒを　　行つても合成抵抗の範園は1009〜20K2の　　如く比較的せまくなる．（4薗で（Ut　20KR以下　　となるはずだが一臆20　K2として考える）　　Zの最小ならびに最大値のみが，純抵抗で他　　は無敷部を含み特にn→±O◎に近ずくと無　　敷部のみである．この周波敷特性の大略は・　　5陶に示す・陥仙毒o‖即部・412　4　0　2一一〒∵7．F�d可　　綱一了貴1一書　　　　　　　＝0．666　・・・・…　一・・…　”・・（30）で電堅分布性は大略インピーダンス特性と相似で5固の下線で示してある・この圃で具る如くn−0’を申心として周波敷特性は少しく非劉穂となつている．すなわち左の部分は右の部分より幾分緩になつている・　上の電墜分布は定常特性であつて，周波敷の饗化が充分に遅い場合はそのままの形で現われるものであるが，周波数掃引憂託ヒが速いか，あるいは回路の減衰率が小なる場合には6圃1，2，3曲線の如く吹第に實饗化が定常特性より遅れて現われる事になる．’，一≡二ニー一一〉一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　　　　　　　　　　！！一4←7　　’／2v’t　　　　’／，一一一、、　　ρ、’1、‘、　　　　　　　　　　＿l　l、ノ1一・6ナ。fp、〉但2000　　−10002．5KC　　−1．25KC0　了↓一ワ　　　　　　1000（7！p）　　　　200DO．5トユC　　　　　　ひ］．25KC　　　　　　＋2・5KC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・5薗　合成聾抗及び電璽分布なお4圖の印加電es．　Eoに封する電堅分布は　　E　　　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1Eo　l！z＋11R’　　　　　　　　　「＋f7Z手ユ7R　　　　一。（、Ptl、1R）＋、・∵・…ny………（28）となb，r＝10K9を入れるとd合成抵抗1009の場合　　珊一�J硫南一詰α・・…（・9）合戯抗20KΩの場合6圖　VI．水晶共振子回路の微分方程式とその解法水晶共振子を働振させるには電源回路にイソピーダンスあり7圖の如き回路を考える必要がある．インピPダンスは抵抗でよく，また並列に負荷ある場合も本質的にその抵抗r申に含ませる事ができる・7圖につきLJroCt，を流れる電流iと外部印加電as　eoとの間には4　（164）暢一・qL・・票＋〔・c・r・　　　＋（1＋。／C・）J・・〕｛爵＋〔・（・・C・／・・）　　’＋r・（1＋・／・・）〕膓＋〔志（1＋q／c・），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・＋・1叶一・…・・一…………（31）なる三次の徴分方程式が成立する・この徴分方程式の過　　　　　　　　の渡解法は右邊のみを零と置き三菱電機・VOL．23　No・6●1949｜’P’フ　　T”−rt●“づ〉’x・＋〔誠＋÷（・／Ci＋1f・・）〕x2＋〔；6（1！C1＋1／・・）＋：；t。．1（1／・・＋1／・・）｝＋え1．』。〔60c1＋C・f・C・・）＋；〕一・…（32）の代数式を解く事によつて與えられることはよく知られているが，三次方程式の一般解法はかなり複難であつてほどんど實用にならぬ・しかし便法を講ずると上式の實用解が極めて容易に得られる事がわかつたのである．　上式の最後の項を攣形して　　毒紅ム（・＋Cl／c2）＋2，〕　　　一吉〔さ念書＋誌〕　　　誌与醤〔儒＋G王窃〕　　　7÷（11c〜＋（｝2）L（己α÷窃）となるから（32）式は糾〔i（−6：＋ま）＋》ぱ、＋〔1〈と＋と）詫。（；＋；）｝　　　＋÷（11〜十一一CI　C2）］0（ご＋C：忘）一・…（33）として見るとXの各係敷は次の四つの重要なる定数の組合わせであることがわかる．：：二｛：蹴濃トしこうして　　　　　　　　　　　　　　　・6・一｝Gl＋と爆�l醜路の（、、）　　2δ一・e／z・δはエ…c・回路の臓係敷と置くと（33）式は　　糾〔δi十2δ〕x2＋〔2δδ・＋・・P2〕x　　　　十δ1ω∴2＝0　　・・・・・…　’一・・・・・・・・…　一・・・…　（36．）となる．　　　｝水晶共振子に封する連績愛化周波敷の嚇作用●海井1．：＿f，　l　　　l1　　　‘1　　　’II　　　Il　　　ll　　el　ll　　ll　　ll　　　ll　　　l！　　　ll　　　l層」＿＿＿止　　　　　　　　　7　　　圏この場合のxの鰍譜通（本文の如き場合）は振動型であつてその三根は　　Xl・’一一α．　ω2−一β＋プω．　x3＝一β一・jUt　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・…　t−（37）　　　　　　　　　　　べとなる事は原理的にわかつている・よつてこれらを組合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1わせて　　　　　　　　　　　　　　9　　＠−Xl）（x−．T2）（x−x＄）　　　　一（x＋α）（x＋β一ゴω）＠＋β＋ゴω）t　　　　＝”・x3＋（α＋2β）x2＋（2αβ＋ω2＋β2）　　　　−Lα（ω2＋β2）−O……………・・・……（38）　　　　　　’へ「一工＼とすると，これが上の（36）式に封鷹すべきものである．　ところがω〆2，ωパ同時にω2＋β2に勤懸できないかヘへ．⌒，Pv“．ら，なんとか細工をする必要がある．よつて次の如き假定を置く．，；二誌｝・一一・一一・（39）とせば（36）・（38）の第2項同志の劉懸は安全である．次に最後の項同志を封臆せしめるために　　α（ω2＋β2）＝＝（δ1−△）（ω2＋β’i）三≡δ1ω，、2　　　　　　　　　　　　　　・・・・…　一一・・・・・・・・・…　（40）よりして・・＋β・一・・蛎・δ、1△一・叱・、±／δ、……（41）△はαの補正項であpて，δ1よりは小，またこの場合　　　　ムノδ1＜1　　・・・・・・・・・・・・・…　一…　”・・・・・・・…　（42）’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（165）5te三，．．ご一＝で．Tご．ll・一二一：・ド　　　　　い1：・．｜：1，，t二ざ　　　であると假Ptると（後で吟味して差支えか・事を確め　　，る事を要するが）　　．　　　　　　ω2＋β2t　・t　（oa　2（1＋△／δユ）　……………（43）　、．として第3項の封懸に入れて見る．　　　　　2αβ＋ω2＋β2−（δ1一三△）（2δ＋△）1、　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンド　　　　＋ω。2（1＋△／δ、）≡2δ・δ＋ω，2……（44）：、ti　tより，‘　　　　　　　　　　　　　　　ビい’”△・一（δi−2δ＋・・。2／δi）△＋ω。2一ω・21二，　　　　　　　　　　　　＝o　・・∴・・………・・…・・…・壬肪）t　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　の如き△に醐二劾翻できる1これを解くと，　　　　’△＝丁〔（・・一・・2δ＋…／・・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕［；；：三熊1鎌三：�c，r、よつて　・　　　　・∴、∴鴛謙三實…’．’”（5°）�d1　　β一丁（島＋△）ti・　｝一△一；・・�l鰍r　　　　　　　　　　　　　　　　…………・……・・…（51）　　1亥に（43）より自己登振の周波戴としでL　．in・一ψ＋緩；織〕一β・L　　＝ω璃�f霧1‡緩一碗・緯繧　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　∴・・・・・・・・・・・…　一・（52）　　’を得る．　　　　VII．敷値例と特殊關係し’　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−i”　1　上の△に闘聯して，β及びωにつき詳しく槍べて見る　�`　遅，，．、，6（166）．　　1，・　　．　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　、減衰が働振回路に作用する事がわかる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．イ／　吹に自｛ヨ周波敷の・は（52）から一麟三1；一（Da・〔・＋3�m；〕　　一吻・〔・＋商綴．、4）・］．一　（Oa・〔　　0．04951十　　　256〕一碗2〔・・�o・93〕’　．“．ω＝ω。〔1．0001〕＜ωP＝ω。〔1．0025〕．一　　　　　．t＋’t，’　−v・　　門Tl・’tv∵、・二・了”菖：三二二1；．：5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．　　，ω・・一・一露＋晶一窃謁±嘉。　t”　　　　　　，☆鑑一α・495・1・1・……（・・）‘　　　　　　　s・−To／？L・一、IRggt6−7，ea−：・………（・4）・・…÷（d−＋さ〕±÷6三一］織’一　　　　＝15．7×106……T…・…・・…………（55）　　　　　　　、（r＝20KΩとす）Wa・詰窃一、5、。鵠，−9．・×1・…　　　　　　ω。＝a14。10・……：一・……（56）　δはδ1及びnyに昆して桁蓮いに小さ〜・からこの項を省略して　　　　、　　　　　　　　　　，　　，△⇒�f窪一・5…1・・，、　　　　　（　　O．049515．7）2十（3．14），＝3，・4・・一・一……（57）B・・S−−1，s2°；…・・∴∴……・∵∵…（58）．すなわち水晶自身の減衰係敷δに比して200倍近くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・…　白心・・・・・・・・…　（60）　（47）で見る如く△はδ，の値により大幅の鍵化を行’う．δ，の極大，極小に封して△は零，しこうして・晶（δ1＋ω，、・／δ1）−1−・・a・／d・2−・・　　　　・δ、宿一ω。・・一……・・…・……………（61）　　　　　　　　　ヨ菱電機・VOL．23　No．6・1949　　　　Lよりして△の最大はδ1＝らで起らム・一叫ω嘉ピー．2�b（Wa・一・・a・）噛t・（Op　−toa一麟・・95・1・1一　　　　　　　二〇．0073×106・・・・・・・・・・・・・・・…　（62）　　　この△の最大にしてもなおω，、あるいはδiより遙かに　　　小である．しかしδに比しては前述の如く桁蓮いに大・　　きい．　　　　β一・＋含巴△／・・乎一鴛’　　　−o縣�f゜6−・6・……・・…・（63）この場合水晶自身の減衰の4〜5百倍の最大の減衰を持つ事になる．　自己周波敷もδ・によつて愛化する・（52）よりt・2…・爵繧　’　　1霊尖�f遥llて’�b、｝（64）　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びしこうして最大の減衰率δ1�l＝ω・2を入れてω・・一丁（qp・＋（・・a・）晶1〔1　　　　　　＋9・（6i＋eilc，）〕（em2t…〔1＋？（ム＋ρ勘　　　　　　　　　　　　　　ヘーψ・÷99）一叫＋鶉劉　　　　　　　　ヘー妬1…125典丁ω”巴輪；ωP・・・　・・・・・・・・…　一・・…　（65）ちようどωpとω�J　＝tu、tとの干均値になる事を知る．　かくして（33）式の3根の傾向を知る事ができる・本例について云うと，（33）式あるいは（31）式の過渡解法は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i＝：　Joε一at＋le・’βt・・cos（ω6十ψ）　一・（66）となるものであつて，α，β及びωはそれぞれ（55），「58）及び（60）式等で與えられている．Ctはδ，；（1！C、＋1！az）！rに近似的に等しく，βはα、の10　”4の程度で非常に小さいが，それでも永晶自身の減衰率δに比して水晶共振子に封する蓮績鍵化周波敷の働振作用・薄井はかなり大なる値となつている．βはδ、によつてある程度影響されるがδ1＝鞠で起るβの最大値においてもδの4〜5百倍の程度である．護振の自己振動敷鋤はω・tとωρとの間に來る．δ，の大きさにより，ω・に近いかωpに近くなる．すなわち直列共振型か並列共振型かはδ1≦輪によつてきまるのである．VIII．水晶共振子端子に現れる周波藪　　　　塑調電塵4圃でEoなる周波敷饗調を受けた電塵を印加する場合を考えるに，Eoに樹するEの定常解法は6固の實曲線で與えられるから，過渡現象はこれに重聲して現れるはずである．　前述（66）式で示す如く，阜一鍵化項（直流項∫のの減衰率ecは振動項1の減衰率βの1ぴ倍程度となつており極めて大であるから，振動項に比較すると，軍一憂化項は過渡現象として考える必要がない・ただ問題となるのはε”fit　COS（t・nt＋p）で表わされる振動型の減衰項である．8薗　現象を了解するためにご三基本的に過渡現象を考えて見る．定周波敷ωの電欧をee・…なる自己周波敷を有する振動回路に加えておつて急に開路したとする．（8圖）しかるときは初期振幅のEはEεrBtの曲線に沿うて減衰する・しこうしてこの振動の周波敷は固有のω’・であつて，印加電堅の周波数ωには關係しない．切つた瞬間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の位相によつてωとcan振動との接績薪が異るが，　Eの瞬時値に不蓮績なきよう，また主振動回路の電流も不蓮績とならぬよらな位相闘係を作り包絡線はε一Ptによつて減衰する．（9園）　次に上例とは逆に8圖で急に閉路したとする・先ずω＝ω1・の場合を考えるに9圖の過渡現象が全く負の値となり，E（1一ポβり　の如き包絡線に浩つて振幅は確立（Build　up）して行く．（10団）（167）77−．R、、1：、）9圏　’一　　一　一　　一　一　一’　　　　　　　　　　　　　一　　一　　一，　　一’一一一’1！｛／1／／1　11／，一尤‘1＼，　　、1　一、f．＼　’、1、1、、一＿∠＿一一一L＿．＿＿一一一一一一一〜一一一一一一一一一ト1’、�@圖　　　プレ！1t薗　もしωキ助であれば，閉路の瞬間において初期値を零とする如く過渡現象が始まるのにはかわりはないが，周波敷ωなる一定振幅E（EcoS（a・t＋o）これは閉路の瞬間から一定）に一一一Ee−Pt　COS（CO，s＋の）なる過渡現象が重盤する事となりω，蛎間でピートが登生する．しこ5してこのe’　一’トの形で減蓑して賂にE，ω電堅のみが残る．（11圖）8　（168）9　　　　　　　　上の闘係は定常振幅が次々と憂化しで行く　　　　　　場合にもあてはまる・過渡現象は常にその時　　　　　　　の定常値を目標にして憂化して行くものであ　　つて，その回路の固有周波敷ω、’及び減衰率　　βを維持しつつ，新定常値に向つて漿化して　　　　　　　行く．　　　　　　　6固の實曲線に示す如き定常電塵分布を取　　　　　　　る回路に周波醐調の電堅をかけると，各周　　　　　　波敷毎に定常値は異る故に，常に新定常値に　　向つて過渡現象が現れて行くのである．よつて實饗化は　定常値より遅れるものて口）つて12囲に示す如く，ハツ　　チソグの部分が過渡現象を表すものである．このハツチ　　ングは振幅のみを考えた場合であつて，この外に周波敷　　を考えるを要し，定常特性の蒼部の周波敷は異なるが，　過渡現象の周波敷は一定値ec、“．であるピよつて定常周波’　敷との間でビt−’トが起る．すなわち狛箇の顯曲線の部　分内でビートが起る・〔外部の掃引褒化周波数が水晶の鋤　　に引張らttてある範園内で一致する事も考えられる〕・　　實験の示すところによると定常特性の凹部は饗化が急　激のためか，ピートを現すぼどの時間の絵裕がなく，　fo（ωo）をすぎた右の部分で始めてe’　e−Nが現われる．　凹所は軍なる衝撃を水晶片に與えるだけの役目をしてい　　るように思われる．右に行くに從つてωがWnより大　　きく輪は（60）式に示す如くω（‘（orωJ）より幾分大き　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　い故に，實曲線の定常値と交る邊で，零ピーhを作り，i　大膿過渡現象の最低部と一致して右に行くに從つてビ’　　1一周波敷が上昇して振幅は大略ε一βtで減衰して行ぐの　が實験でょくわかる．　　　（58）式によるとβ＝1，520となつているからこれの　時間定敷7’一　1ノβ＝1／1520　一＝　660×10−6sec　　・・…　く67）60〜繰り返しで牛周期に450〜700　KCの掃引鍵化・すなわち250　Kσの饗化をするとせば，1／120＝8．33×10−i　secに甥して上の時定戴は0．66×10−ii　sec．釜掃引時間の’0．66／8・33cell14に相當しているLこの間の周波敏の鍵化は250114＝18　KCであつて大髄實測で得られた範園にある．IX．結言水晶共振子のイソピーダンス特性は圓線聞によつて都合馳よく表示できる．減衰率が小さい闘係上他の回路部に封する周波数饗化の影響を無覗して水晶の共振顯附近の特性を三菱電機・VOL・23　No．6・1949’　　‖　　b喝書鷲雫禁誓司三元Ni、12　四v13　画1　　　　　　”　　　　　1　−　　　　　　　　　　　　　　　1ノ〜’『＾ぺ∵∵’≡博一・　　　　　、　　　・　r　　　　’　、．　　　　　　｜．・　　　　　　　　　　らニ　　　い　　　　　　”1一＿＿＿＿＿＿＿＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿2＿＿＿一＿一＿＿＿＿＿＿←＿．＿一一＿一一　　　　　　　　　　†・　　　　　　　　　　　　　　　　tp，　　　　　　　ナ（元亡）4†し　　．　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，t‘　　　ゾ1、　　　‖L　・�_　．＼t／議’　］”］　　ll瀦1．コ〔ω・・一；（吉・C、‡C、）〕の如き周波製基準で簡箪に庭理できる．　實際の働振回路には水晶の≦割質回路の外に實作用回路が加わり少くとも抵抗が直列あるいは並列に入つているが，これを加味したイソピーダソス特性及び電懸分布特性から定常状態の周波数電鰯性がわかる．　周波醐調電塵を印加すると電堅特性は定常特性より遅れて現れるものであつてその過渡現象の解決もむる程度可能である．　　　｝　外部回路を軍一抵抗で代表せしめた場合の水晶共振子の過渡現象は三次の線形微分方程式となるが‘これの實用解は極めて容易に得られる．　以上の基礎調査を基として周波敷掃引式測定器の水晶周波数記入法についての疑顯を解決した・なおこの結果は他の超音波探傷器等の解法にも利用できるものと思う水晶蛾子幽す嬢績麹周灘の蹴作用・嘩、　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　｜文　　献（1）津村，飯川：瀞電容量及び自己誘導直観装置　　　　　　　三菱電機，Vol．22．　No．3．1948．（2）薄井：圓線圓による水晶襲振器特性の椋討　　　　　　　三≡菱電機，yoL　23．　No．〕．1949．（3）W．D．　George．　M．　C．　Selby＆R．　Scalnie．　　　Precision　Measurement　of　Electriρal（harac−　　　teristics　of　Quartz−Crystal　Units．’1．　R　E．　　　Val．36．　No．9（1948−Sept．）（4）古賀：黙電氣と高周波　　　　　　　　　．k＿一．ダ（169）9ノt！；i’li�j；・＼鴛：t1、＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53・082．5粉末彊を取扱う分野においてはそれを構成する粒子の大さの・布形を決定しなければ定性的にも定量的にも殆ど無意味である．これに封する測定法の一試案を提出し，種々の勲から満足すべき方法であることを確めた・研　究　所山下博：典11．緒論・螢光放電燈の明るさを決定する諸因子の中，最も重要なものは螢光膜である・螢光物質の改良研究は今後の螢光放電燈に課せられた重要問題の一つであるが，同一螢光物質でもそれを粉末獣態でガラス管内部に塗布する時の諸條件すなわち塗着方法，塗膜の厚さ，及び粉末粒子の大さ等により螢光放電燈の性能に相當な影響のあることは周知の事實である．　一般に螢光物質は微粒子にする程その護光能は減退するが，硝子管への塗着は容易になるもので，この間の關係を見出すためにはその粒子の大さを測定せねばならな　　　　　　ダい．螢光放電燈に使用する螢光物質は一般に敷ミクロン程度の大さであること，及びその粒子の大さは實用上一定の粒に揃つていない，すなわちある粒度分布を有していることを考慮し，この二つの特性を測り得る測定法を探用することが必要である．こめ種の測定は粉末膿を当象とする他の分野に於ても最も屡ζ要求せられるところで，多数の測定法があるが1），顯徴鏡法と沈降法が普通行われる．前者は適當な倍率に撞大した富眞像中の粒子の寸法を多敷測定して統計的に求める方法で最も直接的であるが費用と時聞の損失が少くない．後者は流饅殊に液瞠中に粉末を懸濁させその落下速度がストークス則に從うものと假定して種々の方法で粒度分布を決定するも　　　　　　　　　　　　　　　　ノので，その最も巧妙なものに著名なOdenの方法2）があり，原島氏3）はこの改良案を出されている．すべてこの方法は沈降曲線の時間に關する二階微分係戴より計算するもので確度の誤に疑問があり，また測定所要時間が長いので温度その他の測定條件を一一定に保つのが困難で●あり，殊にOdenの方法はや入複雑なメカニズムを要し，’原島氏の方法は懸濁媒の選揮及び凝集（coagulation）の鰭に難謝があるようである．　筆者ば以上の諸賂を考慮して所要設備，時間，試料の量及び確度の瓢から先ず無難と考え．られる一方法を案出し，條件を攣えて實験の結果大艦豫期の成績を牧め，螢10　（170）光膜の研究に使用出來るようになつたので，その概略を報告する．　　・2．測定原慣’液鎧中に固題粉末を懸濁しこれに光線を投射すると．コロイド程度の分散液では選揮吸牧を生ずるが，敷ミクロン以上の粗粒子懸濁液の場合は白色光でも顯著な呈色作用を示さないことは實験的に確められている．厚ざdの液層への入射光の強さ1｛〕，透過光の強さ1，光路中の粒子敷をn（r）（たS’し大さ均一の粒子のみとする）とするとBeerの法則によつて，　　　　　　　　　　・　　　　　　一一an（r）d　　　　I　・＝　loe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）が成立する．たkNしaは懸濁媒及び粒子の種類にょって決定し投射光の波長に無關係な常敷とする．　松井元太郎購の研究4）によれげ・3〜40ミクロンの大さほk’均一の粗懸濁液について光の分散度を測定し，常数・が炭酸カルシウム・アルミナ・水恨化マグネシゥム等では懸濁粒子の総表面積に，また炭素，酸化鐵懸濁液では粒子線箇面積に此例することを見出している．この結果を容認すれば，懸濁質の種類に拘らず光路中の牛径rの均一一粒子についてはkを懸濁質及び懸濁媒の種類による常敷として　　　　a　：kr2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）考えている光路膿積中に存在する種々の大さの粒子の纏個敷をNとし，　　　　n⊂r）／N＝∫（r）　　　’　　　．　　　’（3）とおけば∫〜了ぴ一　　　　　　o．　こsで粒子を球状と假定し，Stokes法則に從つて落下するものとすれば，落下速度をVとして　　　　　v＝b2r　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）”　　三三菱電機●VOL．　23　No．　6・194911｝た．…告号（rp9　　　　・でσを粒子の比重．p及びηを液の密度及び粘度，　gを重力の加速度とする・　　　　　・　　　　，　液表面より垂直にhの深ぎの部分に粒子が一様に懸濁しているものと考え，（1），（2），（3）及び（4）式を組合せると・一・・　ex・｛一醐∫�j鰍｝　　　　　　　　　0爾邊の封敷をとり憂数をr→tに饗換すると　　　わ幽一・∫緬÷ンー�`・）　　　　　　　　　　0…　｛g：；，iJZ13，，，　，．＝，，・一一s（5＞式をtにつき徴分すると　　　　　　　　　　　　　1　　　　　5　　　」害ξ輌二2）t”2”’故に　　　　　　　　　　　　　駝2　・8）　　　触・2’）一｝　　　　　　　　　　　　＿　1すなわち粒度分布曲線∫（．‘　2　）＝五めは透過光∬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5の醐的劉幽より計算出來・÷岳．t2・・比例することになる・Aの値が知れ刈ま眞の粒度分布曲線が得られるが，一般には分布曲線の形状を知れげ充分な事が多いので，本文でもこの相封値を比較することにした．　液面でなく液中の任意の部分についても同様の計算ができるが算式が複雑になり，また實際測定して見ると表面附近の特殊腕態は考慮の必要がなく，測定時間も饒程短縮できるgl＞で，懸濁液の表面附近のみについて測定した．　3．實験装置1圃は實瞼装置の略固で，光源（1）よりの光をレンズ（3）で干行光線とし，懸濁液を入れた硝子容器（5）に投射し透過光を光電管（7）で受け，この光電流を檬流計（8）で讃む．光源は阜色が望ましいが強度及び形状の適當な　　　　　　　　　　　マものがなく，取あえず電磁オシロ光源ラソプを用いた・衝立（2）は直径25mm（4）及び（6）は25×34mmの窓粒度分布測定法に闘する一試案・山下／　　　　　　　　　、　　　　　（8）1圓　實験装置略固を有し，（5）は110×110×180mmの内容寸浩の硝子槽である．（7）は65型セシウム光電管，（8）は分流器を附した2．9×10−8Aの感度の反照型槍流計である．各部分の相互間隔は，光線が光電管に至るまで實用上窓く4）の大きさを保つ干行光線の範園で，しかも光電管に過大な電流が通らず，槍流計の振れが充分の確度で測定できるように保つた．　光線は液面に干行に入射するようにし，また液面附近の種々の影響を避けるために光線の一部は液面上を通つて直接光電管に入るよ5にした．　光源よりの距離と光電管電流とが實翰に供した距離の範園内で逆自乗則に從うこと，及び光電流値と橡流計のプレとの關係を豫め決定しておいた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’／　4．實験方法試料粉末及び液媒は比重瓶及び粘度計でδ，ρ，η，を測定した・粉末の比重測定に際しては氣泡附着等の原因で測定結果が逼々になり易いので，煮沸その他の方法でこの舗を注意して測定した．　硝子容器（5）は洗襟乾燥し，液媒を入れ，これに秤量した粉末を少量宛撹拝しながら投入し，液温と同一温度L　　　　　　∫にするため20分位放置し，硝子棒で全麗が一様に懸濁するまで充分撹拝してこれを終つた瞬聞より時間を測定する・装置全鎧を室内光の攣化及び温度憂化による影響1を防止するために内面を黒く塗つた箱で覆う．　はじめ撹拝のため粒子はあらゆる方向の蓮動をするが，粒子の大さ，液の粘度，液量及び容器形状等により一定しないが大譜10秒前後で定常欣態に落つき沈降をはじめるようで，實験結果に見るように問題とする最大粒子の部分の測定は30分前後の時の記録に現れるか　　・ら，撹絆による影響は無硯できる．　光源は鼎燈しつCけると液温が上昇するからゴ言麟時の前に一定電塵で酷燈L光度が落つくのを待つて測定する．　光電管暗電流が時々鍵ることがあるので，以下に示す　，1は測定ごとに橡流針の讃みから暗電流によるものを差引’L・た値である．（171）　llt、、●　一・度粉末を混じて完全に沈澱させた時の透過光は，混　じない時の透過光よりも小さいが，’粉末が少量硝子丙壁に附着するためである・’これは後に示すよ5に測定の再現性を妨げない・　顯微鏡慕眞は水銀燈を光源とし透過撮影法によ、t）100ないし500倍に撮影した．後に示すように試料は殆ど全部球状でないから粒子の大さは等憤直径（最大長をノ’・これに直角方向の最大長をkとすれば，1／コ西めで表／した．2　圃　カーポランダム顯微鏡窺眞（×100）　　　写0，　　祁60　　　子　　佃TJO．　　敏4D↑ll］o，フ　　ー・！　　　　　　　●プ八‘　　・．Lt賞乏則f甚1婁文　1，810｛匿1ごピ．　　　　　10　　20　　．50　　40　　50　　60　　．nyo　’8〔｝　　90　　｛OO　　〕10　　120　　　　　　一撒子等伸直径（ミフnン）　　　、3　固　カーボランダム顯微鏡富眞による分布曲線5．粗粒子における實験結果比較的粗大な試料としてカーボラソダムの一一・＊9を使用した．倍寧100の．顯微鏡烏眞の一例を2匿に示し．その1810個について粒子の大さを實測した結果を3圖に示す．粒子直径は前述の等償直径で表した．縦横比が3を越すものは稀で，この程度ならスト・・一クス則による落下速度との偏差も最大7％位5）と見積られるから等債直径で大きさを表しても大差ないと考えられる．　粒子が大きいので液には粘性の大きいものを要し，グリセリンを選んだ・このものは粘度及び比重が温度及び吸潟度により饗化し易く，また吸漁性が大きいのでその12　（172）＼t測定には注意を要し，實験の前後について行つた．　　o測建條件　　光通路縦34m�u巾25mlnの中，液中の高さh　・＝　　27．5mm液外の部分6．5mm・　　室温　16．9ないし16．4DC．　　グリセリン温度　14・4ないし14．6°C．　　グリセリン比重　ρ＝1．230．　　グリセリソ粘度　η＝1．6，9C．θ．8．　　カーボランダ’ム比重　σ＝1．878　　グリゼリソ容：量　　1815cc・一β・・三駕・・一βα・織；；三98・　　　　　　一2　　＝＝9．16×10　（1）グリセリソ18　15ccに甥’してカ＾ボランダム1．6479を入れ橡流計と時間の關係を測定した．3回繰返した結；潤�dピ舗ン／饗！ll：カーボランダム　比　重　1．878�@カーポランダム�A　　　〃　1�B　　　〃1．647gr3．178〃6．418〃グリセリソ　　1815‘）C　　即　］n　40　i0　50　ケ04　圖液＼温　14・6t）　C上ヒ　　重　　1．230粘．度　1．609C．G．S　　一一τ晶璽）　・cousl？s　1・・】・い5声殉．カーポランダム懸濁液の透過光曲線果を4圖曲線1に示す．三種の記號は各回ごとの測定値で，この結果測定の再現性が明かとなつた．この場合の測定値と計算結果を1表に示し，粒度分布曲線を5騒曲線1に示す・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（2）次にカーボラソダムの量を3．718，6・4］8gに夫々増加した時の透過光曲線を4圓曲線2及び3に示し，夫々の曲線より計算した粒度分布曲線を夫々5薗曲線2及び3に示す．すなわちこの園からカーボランダム量を　Ht　　　　　　　三菱電機．・VOL　23　No．6・1949x、1奥　4圖曲線1よりの計算表時間暗電流橡流計1イτ　11∂∫」　　　　1　　　−　　H←＾▼　rc‘　　2　＿’　　　　i分f秒1＞i　aVifin，フレ五＝　D，−1）へ　　　　　　　　　｜『r亘・　　了寸一，1，lc212014．67一〇．641・5…［2．02×10−2　　2．11　×　10283．6318014．63一L7016，3311．80　　　〃　　1　4、82　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●68．3424014．60一2．6817．281．57　　　〃　　　8．12　　　〃59．1530014．62一3．5518．171．19　　　〃　　　1．02×　10352．6636014．62一3β818．501．01　　　〃　　　　1．34　　　〃48．4742014．60一4．6819．309．55×10−3　　1．78　　　〃44．7848014．60←．5．0219．628．33　　　〃　　　　2．24　　　〃41．9954014．60一5．8720．478．44　　　〃　　　2．74　　　〃39．41060014．60一6．7221．328．05　　　〃　　1　3．34　　　〃　　　　　　　　　　137．41272014．61一7．8022．407．77　　　〃　　’　4◆77　　　〃34．11484014．60一8．0022．607．22　　　〃　　｝　6．49　　　〃31．61696014．60一8．9723．576．66　“｝8．10グ29．618108014．60　　　　　’−9．9124．516．22“19．73〃27．820120014．61一10．7225．335．67　　　〃　　｝　1．11×10426．422132014．60一11．0025．605．00　　　〃　　　　1．24　　　〃25．224144014．68一11．802日．484・72　〃：1・40　”24．127162014．65一12．6527．303，72　　　〃　　1　1．44　　　〃22．730180014．64一13．2027．842．78〃1・・37〃21．540240014．67一14．0928．768．34×10−4　　8．18×　10318．748288014．65一14．31281962．50　　　〃　　　　3．85　　　〃　　　　　　　　　　．17．050300014．56一14．4629．0216．755330014．68一14．3929，071　　　　　　　　　　！1．67　　　〃　　　3．60　　　〃15．960360014．60一14．6429．24i8．34・10−・12・21〃15．3653900工4．58一14．6499．228．34　川　　一14．670420014．59一14．7229．316．66　　　〃　　1　2．53　　　〃　　　　　　　　　　i14．1或程度饗化させても殆ど完全に一一・致した粒度分布曲線が得られること，及び顯微鏡鴬賃にょる．3画の曲線と比較した曲紬彦と傷大値に相當する直径が大焙一・致ずることが判る．6，小粒子における實瞼　結果fi4lIi’　　！竿1壽！4♪9了＾：hi．∫．“ヤ＼へ　ももふk＼　　　　きコ　・＼’　　’＼、N’・こ＼　＼叉　　�@og’＼tlv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L−⊥一」．．＿，x，Wh，．一”一口　］0　釦　幻　to　50　釦　ワ0　80　tijn　囎　IM　｜2θ　蘭　1‘0　萄0’】m　拠　169　　　　　　　　　　　　直径？，‘s？〔い）次に中程度の粒度をもつ粉末の例として，アルミナの或種のものにつき，水を使用して測定した．顯徴鏡宮虞の一例を6圏に，その592個についての實測結果を7圃に示す．o測定條件h，＝28．〔bn7n室渚115．5ないし15．70（フ水温　　11．200水の容積　1820cc．水の深さ　15〔hnni，．cr　＝＝　3．64　　p＝＝LOη＝0．0126σ．a．S．　上記の條件で，アルミナの量を1．506，2．018，3．013，5．014gとして測定した各粒度分布曲線を8圏に示す．7圖に比較して極大の位置及び曲線の形状が大齢致していること，及び濃度の影響がこの範園では大して認められないことが判る．　7．液媒を愛化した場合の賓験結果上述の實鰍により，カーボランダムーグリセリン及びア5　圏　力一ポランダム粒度分布曲線粒度分布測定法に闘する一試案・山下6　圖　アルミナ顯微鏡富眞（×400）（173）　131’s　．　・，・『・Nド∵‘”i1∴一［、．．　　　　　，70　　　　　　：1　　　　　240　　　　　11　　　　　　；e　　　e■◆●’パ宮吊個敬　59？個●　　　●●　　　　　e　o、　　’　171’t−♪，．L，2　　4　　6　　8　　10　　t2　’14　　16　　18　20　　22　　　　　粒ヨニ早竿イ曽直t蚤（ミク0シ戊7固　アルミナ顯微鏡窟眞による分布幽線‖・よ蜘1，一＋一＋t　　　　　　　−一一◆直経2口‘，ロ’・1　　・　　8圃　アルミナ粒度分布曲線’　　　　　　　　　　　　　　　’　＼ルミナー水の組合ぜにらいては敷ミクロソないし敷10ミクロソの粒子にこの測定法が大艦満足に適用できることが讃明されたが，懸濁液媒を愛えた場合の二三の例につき読明する．　　　　　　　　、　先に用いたカーボラシダムにつき，液媒を次の種類に選んで測定した．　　　　　　　　　　（液温゜C）　粒　度　　（比重）　　　　　　　　　　　　　　　（C・G．S．）1．　グリセリン　　　　　　　　　14．1　　　　　1．621　　　　　1．2302．エチレングリコール　13．0　　　0．344　　　1．1143、　硫　　　　　酸　　　　　　　　　13．0　　　　　〔LO38　　　　　1．8J64．アミルァルコ’ル　　　14．5　　　0．053　　　0．821測定結果を9園に示すように大膣一致した結果が得られた一’（比較の便宜上，，グリセリシを使用した場合に極大値を揃えた）　次に小粒子試料として先に使用したアルミナにつき�d液媒を次の種類に選んで測定した．　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ14（174）　　　　，ノ’f　　　5　　！n『a“，1　11；　”9　　　三　　　：　ttfiNb．’t「，s．，、．s　、　　　　T’　　　　’f《‘，ール回　　　　〉　　　　　ち　＼�s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　、、　　　　　　r　　　　　　　　コシ　　　　　　　モ　　　　　　　へO　IS　鋤　知　切　50　■　SC　●0　●0　頂o　陶　ll・　tSC・鳩　　　　　　　直t蚤2r《ミ，ロシ，9回　力声ボランダム粒度分布曲線　　　　（液媒を痩化した場合）　　　　　　　　　、1．水2．アミルアルコール3．メチルァルコール4．四塵化炭索5．二硫化炭素6．酷酸ブチル（液温OC）　　粘　度　　）（比重）　　　　　（C．G．S・）　13．5　　　　　0．012　　　　　1．0014・1　　　　　0．053　　　　　0．82111．5　　　　　0．0069　　　　　0．802　11．5　　　　　0．011　　　　　1．63112◆0　　　　　　0．0039　　　　　1．27913．5　　　　　0．0081　　　　0．887　　　　　一一■”■t　c分｝10聞　液旗を塑えた場合のアルミナ透過曲線．　　　　三菱電機・VOL．23　No．k　6・194g＝一ト　　　‘1、｝　二硫化炭素だけは少しく帯黄色でおつた．　10園に透過光曲線の一一ge分を示すが，メチルアルコー》・＝硫化xxでは�eく・の紛・・現れ・轍ブチルも多少この傾向がある．この現象を観察すれば，粘度が小さいため撹拝後の液の流動が静止するのに時聞がかNり，液と共に流動した粒子が器底に衝突した後再び上昇し甥流の如き様子を呈することが認められた．酷酸ブチルの場合は黙線に示すように補正を施せば計算結果に大麗差支えないことが判つた・　10圃よりの計算結果を水の場合に極大値を揃えて示せば11圖のようになる．四盤化炭素を除き大膿浦足すべき結果を示している・　　　　　，’レ二古’輝11回　アルミナ粒度分布曲線　　　　（液媒を墾えた場合）　　　　　　　　　＿⊥推定できる時は，．r＝d　2の式より逆算して液媒を選擢することができる．例えt3　6に遠べた測定條件において極大値の測定に相當する時聞をt＝（σ／γ）2より計算すれば（2ア＝8ミクロソとする），　　　　　　　　　　σ一／÷語）bt−（・1・）31．水2．アミルアルコ’ル3．メチルァルコPル4．四塵化炭素5．二硫化茨素6．酷酸ブチル0．00760．0160．00560．00840．00460．013　　6．7分　　26．6分’　　3．3分　　7．4分　　2．2分　　21・5分となり，：：硫化炭素，メチルアルコ＿ルは不適當であることカミ判る．9．結語直径50ミクロン及び7ミクロン程度のカーボラソダム及びアルミナ粒子につき粒度分布を測定したが大膿満足すべき成績を得，本測定法が實用し得ることを確めた・　検出装置を簡略して工業測定用とする目的で研究を績行しているが，更に懸濁容器の形状，大さ並びに試料と液の最適量の決定，本法により測定市葛の粒子大さの範園及び粒子の種類（特に屈折率）と液媒との選澤闘係の決定等が問題であるが，次稿に譲る．蓼本實瞼に當つて蟷所化學第二課Pt崎技師並に無線研究課喜蓮川技師に援助をうけ，測定の一部は大阪大學學生谷尾清孝君を煩した．記して謝意を表する．！8．本測定法の實験結果に封する考察　，本測定法は上記二三の例で示したように大燈浦足すべき　　結果を示したが，氣付いた顯を追記する．．　　　液媒の選揮については比較的透明であれげ光學的には　　差支えないようで，粒子と液媒との屈折率の相甥値の選　　狸により異常現象を生ずるおそれもあるが6）この程度の　　大さの粒子では考慮する必要はないようである・11箇に　　おいて四塵化炭素だけが少し異常であるが，液の分子二　　重極モPメントの差蓮（例えばlels　e．s．uで表して水　　　：L85，アミルアルコール：1．83，酷酸ブチル：1．88，令　四鰻化炭素：0，）以外には原因が考えられず，今後の研究　　に侠たねばならない．　　　なお先に述べたよ5に最初撹持に當つて10秒位の誤差　　を生ずることと，測定操作上から分布曲線の極大値に相　　當する測定値の現れるのは少くとも10分以上であるこ　　とヵ望ましい．もし測定すべき試料の大陛の大さが豫め粒度分布測定法に關する一試案・山下　　　　　　　　文　　　献　　　　　　　　　　　　　i（1）例えばF．Skaup　y：Metallkeramik（Berlin，　　1943）　S．44．（2）仙波猛：電氣試験所調査報告第74號（昭5）（3）原島治：臆用物理ユLNo・2・77・（4）校井，野田，祠原，小山田：工化誌』臥昭7・　　1427．（5）W．B．　Kunke1：」．　of　App．　Phys．，ユgz．　1948，　　　1056．（6）　D．L．　Bishop：Bur．　Stand．∫．　Res．，12，19　　　34，　174．　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　，　　「　　　　　1t（175）　15ア1≡　　y一i’　・eT．　T’一’”　三ミ）自b動　射出成　型機　　・　　　　　　　　　　621．3i　6．78・621．979．4用　制　御　装　置合成樹脂製品の多量生産に適する自動射出成型機が，名機裂作所によつて亮成さ九その自動制御装置を，當示土で製作納入した．本文はこの自動制御装置の紹介である・・　　　　　　　吉　野　　敏　夫名古屋製作所　　　　　　　大’須賀　菊　次4N／　1．緒　4　言戦後我が國の市場には，いわゆるプラスチツク製品が時代の脚光を浴びて，我々の目に映る様になつた．中でも酷酸繊維素系の合成樹脂製品は，’それが持つ種々の特長を胤感なく褒揮して，エボナイト，セルロ午ド，べ〜クライトに代り，電氣器具，身邊細工用品，化粧用品，文房具，装飾晶，玩具・洋傘付周品等廣範園な用途に使用されている．　これらの製品の，晶質齊一で・多量生濠に適する優秀な自動射出成型機が，名機製作所で完　　．　　　1成され，この自動制御襲置を，當祉が製作納入したので，以下順を追つて読明する・2．自動射出成型機自動射出型機は，一名Automatic　inj−ection　moulderと言われ，原料である酷欝繊維素成型粉が，この成型機によつて，加熱，加堅，成型され，製品となる：liでの1行程は1二1・5分で’線て電氣的自動制御装置によつてこの行程を繰返し，蓮績して製浩することが出來る・’自動射出成型機は，1匿に示す様な構造である・その作動原理の概略を2圏について読明する．　自動射出成型機は，原料入口，加熱溶融部，可塑原料を成型する金型，原料墜搾用ピストン作動部及び型冷却部に大別される．　　　　　　　　ロ　（1）原料入口から入れられた粉末状の可塑原料は，自動温度調節器付の電氣加熱器によつて一定温度に加熱されて溶融　　　　　　　　　　　　　　　　　　’状態となる．｛6　　（176）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（2）型開閉機構の電動剛1の始動．よつて澗いていた上金型は，型を閉じる二なおこの場合1置に見られる様に，金型部分の保護網が閉じていなければ，型開閉電動機が蓮韓出來ない様になつている．　（3）上型が閉じると同時に，ピストソ爾動電動機M2の始動によつて，溶融状態の原料は塵縮されて，射出目から金型の中へ強い感力で射出される．　　＼　一　（4）一定屡力に達すれば，電動機M2は停止し，一定時聞この状態を持績し，原料は金型中で加駆，加熱され‘成型される・1　圃　　自　動　射　出　成　型　機Wo赦／成理繍料型閤開’　上型　下型◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　†・、．已ストン・�`�d∵総．�`電動澱　Ml冷去P7K一ピストン駆動　電動総溶�`§犬態2　闘　　作　動　原　理　説　明　圃三三菱電機・VOL．　23　No．　6・1949騨黙�b’”⊇ごTpae・慨懸一騨＝謬二ご埠‘三1”繰汽竿�j一庵・＜□三寧・’鰹｛，x＼‘ξ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽．　　　　　　　　　、　　　　　　　　　二（5）成型が終れば，電動機M，｝は遣轄してピストソは鶴し，躍ぽ開き，製品が自動的に取出されてlme繊る．　　　一（6）一定時聞後上型が閉じ始め，＾（1）〜（5）の動作を一蓮績繰返す・　　　　　　　　　　　　　・名機製作所で完成きれた「ナデム」100型自動射出成型機の電氣装置以外の仕様大略は次の通りである．　　機械占有積面・・…・…一・・560×lpmmme　，�d“〜云ゾwの高さ………………1440皿m，　金型閉鎖力・……・・………30toパ　　　　　　　・　　金型取付最大聞隔………460mm　．、金型最大面積………∴・…260　×　300mRi2　，　　原糊出カ…・……・…・L・・最大14ton射出ピストン容量……・・＜40φ×100st「okう125cc　　製晶重葺………・……・・…1〜11μoz　　　　　　　　ミ　　　x　e　　騨射出塵一一一丁・・1000kgfcm2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　3・制御装置、　　．＾三I∴曹械型機の自動綴麟品は懐の勘であつて�d藷3剛制鋼の外蛤繊型機に鮒けてある・次に旦璃動制御の動作を1各行程順に設明する，自動制御め動作　＿竃は，各行程が重つて進行するので，判り易くするために　　ほ各徳を，姻のように勤した．・れと5唯路の展　議開獺・を瓢・れた…　　一、「∵’・讃（1）　原　糾　の　溶　融　　　　　　　　　　　　　　二’」：・灘中央上部にある願知から投入された醐醐　t’二1粉は，自動調節温度計で一定温殿に保たれた電熱器によ　　ミつて溶融される．この温度は，酷酸繊維素成型粉で膓　　，＼・ヨ・4・〜23・・C間の最樋聲瀧が選ばれる．　　　←ヨへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ（2）型閉じ行程の始動　　　‘　　　　　　　　　　　’て　　　　　　，　　　　’　　　　　　　　　．　，　’11：、1表　1　・氣　晶　一一魔　　　　　　　、・｛』　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　’　　　　　　　　’品　な　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’仕　　　　様歎量用　　　　　途取付場所　・◆ラー・罰開　　閉　　器　　函125・V・・0・・P・巳　　　源⊥機麟蜘央　べ　ヨ　．三　：預：’一雪　　　　　、乙子　　　　　　　　．双形開閉器cヒユーズ付）　　　〃　　　（　〃　）　　　〃　　　C〃　）’　　〃、　（　〃　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　〃　　　（　〃　）　　　　〃＼可逆電磁接鯛器日一電　流　纏　電　器熱働過電流纏電器時　間　纏　電　器自動調節温度計250V　30A　3P　　　　　　〃　　　〃　　v・　　方　　　　　　　　●　　　　　〃　　2P　　　　　　〃　　　身ノ　　　　　　〃　　1P250V　30A　3P−v　　’”　　　　　　　　　　　　●　　＿（横・河電機製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’型開閉電動機電源ピストン騨動電動機電源冷却水ボンプ電源加　熱　器　電　源操作回’路電源　1テス　ト　ス　イ　ツ　チ　　　　　　　　　　　　ー型開閉電動機ピストン願動電動機同　　／　　　　」二同壺　　　　　．己　　　　　　　　　　　　　　　　　　、塵搾時間，申間時間原　料　溶　’融　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　　　　司　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’機’髄外床取付　　　・　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　、x　　　　　　　　　，　　’　　ノ　　　　　　　　　　　ちo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　φ　　　　　　　　　　　　　　〉　舛操作盤　’押　　　　　　釦開　　　閉　　　器ラ　　　　シ　　　　　プ13暢動ボ戎型司全　　　。自　　　動警　　戒　　表　　示安　全　子　イ　ツ　チ抵　　　　抗　　　　器制　限　　開　閉　器　　　　　　　　　　〃・　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　2型開閉安全装置ビス．トソ騙動電動機型　　　開　　．　閉ピ　ス　ト　ソ　行程機饅上部中’央　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・機題内部右同　　　上”左機題右側部’．←一　　．　　◇＿　1・1　・≠当ぶゴ』　　　こ二＼三　。］”°』．　　　　　　F　　h　’・｛　　　　　r　°：　　　　　　、　動　機　　へ一電動機（ブレーキ付）　〃　　　（　〃）．　　　　　　〆　　　　　　　　　一　　　〃200／220V　50／60〜’1KW・8P・籠型200∫220y　50／60←3．5KW　6P．巻線型200／220V　50／60〜　　1ユ、　1．型　　　開　　　閉、●芦ピ　ス　ト　ン　駆動　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　「冷・却水ボン司・場合は碩機燈後部左機題上部右　　　　　　　　　　　−冷却水を永道より取’　　　　　　　　1、、、．　自動射出成型機用制御装置’ε吉野・大須賀　　　　　　　　　　　，（177）17三�`、F三三三E＝・‘三1；‘　　　　　．．一⊂’iti．三⊃ジー一二，’s．　一一’　♂iil三：6薗言操欄恒端動櫛一一・・　　　場合には牛自動用塑釦開閉器紅PB，全自動・　　作業の場合には開閉器STを入れると？ST　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　パまたは＃1PB）−L回路が出來，警戒表　　　示ラソプLが騒燈して運麗猷態に入つたこと・、　　を示し，型を開く時にのみ消ピて，1行程のご　繊ことを示す様になつている・また嚇に　　　　＃lbTST（または、＃1PB）一＃3PB−・一＃2MC輻”　　　一一＃ILSb−＃2TS　7＃4PBの回路によつて，　　　璽開閉電動機M・の接騰＃2が閉路しf上　　　型を閉じる方向に回轄を始める，型開閉電動　　　機は，7躍に示す様に成型機の背面に取付け　　　られそいる，’なお型の蘭閉を手動で行なう時　　　，には，ハンドルも取付け出來櫨に特殊な軸　　　端になつている．t　　　　（3）　ビス●ン前進行程の始動　　　　型開閉機構には8薗に示す様に，型開閉電　　　動機M▲によつて，蓮動して回轄する特殊形　　　状のカムがある・型開閉電動機が，型閉じ方　　　向に回轄し始めると，カムが時計方向に回轄　　　し第1のカムが右下の制限開閉器を押すと，　　　その接馳＃1LSaが閉じるがまだ＃1LSbは開　　　かない．．接鯛器＃2が閉路しているから補助　　　接腸子＃2aも閉じている．從つて＃3MCが　　　属珈滋され，　ピスト叱騒動電動機ク）接鯛器＃3　　　が閉路し，ピストンを前進させる．網MCは　　　�q時に＃3a・を閉じ，＃2LS−＃3a−＃3MC−　　　＃4bで自己保持の回路を作る．　　　　　　　聖茸綿’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピストン．　　　　（4）塾閉じ行程の停止　　　　　　　　　　撮構　　　　カムの回轄がなお進んで，制限開閉器を第　　　2のカムで更に押すと＃］匹Sbのみが開き，14r’　　　＃2MCは開路し型開閉電動機は停止し，この　L、とき型蹴全に閉眺る・しかしピ梨・の’　　　みは前進を績ける・　　1　（5）　ピストン蕊進行程の停止　　　　　　　　’．ミ、3　　園制御込ム画2一鑛“紘盛、感磁1，　・ご終端で駆動電動機に大きな電流が流れOCRが開路し，　　、ピストン願動電動機は停止し，ピストンの前進はその位：’置で停兵する・　　　　　　　　・。v　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　／　　　　’　　　　　　　　　　　・，　　（6）堅搾時間こ、　u’xFソ前進確の始動噸（3）で述ぷ様に・拠i’　　　　」8　（178）　　”　　　　　　　　　　　、1．1‘　’　、！．　ピストンが前進すれば，制限開閉器＃2LSは開路ずるが・＃2LSと並列に電流幽電器OCRが入つて「いるから，ピストンは前進し，溶融状態の原料は金型の中へ強い塵力で射出される．このため，．ピストン前進行程の最　　　　　’．　　　　　．fil・問一　　　　、　4圓　　作　動　行　程　露　係　圖Saカζ閉路する，ど，’＃　3　MGに並列に接績されている塵搾麟臓電器の電磁線輪が働磁されて’）接籍＃1TSが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ開路するが，開路している時間は，必要に懸じ10〜50秒．間自由に調整出來る様になってL’iる・從つてピストンは，ば：この調整された時間だけ，原料を金型内へ塵搾したまS停止状態を持績する．、この時間を塵搾時間と言つている．一方制限開閉器の接顯＃　3．LSa，＃　3　LtSbはピスドソが前進すると＃3LSbは開路し＃3LSaは閉路し，ピストンが後退の最終端では＃3LSbは閉路し＃3LSaは　　　　　　　　三菱電機・VOL　t23　No．6・1949｛i■PH●『：酒丁戸＃ISw’＼疇2sww3SW　　　　　　　　　　ロしロ算65w　冷韻瀞ンア・亘肝唖郵　一x抵愈，’5KWt55W■lb　’⊥ntPBST　・珊・ZMC　；9Sbi　T〜一　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’呼4L5　特2b　　疇U寵．竺・＼　一．．．．t　t　　’2TS　／一剥　　　　　　’i2va　／　・　’　，’Cft　a“Srgb・4P8・2べ†脇’rr−−lius　　．．＿e3a　，’，ら配嚇りTR＼爵9WOgR　　　／　　・1〒S　，’　　＃Sb’　　　　．4岡C、、1　’　　f　　　　　＼・3u｝巴5　圖　　自動射出成型機農開接績固6　園　　操eeesする・一定聯綱後遮電器の麟ヨ＃1STが再び閉路すると，＃1　ST“　＃3b−＃4　ヌMC−＃3LS・の回路が出來る・從つZ，ピ：《スFン駆動電動機の接鯛器＃4MCが閉路　　liし1ピストソは後退し始める．　　　　　　　i　9畦10職，ピか瘤動鋼殿ぴ　一｛ピ淋ソと搬開閉器＃2品＃3LSの戒’、；付いている状態を示す．　　　　　　t−・ピストン躍動用電動機は巻線型で，ご爽抵抗器を有し，この二次抵抗値と電灘電器OCRを調整するヒとにより金恥の射出原料の塵搾塵力を適當に調整することが出來る・　　　」　（7）　型開き行程の始動　　　　　　！　、　前述の型開閉電動機と蓮動するカムによつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K’‘て操作されるもう1個の制限開閉器（7圓左上）＃4LSは，型閉じの状態では閉路している・一方．ザスFン後退の最終端では，前述一，：．作盤sく　　きt−　v　　　，　　’　　　七・・＿。＾≧vx　．へ、．，　．．；’v　　　　　　7四　　成型襲背面に頁付けた電動機型開　　　　・　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　’／　　自動射出成型機用制御装置・吉野・大須賀：毒、嚢　の棲に制限開閉器＃3LSbは閉路し，＃3L．　Saは開路するrdr，この開閉は＃3LSbが閉　路してから＃3LSaが開路する．從つて，ピ　ストン後退の最終端そ，＃4LS−＃2b−＃1M　C＿＃4a−＃3LSb一纏PBの回路が出來て型開閉電動機の接鯛器＃1MCが閉路し，型。」　は開き始める．同時に＃1　aが閉路するから‘’ご還�c�f謬�f∫］　は自己保持をする．　　　　　　　　ご　．−1＝！、（8）ピ”“ン後漸程あ停止　　　一ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｛　　ピストンが後退しSSつ塒に・制醐麟∋．1　3　LSaが開路1し，ピスト＝ン願動電動機の接　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：i　鯛器＃4MCは開路し停止する．撫璽鷲鷲。は綱囎三　　（10）　iSlの型閉U行程の始動　　　．　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”1・」　　前述の醐き行程の始動の項の醐べた，．1　様に，制限閉器＃3LSbが閉路すると伺時／三｝・，　＃・MC磁列に接績さ楓・る中輌三　間縫電器の電磁線論が働磁され，接給＃2T　S、が開路する．この時聞縫電器は前述の堅搾　「　時間縫電器と同一構造のもので，調整された時蹴翻び馴・T・が閉路す・．＃・］冨翫嶽巖灘三！2M当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司　　　　　　　　　　　　　　　（179）　　19　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　．f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　Lrr　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　　］　　　　　　　　　．　　・　　　　　　』’こ�d　びτこF　・’”＝’．言．一で　．．．一で≡’‥う■●8　岡　　型開閉電動取連動するカムと制限開閉器　（11）保護及び試験裳置　電氣的の保護として＃1〜＃6SW電源開閉器には，それぞれ適當容量のヒユーズが付けてある・ピストソ駆動電動機は，熱働過電流纏電器TRによつて保護する・ピストンを試験的に蓮轄する場合には，押釦＃2PB（6圃操作緒のポソプ）で行うことが出來る・また押釦＃3PBへ（6闘操作盤の型開）を押ぜば金型だけ任意に開くことが出來る．安全スイッチ‡4PBは，金型部の保護網が閉じていなけれぽ型開閉電動機が蓮轄出來ない様に，保護網の開閉動作と連動している．　　4．時間纏電器　制御装置あ各動作中で述べた様に，ての．　自動制御装置中には堅縮時間と，型開き’　から型閉じまでの時間を司る2個の時間●一懸、　　　8　圃　　ピストン駆動電動機及び制限開閉器20　（180）‘＼’10　価　　ピストン駆動電動機及びその＝突抵抗器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　三菱電機OVOL．23　No．6・1949　’“1’一・ξ干，・’，“，＝st’‘w≒マ子一：二＝’て＝〒　：．，　　　　　一　　ン　　　　　　　　　　　　　　1ジ�c窃：・，　　　］r−　　　、・ユ〉’tth．．1∵：・・’”i・’s”、’・嫌；＼、1∵ご丁ニー二二ご一庁一司11　　圖時　間　縄　電q‘器つ’「’醐頗翰二］　　　　tO−L〒◎6：一．−lll1，1　　　縫電器がある．爾者とも同一構浩のものであつて，何れ　　　も常時閉路し，信號電流が一睡通じることによつて，調　　　整された時間中開路し，調整時間径過後は，再び閉蹴　　　態に復蹄し，しかも調整時間は0〜50秒の間の一定時聞　　　に，外部より自由に設定することが出來る特殊な機構の　　　ものを使用しているので，これについて，今少し述べて　、　見たいと思う．　　　　こφ時間織電器は11圖に見るような外観であつて，　　’原動機にはワーレンタイプ，シソクロナ、スモータを使用　　　　　ヂ　　　　　　　　　している●で，周波敷の鍵動により絶封時間に封して　　　1ま，、幾分の課差を生じるが，この自動成型機では或る調　　　整された短時間を，反復動作しこの時間を常に一是に保　　　てば良いので・上記周波藪による誤差は；ほとんど問題　　　たならない．、またこのスイッチは，使用頻度が極めて大　　　諺あるから，接黙には銀を使用し，作動機構には，トツdi　　“グル撰構を探用し蓮断，速接になる様にした．・　　　　　、・　　（D構造の大要　　　　12圏は接績圓を斎し，13圖ぱ機綱を示す・　　　　13四は信號電流により，電磁石が働き，從って時計　　　部が蓮轄され，規定さ硫た時間の最後に近い朕態を示す．　　　　以下各部について説明する．　　　　＼　’　　　　（a）　時間調整装置　　　　、　　’　　　、規定時間は，成型する製品の大きさならびに，可塑原　　、料め材質等により決定されるもので，これに甥する調整．　　　はi3圖ツマミ�Hの回轄により�K�L�Jをへて�Nに僅えら　　　れ，黒指針�Eを規定時間の目盛に合せる．　　　　（b）・時計装置　一、　　　　1　　　　歯車�Bは同期電動機�@の軸に直結され1r．　p．niの回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　へ　　　轄が與えられ，これが中間歯車�Cと噛合い成型機運轄中　　　は，�B�C共に常時回轄せられる．，次に作動板�Aは，歯車　　　�Cを持ち，�Bの軸を中心として�Cの重量により輕く反時　　　自動射出成型機用制御装置・吉野・大須賀s　　・2電磁丘猿輪コ・◎5：口一　　ヨ．藁／灘菖　　　　調　　　　；ぷ　一　．，12岡・時間総電器接績圃　＼’f、9　　　　　　　　　　こ　s計方向に回聴し得る構浩である．‘1撤難噛車�Gと赤指針�Fは謂整用黒翻�Eと伺�m軸にあり，歯車�Cど噛合つていないときにば☆ネ�Iに1よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲113陶tl　Nilに髄べた様に信號電流｝芦つて電磁石が．働き，時計部分が蓮轄され調整ミれた時間の最後に近い状態でおつて，この状態より更に�Fが回轄して目盛の零．を指示する瞬間�Qはバネgg）に抗して�Oの上端を押上げ�O・の下端切かき部と�SとのかSり合いを外す’　iごのときベネ�Mにより作動桿�Sは落下�d�S上部ツバが�AのA部を押下げるから�Cと�Dとの噛合いは外される一，　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　（181）　’2f‘〆幸きllt！l−」騨竺塚畢煕で1寧響司で葺�nで工弊ぎ竺’w�n・響�nぎ［詮　　c　！一　一’　　　　　　・　　　　　　　　　　　　’一乏�n　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　・　　　’、1：1三　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�j　　　　　　　　　　！罎ごピ串亀鷺’1，［B’秦�f議�f；�`禦遼曇ご魏麟�n’型謝るの砒し滅撲中で自動的に縄された願じぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼転・22（182）　　　　　　　一　　　　　　！bE“　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　．1い　　・．　　−　　iE−’　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆■　’　　　　　　　　ノ　　　　゜’ぷ　．L＿t　　　　　　　　　　，　　一　　　　　　　　’イ　　　　　　　　13箇　時間槌電　　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　9�Cと�Bの噛合いが外されると，�Dはバネ�Iによb自動的聾�Qは�Pに突當つた位置まで戻される1別にスイヅチ部’は�Jの落下により2組の接勲�S�Sは同時に接となり，次の信號を待つ状態に復蹄する／　　　　　　　　　　一　次に或る時間経過して信號電流が來ると，�Sの線輪は旙磁されバネ�Mに抗して�S�Sを押上げると�Oは�Rにより反時計方向の回轄力を受けているので，�Oの切かき部と：�Sとは引掛リスィヅチが断となつても電磁石可動片を吸　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト引した状態に�Sを保持する．　　　　　、　　　　・．　時計部分は�Jが引上げられるので�AのA部は開放され�Cの自主によつて�Cは�Dに噛合い，�D乏は回轄し調整された時間だけスィツチを箇の状態に制御する．　　　　一t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　　　　　　、　5結　　　、言　「壁機構回　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　9　　　　　、　　　t粉が豫あ溶融され，それが非常に高い堅力で自動的ぱ金型内へ射出，冷却し，成型されるので，從つて自動射出、成型法は手押法に比し大量生瑳が可能で也るから，製品原債の低廉，・自動的操作による人件費の節約，手押法に比し高堅，高温を用いるので一般に機械的性質は優良，また型の永績性と相侯つで，同一め型を用いて完奎に同．一規格げものを多量に製造することが出來る等有利な特．長を持つている・　‘　　・　　　・、　最後に本文を書くに當つて，格別の御配慮、御協力を頂いた自動射出成型機の製作者名機製作所殿の御厚意を，深謝する・　　　　　　・　　　　　　　　　”φ　　　」＼N’’　　E菱電機・VOL．23　No．6・194’9　　1y＿二・一：1三�n�n竺丁で竺瓢ご叉「1アニザ三丁�n言7で∵’一巳二∵�i鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’　liIオBR　　　　　　　　　三　輪K型　イ　グK　　型昏自　　車ニ　シ動用　．新　ヨ’・ン縮亀型　電；t−’装ダ　イ　ナ　　調　　整　　　　II｛晶・三モ器　　　職前昭和8年頃からオートバイを改艮し後方に比較的大型の荷箱をつけたいわゆるオーF三輪車なるものが急に稜蓬　　　　し，非常に重fih；られていることは御承知の通リて64るが，當祀においてはこの頃既に製作を始めていたポツシ　　　ユ型の黙火用断績裟置を持った小型充電麺電機すなわちB型イグニシヨンダイナモ及びこれとほS“同目的で　　　作幼ている曜とasするマグ朴一財ナモtcのかトミ輪sme・Lて世t：・mっゼ來た．瀦麹、　　　　，’i　　　型であUtaがら纏セの輪おいて完全な機能2fi・L，製法礎歩に俘い猷に亘る改醍加えつつ’　　　　　　1　　　霊鑑遼難�f蹴灘豊麟�f鷲よ・ゼー’t　l　　　果車速の向上に伴い前照燈の明るさを増すため充電装置もその出力をゼ倍近くに　　　　　　　一　1　　　　　　　’”k．　　　増大する必要が生じてきた・こ醒求に答え・かも・唯勲充離縦得　　．　　　　　．還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姫路工揚　宮　　崎　　秀、’t夫，、．　　　　　��、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　ロバ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．…出力・1・35Wから・・WほつたSめ容ts・・Pt足’．ヌ．・慧�c撒懸羅�f購鴎鍵撫灘§�mぬ⌒擁　　　　繋き：ξ｝罎灘ぽ凱鷲・驚�f蕩�f驚慧繊は鞠冷　　　　が出力はB型が35Wであつたのに封し60Wと大容量　　　れ・蓮轄は静かである・　　　　　　　　　　　　、。　　　　になつている．また電麟1整器に欄跨詮でしか轍　　（f）纐搬が鎚さtuより膿な作用をする・　　　　鷲遼轍灘徽講鶴こ：�lの懸鷲灘蕊鴛・剛1　　　　る．纏器蝿が紗大型になつたSめ難機から臓　　　た一　　　’　　　，　　’．　・t一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　．　　　（1831魎’灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　．　　　　　　　・　　　　　　　　　　t　　　　　　γ叩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　’：董�`　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿’．、1寸　　　　・　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　�d”　　．…　　，，　　　．’　　　…．繍・sXll▽wtTfS訂ε一ア三rlItrli：’ト［、、ミでこ‘’ジ三：・町．学で�n一三三∴で字六三工・一苧三�nr云・る從來のB型に比して饗つた主嬬は，駆調整器紛　　（・）噺聯及び蓄窒器離されたことであるが・構勤大要は3圖に講鋤で　　駆動輪醐磯のクラソク蜥）丁酔分の速度で臓あり，取付寸度はB型と全く饗つて・L・ない．全髄の構浩　，　する．断績器の構造は3匝に見られる様に，カムによは・馳火用鰯績器のカム軸を護動機鮎火に好都合な低速　　　つて動かされるレバーの先に接顯を有し，この接黙とに，褒電機丁　一一マチュァーを能率の良い高速に蓮轄出來　　　固罐鼎との間で盤火線輸）一次回路を開閉するのでるよう・歯車で約4倍に速度を上昇している・このため　　　あるが，このカムは駆動軸の他端に形成せられている．比較的小型でありながら最も完全な錨火と，大能力の充、　　BK−1型すなわち単氣笛用あものでは駆動軸1回轄電作用を行う事が出來るのである・　　　　　　　　　　，に，1個の火花を護生する・すなわちクランク軸2回、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　ψ’　　　●、’dノlll　1−．［1三塁11ドξニドト！．・　‡ttピ∵，｛　tじド1！−91い’，『／σ　・」　．午’■4＿＿　，　　　　　、1�g，一�d1�e＼r，’終ド�d1圓　　　，・2　圖　　BK型ダイLtモ結線固20（184）　　＼　　s●＼3圓　BK．型イグ昌シヨンダイナモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱電機・VOL．23　No．6・．1949　　　　　　　　　　　　　　　　　　●《f、一哨：礁璽煕ζ≡．｛字�f欝11照『讐＝�`でs巨こ1警叉謬で叫、乙’響1�n●、、（勾　　　轄に，1個の火花を登生することとなり・護動機側の　　’要求に全く合致した顯火数が得られる・この場合電力　　　消費め少ないB　r’1型イグニシヨンコイルが賞用され　　　るが，一般自動車用のコイルを便用しても差支えない　　　BK−2型ではカムの突起は2個になつており，2氣笛　　　の車に使用される．イグaシヨソコイルとしてはB−　　　2型が用いられる・　　　勘績器可動片すなわちレバーには，特殊強力鋼板を魅ノ　　延成形したものが使用され：接鮎には高純度のタング　！　　　ステシが使用されており，確實な電流の飽績が行われ　　　る・脚績器の嵩火早め角度ぱ20°になうているが，こ　　　の角度は質動様の蓮轄｝伏況に野して最良の貼火位置を　　　求めるに最も好都合の角度と推奨されている．・　　　断績器に闘連して蓄電器が機膿内に装着されているが　　　容量は0．25μFで，而撚耐振型のこの蓄電器は，接鼎　　　の保護に申分のない性能を持つてぶる　　（b）　歯車緩衝装置　　　大小一組の歯車を使用し，4、16倍に速度を上げている’　　　が，吟味された材質に最も適當な熱庭理を施し，1個　　　1個嚴密な橡査工程を経た歯車にはB型時代から多大・　’　の繕讃を得ている．大歯車の中には特殊緩衝機が装置‘　　　されてお力，蓮轄中外部から來る大小の衝撃によつて　　．各部が損傷されるのを防いでいるが，この装置はB型●，t／1　　’　　　，　に比してより確實である．（c）ゴ登　　　電　　，　部　　　　s“’　　　●．�dや1，℃’、・字・’一：’　i・・歯車を経て高速に回轄する様設計された襲電子は，從・kgl�dll’繁のB型に比して約60％大形であ喝・改良された耐ノ　熱型整流子ど共に良く大出力に耐える．’　　　　tt　フィルド捲線は最も簡阜な一1個のコイつレからなり，一　；t端は接地され他端は端子を経て外部に出るが，この端一子は電堅調整器の醐子に結合さ缶自動的に調齢・2｝た・イヲレ晴流が湘・て，バ定電as式の特長を登揮する．刷子は良質な金周黒錯質のものが正負側に　各1個使用さね，大きさは、5粍×10粍である．　4．自動電璽調整器　t／t・t　tt　　　ご　　　　　1　　　　　　　　　　　　・1圃の様な外観と，4圓の様な構造をもつている．圓か「らわかる様に，定電塵用リV…一�Jと，充電スイッチ用リv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨヘレ＿�Sが，並んで取付けられる．銘板には骨組となる結1幽線固と簡箪な調整法が記してある．（a）停止時には�@リレ；の接馳は開いており，護電機．�@側は2個のリレー蝿塵コカ・とフイ＿ルドコイル　に蓮なるほかプ外部にはどこにも接績されない・（b）稜電機の速度が上つて，電塵が約’7Vになると，　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　び　（約450r・P・m・）最初�@リレーが作動し，その接顯が閉：一一　じ，蓄電池は充電朕態におかれる．しがしこの朕態で．、　〆’　　L　　　一“，　・、4岡RK型自動電屋調整器かト三輪朝新型電装晶’BK型イ4’i・s　a．ン肉喪RK型自動電樫調繋・宮崎L’’　｛’・　♂　　　　　・　　　，　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　’　、　　　’．　，’●一（185）25　　＼v魯一、’ll　　v’＼　菖」，．．』、・冥逗．9で、’三．・．、；“；：／’‘、LL　　　．、　二吊帆Tt’　tt誌、．を［ILJ・iこザレ　‖・’〃，、’琴警甦ぎ曇’i　r．：ア響ぎ三寧三寧三二ぎ欝11・寧一瞭、響轡■　　　、’、壕喜（識常昂六レ　　■一蓄電葱唄着　　　　　　　　t．　　k　；k　rk練／　　．　　　持婁（嘉欝閉｝　・、　／・　　　　　　6◎）B　一7i‘“「eド捲線◎B＼ee∂・主捲線s渣妻8稼●7一マ‘f；）　　　　　　、◎減紡（・レーム全休◎酬ε｛糠剰　　　1・　　i諭　　整　　h　　ち碍定電r＝・りト◎　　　　　　”　5國　R−K型　自．動電　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　は回轄速度未だ充分でなf，くジ2A程度の充電電流によ’　’　る電機子反作用その他のため端子電塵は6〜6・3V程t−　　．度躍下し・充瓢力昧だ粉でなし・、一＼　　、．（C）、回轄速度がこれよりやム増加すれば電堅は増夫す　rf膨�f欝禁悉譲�l；：：一　　　g）電磁石は弱められる・從つて再びこの接鮎は接績さ、　　一れ，かくしてブイ’ルド電流が流れると電塵は上昇す　　　る．この動作を毎秒数十回繰り返すことにより，結局　　　　　　　　　ダ　t，畿電機の端子電匪は充電に好都合なほ9“一定の電堅に　　　保たれる事になる．理解を容易にするためフィールド　　　回路が断績されると云つたが8實際の回路は5園に示　　　されてLrる様にフイールド回路に直列に入つている　　　’409の制御抵抗が，接嵩により短絡されている瞬間電　　　堅は上昇し，短絡されない瞬聞re電塵は降下するので　　　あるが，この場合のフイールド電流の憂化する状態，　　　及びこれに俘い自然に護生する端子電塵の輕薇な脈動　　　の猷態を6田のオスシログラムに示す．この様にして　　　ほ父一定の端子電塵を得る事が〆定電塵式の根本原理ロヒ　　　　　　　　　　　　　　ヘド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　場合（15km／レ程度以下）以外，どんな速度で走つて　　　一，れる過充電を起す心配は全くないわけである．　　　26　　（186）　　　　　　1　　　　．　　　．　　　　　　’　　　　　　　“　、　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■魑主庄■eA己x｛e÷り‘一　（D麿調整器結’線回10vワV5V　　　　　　　　　、端子電圧　　、　’←　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�S芝｝‥　フィールド電流．”°諾．　　　一→時闇．7V2AfAN　　　　6回　フイールド電流と端子電躯の脈動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（駆動軸1000r・p．m．蓄電池負荷8．Mの場合）　　（d）極めて低速度になり．，護電機の電麿が降下すれば，　　　約400r．p．m．の時�@リレーが働き，この接鰍は開い　　　て・蓄電池との蓮結を蹴ち，大きな蓮電流にょり，諸　　　捲轡幽される事を防正すると同時に，無益な電池げ　　　の潮謡を防いでいる．　　　この自動電堅調整器に再調整の必要が生じた時は信頼　　出來る電堅計によつて，端子電麿を測定しながら，各リ　．V一に1個宛着いている調整ねぢをジ下記に從つて調整　　する事により簡里に行い有られる．　・　　　　　一　　�G　調整（定電匪特性の調整）　　　先字⇔端子ふらパネルズィジチ等に行つている電線を・，　　　　　　　　　　　　　●　　　夘し・車の速度が20粁翻上のeessrよわちダイナ　　　モが700；．p．m．以上の時（iOOO　r．p．mtが良い）�I印，　　　の下にある調整ねぢにより⇔端子と機髄との間の電屋　　　を7・5Vに調整する．　　　　　　　．．　／　　1　　�@調整（充電スイジチの調整）　　　�Q調整が終つてから，Xtlタモの速度を落した後，徐　　　　　　　　　　も　　　々に速度を↓げ，やはり◎端子に入れた電塵計の指示　　　　Pt　　　　　’三菱電機●VOL．23　No．6・1949　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　＼　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t　　　　　’‘璽，撃〜で巳懸�c1響1三警寧轡1一讐で響：饗煕黙響�n一　　‘　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　ノ亀　　　　　　　　’s．　　　　　　　一．　　　　　　　　　　　　　　　　’N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1　　が7Vになつた時丁度接鼎が閉ぢる薗こ調整する，　この場合　　�Sリレーは調整ねぢ1廻轄により》端子電堅を大約　　2．5V鍵動させるgとが出バ締めれば電堅は上昇し　　弛めれば隆下する．　　�@リレ声は調整ねぢ1廻轄により；閉路する持の端子・。電塵が大約1V憂動し，締めれば上昇し，弛めれば　　降下することは⇔リV一の場合と同様である・　　この調整方法は銘板に書いてあるのと同じ方法であ馬　が，これ｝こよつて實用上ほ蛭完全なる調整が出來る．ど一’うしても充電能力が不足勝ちな車の時は，�M調整のねぢ　を約1！8廻轄締める様にすれ｛主よい．電堅計なしで1／8　廻轄以上調整する事は決してない様注意することが必要　でSる．　　　　　　’　　　一　　・　　その他5Mに見られる様に，各リv一コイルに電流捲　線（太い捲線）一が敷回捲かれているが，定電麿用リV・一一　た2回捲いてあるのは，事故その他O：場合に過大電流が　流れないためでダイナモ自饅を保護している・充電Xイ　ツチ用リV一に10回捲いてあるのは，一旦閉路したら　こ刈こ流れる電流によつて，’嘉黙を確實に接着せしめ振　動等によつて開放しないためと瞬時逆電流によつで，開　路動作を確實にするためである．　　　　　　．　　V．　　以上でRK型自動電麿調整器め構遙調整法等を説明し　、　たが，・かくて一定電堅に保たれた充電護電機は，完全充　電の状態にある蓄電池には殆N．ど充電電流を流さず，’放　電して電歴の降つた電池1〈ldX充分な能力を以つて短時間内に充電を完了する・〉イトを灯et2。ば回路のaseeth・や　　　　　　つ　ふ降下するため，大電流を褒電し寮間は小電流で蓮轄す　ると云う様な，しかも速度には無闘係に凡ての使用状況『’iこ全く合致した，理想的な蓮轄状態の調整が自動的に行　われるものであり，故障の原因となる様な構浩をもたな　い本自動電塵調整器は非常に喜ばれるものと信ずる・　5，性　　　能　　　　、蓮績蓮轄で60Wの出力を持つこのイグニシヨンダイナモは，完全な定電駆特性を持つた充電難ζ，最も確實な鮎火用断績器を備えている事は，前記の通りであるがそあ中特に充電装置についての性能を遠べる事にする．．定電塵式充電装置の特長は，電池の充電状態の程度により，ξまた負荷の輕重により，自動的に護電機の出力が調整されることのほか，定電流式すなわち第三刷子式の護電機｝b9最も適當な或る回轄速度においてのみ，規定の出力を出し得，’他の速度では呼構の出力さえ出し得ないのに甥し，短時間の負荷ならば，定格出力の2倍程度の出’力さえ持つている鮎である．本機の60Wと構する出力／、　も，この性質によつて非常に無理のきく値である事を了　解願いた、・・　　　　　　　　　　　　　　　．　　＾　　7園は本機の温度上昇曲線であり，この曲線から60W　出力の時，約2時間で温度上昇が47°Cとなり，これよ　り長時間に亘つて蓮轄しても，温度はこの値以上にはな　らないことがわカ）るが・，このことはこの！護電機が60W　の適績運轄に充分耐えることを示している・　　、　　参考のため80W及び100W負荷の場合の曲線を示　　　　　　　　ク　したが，短時間ならばこの様な出力も期待し得ることは前に遠べた通りである．實際の使用状態を考えるためユ0ムHの電池と組合せた場合を例にとれぽ＼端子電堅が　5・3Vに降つた様な過放電蓄電池の場合でも，最初ぱ　8A程度の充電電流が流れるが，充電と共に次第↓こ減少　して，4A程度が績き，約3時間の後には，ほS・完全充　電の｝伏態になつて，電流は1・’5A程度に低下してしま、うのである・　　　　　　　　　　　　・　　8園はこの場合の充電電堅と，電流が時間と共に鍵化・£1：o’　　弓0　　60　　90　　i20　’　　　　　一運転時簡｛分）　7圖BK型イグニシヨンダダイナモ温度上昇曲・　　　　　　　　　　　　ク　　　　線1500r・炉m　・、　　’’s　　　（3m／seC程度の逼風状態で測定）ll　8遇7認6ne　5　4　5　z　　1端子電臼纏電田避隈底，●オー＼b三輪車用新型電装品BK型イグニシevダイナモRK≡型自動電魔調整器・宮崎、．9N’一／　、胃　　1弓’　署　　碗　’lil’L，∴習　　　』，isiL冒ζ　］；］胤鶏‖オ］劃　　　　　　藷　　　　　’1却．　　’薄∵噸　　　　　　、fL「・　　　　　　　、　　　　　　　　　　　／ク’　　f　　　2　’　3　　4　　　　　　　　　・充電日寺閤（踊）．＿L−一一＿一：　　＿　＿＿＿　　　イ1．駕8団　BK型イグニシヨンダイナモ充電掃性例fOAHxe池を亮全放電の維（閉路醒約5・3V）＼　当から充電する場合電流が充電進行とともに自動的　　　　・コ・・靴してゆ嫌を示s“　　　　∵員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．：〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　却　　　　　　　　　　　　　　　　　（187）27　　”1’・’1　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”，！v　”パs　畠εぎ；：’暫誓三一一’鷲寧7．巳：∵＝t　　A‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　iLo：　。9　　・　　　　　　　　　’　　　　　　”；　　　　　　　　　　　　・r∫・するmeを示す撒値で癌糊になつ醜遜の上昇f−”　　　が見えない事と，電流が低下する様子を見れば，電池が1’：　；．：　如何に保華されているかがうなずかれる．’『この曲線から1．⊇、∴　もt’かる様に，他に負荷なくノ，た．C充電だけに｛anJ．され卜停一、Fト匡陰．−1｝麿、y�iv、レ．1‘，「gこ・ド‘ll：�dし≡ド・∵’1．［、∵ド，ぷ　　　・ドへ　’に・墜一長二・頃RIT’i．11；．：E．；tlビ巨｜・Ll−；’．”ぱ∵’｜ド：：｝ご巨f≡＾バ享肝罪河一・・二こ∵アエ…で1・・（r．▼�`・ペミ‘’＝罫二・・’了下こざ．置一’∪一ている聞は・電流は5撰度でダイ、ナモに6qwの負荷摩かからないが，誤灯Lたrk　S充電する場合，大きな電　球等を灯け充電が自然に停止される様な場合，スポット・　ライト等極めて大きな負荷がかかり蓄電池は逆に放電す　る場合，等を例示した曲線が9画であり，圓からわかる様に，或る場合には100W近くの出力を出す事が容易に理解できると共に，．この自動電壁調整器が全く合理的に　その役を果してゐる事がわかる．’　充電開始速度は約450r．p・m．でs一旦充電を始めれば　約400r・p・m・まで電池回路が切劃される事ほなく，　この事は相當な低速においても充電は纏績されている事を表わしてゐる・IQ圏には告のXイッチの閉路する瓢を鎖線で表わしてあるが，この圃及び11圖から，無負荷・及び抵抗負荷の場合の種々な特性がわかる．　　　　　　　　　　　　　＼　　’ei〆’Il：・’1♪⊥レ　’�d・・　→−　　28》‘一、1”E∴．ξ14莱15魍12議1一1−2−5−49，圖　負荷の豊動に劃する諸特性10AH蓄竜池を使用Lた回路て負荷を10分．ごとに種々墾化ξせた場合　（aジ瑞子電堅　（b）充（放）電電流　　　　、　（c）護電電流　　　　　　　I　　　　　　fが鐙動する状態　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　　　　　、（188）L　§・齢’声：1；ノ亭ITfi．一＝1｝＿　T500　　　　　　　1000　　　　．　t500　　　　−一一一一◆　回秦云遠度（r．，）．ml10圖　BK型イグニシヨンダイナモ・RK型自　　動電墜調整器の誌特波・（60W抵抗負荷及無　　負荷時の特性）E9織11蠕0膓”r認�f元ユ箒；�l型自・ノ6．結言t・以上禦項に亘つて薪製品BK型イグ＝シヨンダイナモ及びRK型自動電塵調整器の説明紹介に力めたが，20年に亘る永い経験をもとにし新しい智識と技術を取入れ，細’d）の注意と瞼査の上出來上つたもので，’充分の浦足を願えるものと思5が，新製品の事でもあb，あるいは思わぬ敏慧も絶無とは云い難く，この錨使用者諸賢からの何分鋼迷を賜わり・できる限り改良に努めたいと考えるので，御氣付の顯等でぎるだけ御助言戴きたく，最後に御願い申上げる次第である．　　＼三≡菱電機・VOL．．23　No．6・19491●呵…一一一ご響：二ひ‥τで巧町“・ごでアIF77zTL＝iF＝F＝＝Trf　；　i　べ三アー三7＝「r・」斤：“こマ　　　　　　　　　　　　　　　・　　　｛　　　　　t　　　　　　　　　　　　一●、4’s冷媒中の水分と絶縁抵抗1二關する實験冷媒の艮否が冷凍機の品質に大きな影響をもたらすことは今更言うまでもない．特に密閉型のものては電動機の特性にも關係するので，現在我々が使つている冷媒について＝三の實駿を行い含有水分量の測定と，その多寡による電藁的性質の優劣を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　究明Lた．なお冷凍機油に樹Lても同機のことを行い，これ　　　　　　　、から受ける巻線試料の絶縁抵抗の低下を観案Lた．　　　　　　　　　一　1．緒，・　　　言20年程前にはまだ實用の域に達していなかつた密閉型冷凍機は幾多の改良進歩を輕て，現在L般に見られる程度になつた．しかし個々の問題を取上げてみると改善の絵地は随所に登見される．機械的には外界との完全な遮断弓唇響および振動の低減・化學的には冷媒・冷凍機油およ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆび有機無機電氣絶縁材料等の質向上，電氣的には駆動電動機の特性を高め，延いては潴費電力の節約から機械部分の小型化等枚畢にいとまがない．そこで我々は先ず，冷媒と電動機の絶縁抵抗の關係に注目し，現在までの経験と思惟とから一つの結果を得ようと試みた．、、名古屋製作所　2；冷凍装置内の水分冷凍機械の製造，据付，サービス等に當り潟氣の問題は忽ぜにできない事柄の一つで，冷凍装置内の水分量を許容値以下に保つ事は良好な蓮轄を行わせるのに是非共必、要なことである竺さて，この冷凍装置内に存在する水分の根源としては　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　ひa・乾燥操作の不充分による装置内部に遊離して存在す　　る水分と内部物質表商に吸着された水分b．冷媒や冷凍機油に含まれている水分　　　　　・の二つがそめ圭なものと考えられる（り・　冷凍装置丙の水分のため登生する障害は冷凍機製造者やサーピスマンには周知の事でありまたこの問題については種々報告されているがその主なものを掲げて見ると1a・最も顯著な結果はハロゲン系冷媒を使用する冷凍機　　械で膨張辮，毛細管あるいは冷却器中に水分が凍りk・　　つき，冷媒の復環を妨げる事である．この現象は冷，　　媒への水分の溶解度に闘係し水分溶解度の小さい冷　　媒程縁結を生じやすい・例えぽメチルクロライド　　（CH・sC1）。．を使用する場合よりもフレオン12（C1、f大’・服野部寛∵で・二胃τ＝璃　　　　　一　　　　r⌒1　　　　　，　ン・3　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご泡621・5�s　，三　　　　　　ぽ三　　　　　■　　　　　　　　　ノt�c芦ij　　’ξ　　　　　ill孝謙、1　さ，F2C12）の方が遙かに凍結を生じ易いものである．　1圓は各種冷媒の水分溶解度を示す（−2）．二h綴�f鴛驚駕斑；冒　はそれぞれ硫臨璽酸・弗化水素酸を生じこれら　　r藁　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　皇。，　’，ン　∴量　　　　　　　　　罰　　　。；1　　　．’鷲　　　　　　　　　：ヨ　　　　　　　　　　3　　・・…’　　　∵］　　　　　　　　　　謡　度　。　　　　　　　　　　　　　IYf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，、：る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISI’1圃　冷媒の水分溶解度及び蒸氣相中の農大水分量ーの酸は金麗と反懸して金属魔スラッヂを生成する．　スラツヂは油の分解によつても生ずるのであるが冷　凍装置内のスラッヂの約90％は水分にまるものと　言われてt’る（：S）・　1　　　　　　1’．　　　　’o・冷媒と水分との化學反懸によつて形成される酸が電　氣絶縁物に危害を及ぼし絶縁を劣化させるこれらの水分の存在による腐蝕を避けるためには冷凍装置丙の水分を0．02％以下にすること力連ましい・フレ　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　オン12の場合には幸いこの値は凍結を起す値よりも遙かに大きいので實際にはこれらの作用は起らないが，メォルクロライドや亜硫酸ガス等を使用する場合にはこの問題について充分注意することが肝要である．　　　　　　・’　　　　　　　　　‘’（189）　　29一＼璽く1　嚢　　9マミ藷・亘’−ll，き醒．　ア．糠の蛤蜘定　　　　　　H・＄e・歓，潟ぽ藻灘�c灘；‡�fε’　燕と冷媒？飽和燕｛・よつて齢さオ・る・この時の永巳、蒸氣と鵠燕の離の声その鵬・紺る蒸氣榊巨t順大紛量とする蒸繍中の水亮量・齢媒への水覧二欝二�c麟欝灘；�c難鷲艮．　　量蜘ることが出來る・このため冷媒中の水頒を測定［∵運・齢鮪相で齪するの・・錫であつて誤差噂入を、　　：も少ないが，冷媒中に遊離水分が存在する程度に水分量た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ羨　．’・の多い場合とか，冷媒中の水分以外の不純物の定量をも麿　行いたい・5な齢あ・いは亜醐ガ端鵠には欝　液繊縦瓢して水頒の趨桁う、蠣泌る・畿；　臼〉秤量法　・．蕎�k一蓄酸化燐（P・’e）に冷媒蒸毎樋した鳥その董蟄堀游ξ・二ぷ欝野1軍響禦ぎ饗騨こ整竺ご：1警寧響＿　　　　‘　　　　　　N，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　「籔、’　　＼　・　　　　　　　　’臨∵竜粉量の糎　　、　’繋wさ’”“本稿では冷媒や冷凍劇由に各軍濁に含有゜　　　鶴？L“み　一覧：畔璽一ll｝類．警饗より水鰻を求める方法であつて水分測定法の基準とされている・しかしζの方法は1回の測定に5，　6時聞を要しかつ或程度その操作た熟練を必要とする敏鮎がある．a．液相中の水分量測定2薗の様に装置し，最初回路に空氣を通して試験管配管等を乾繰される・ヒの操作中約20分おきにU字管を秤量し，増量が零となるまで繰り返し績げる■，U字管の重v　’　　　　　／　　tちこニ夢こ二絃・　・霞ジ�a籔野二・・…）ゑドご　　べ聾了　1tTi“藪一　　　　ROs　　　’　膓含転集　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　P　　　　　娃SO　　　2薗液冷媒の水分測定　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．量が一定とな培後試験管を外して秤量し，これに液冷　媒を約100c・c・探集し再び回路に接績する．蒸護する　冷媒蒸氣はU字管，洗｝條瓶を通して大氣申に放散させる　（この時乾燥塔の辮は閉じておく〉　たS“しSO2の場合　には水あるいはアルカリ溶液中に放出させる方が良い．　冷媒は約4時聞で蒸襲し終るように熱絶縁をするかまた　はSO2のように蒸襲緩慢なものは加熱する・蒸登し終　つたならば乾燥塔の辮を開き試験管を加熱しながら約　20分間塞氣を通す．これが終ったならぽU〆字管を秤量　する’次に再び20分間塞氣を通してからU字管を秤量“する．この操作はU字管の重量が一定になるまで繰り返　えす．ee遁t3回ないし4回この藻佐を繰り返えす必要が　ある・この様にしてU字管め増量と，操集した液冷媒と　e）重量比をもつて水分量とする・また最後に試験管を秤　量して，その増量を求めこれと冷媒の重量との比をもつ　てスラツヂとする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　b・・蒸氣相中の氷分測定　　’一．一　　　　　　一／　液冷媒約100　CeC・に相當する冷媒蒸氣を4，5時間五酸化　燐を通した後その重量増加を求め，これと冷媒蒸氣重量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　とφ比よりその水分量を知る方法であ獄この方法では　冷媒め蒸褒にょる温度の低下が無覗できる程度である事　が必要條件である・冷媒蒸氣通過後は前項に述べたよう　］こ塞氣を通して手酸化燐に吸着された蒸氣を｛遽い出す　（3回馨照）　　　　　　　L3団　冷媒蒸氣の水分定量　B・…・・冷媒シリンダーG……麗力計C……毛細管P・・ご高空鏡ポンプS，S2．．．H2　SOi洗糠瓶D……P20」乾燥塔UIU2…P20s　U字管、−M・…；・水マノメータbQ・一・ガスメ声ター三菱電機・VOL．23　No．6・1949寧警響饗響一iご蒙璽「一�k璽騨辮一噸翠繰郷繰禦P1　1＼　　　t−≡P1に相當する冷媒温度　　Pnd＝Tにおける飽和水蒸氣麿力Pτ　＝tにおける飽和冷媒密度　　　k＝＝蒸St相中の紛量．　とすれば4は次式で與えられる．　　　　　　　　P1　PUt×10‘S　．　　　　k＝：OCmmHg�s1m3％　一・．？、、1TN濤：望　：情　還・、一　｛’9，it−t・�n　　�m・　’．N4間露熊法による水分測定B……冷媒シリンダーG……田力計M−一水銀マノメロターT……寒暖計V・P…眞空ポンプ　　　　（2）露　勲　法　　　ルニヨ・一’の露賂黒度計を4団のように改造レた構造で，　　、圓申αはガラス容器，bは銅の表面に鍍金をして充分磨　’いた容器である・Cはエーテル，メチルクロ〉イド，フ　　　レオソ12のいずれかを入れ，これに空氣を邊つて蒸鞭．　　を促し，低温を登生させる．この低温のttめに5に霜を　　　結ぶからその温度を難計丁で護む．・大麺こおける冷　　　媒の沸鮎でbに着霜しない時はαの塵力を低下させるた　　　めdを切り換えて眞室ボンプV．P．につなぎ，　P1，P2；T、　　　を測定すれば冷媒蒸氣相中の水分量を求めることができ　　’る・すなわち　　　　　　　　　　　　　　　一Pl・＝冷媒シリンti　”’の飽和冷媒匪力Pg＝　aの塵力’r＝露鮎5薗・乾燥空纂による油中水　　　分の定量　　kg／cm2　abs：’　　mmHg　　°CP……空藁ポンプS1，S3…HまSO4洗糠瓶S2……油D・・…蓬P205乾燥塔　　　　　　　　　　　　　　　　　　s，冷媒中の水分と絶縁抵抗に闘する實験・大野・服部　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　46●96　（273flナt）　P2　PT　　　　ド　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　この方法は簡軍で確實なものであるが水分量の少い場合にはその測定が困難である・そのため比較的水分量の多い冷凍装置内の水分量測定あるいは冷凍襲置の乾燥度の測定に臆用すれば便利である．　（3）赤外線法　　　　’藷・窪1遠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ液冷媒に劫線をewさ「eYe時そ唖鞠紅り水亘ざ簿量を求める方法でフレオン12申の水分測定に當つて　こ2・67μの赤外線を使用して良い結果を得たと報告されて　∴いる（り．＼しかしこの方法は水分以外の不純物の影響を受宴ご⌒⌒脚⌒われ趨　（4）電解質破膜の抵抗璽化による方法（〉鋼譲間の剛醗縁物の麺に塗つ遷解質溶液被膜ti’の電氣抵抗が漁度によつて憂化するのを利用したもので．�j豫め水分量の判明ヒた氣鵠で較正しておく．この方法ば一’・一・一簡車で操作も比較的容易であるから良い測定法である．　（5）　吸藻直よる墾色物質を利用する方法　　　　　べ塵化コバルト，鰻化ブロマイド等は吸潟によつて礎色するからこれらの物質で豫めシリカゲルを着色しておき，一一これに測定せんとするガス賭を通した時その饗色に要した時間によつてこのガス膿中の黒氣の大鎧の目安を得る�H、’ノ、1“も、、．7’＼P、ノu．、u31へ・i←§�j1一鴻亙・工で鯉・チ恒亘乏旦・言bl　う名稀で販責されているよ5そある．本器は一定灘�d　「司、�f霊鷲こ驚灘爆覧習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・繍、9a　　　、，　瀦　　　　　　　　　　　・　　�M311嘱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’�_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t一二義‘。響琴ぎ‘で三デぎ手三：rで≡〜：亘で二素�`覧t．，　・　一・　　∴　一、　　L　．□西：’，’・　　　　・た　’で水分を吸牧した塞氣をU字管に詰めた五酸化燐に通髪・＼す・その間一定醐ごとにU糟を糧しそ噸量靴　　　がなくなるまで績ける．重量が一定になつた時その増量　〜・と油の重量との比を水分量とする，15圏豊照）　ゴ　’←　’、（2）　蒸　溜　法　　　　　　　　　　　　へ　’t　フ1ラスコに入れた油を190°Cに加熱しかつ堅力を1mm　　　Hg以下とし振撮する・この時水｛ま油中の輕溜分と共に　　［−50°C以下の温度に保たれたFラツプに集められる．　　　、　　　油の加熱蟻を20分行つた後トジ・プをexua浴より取　　　　　　　　　　　チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　り出しトラップに捕捉した水蒸氣を再蒸溜し，この水蒸i、＿　　氣を五酸化燐に吸牧させて，その増量と油の重量との比トードを舗紛量・す・・　・2表冷凍機油の含有水分量苛�n［1（1；．・一熱し名穂1水NS−3050uN・・300Il　分　量、％0．0060　。品「t一絶縁耐力　　kv摘要22．6　’　　　無　　5匿　　理32・8　　乾燥魔理後17．1　　無虚理27．g　　l乾燥魔理後　　　　　　　　　　　　　　　　　1恒（3）継勒法‘1・　　本法は油が使用に適するか，どうかを定める最も簡易な仁　　方法として廣く採用されている・アメリカでは冷凍機油II，，i　　としてはASTM規格に從つて試験し25　KV以上の耐Il“　駆を持つこと瀬求されている．　　’、s　：’ウ．測定結果‘1，”　　　今日我々が入手している冷媒と冷凍機油中に含まれていit’，る水頒・何の醍のものであ・か，　f場で實測・磁iド　ー値を！表と2表に掲げたいメチルクロライドの水分量は｛　　大凡O．05％程度である．他の冷媒はその試料が少くてし　　　正確なことは判らないが何れにしても水分含有量の大きL　　いことは事實であつて使用者としてはその値を現在のも　　　のの敷分の一程度まで低減されるよう希望する・　　　　　　　　　　1表．L冷媒の水分量および絶縁抵抗　乾燥した油が灘？た巷氣に曝される時は速に漁氣を吸牧し，温度と漁度によつて決定される平衡状態に達する．この場合の水分含有量は温度ど油の性質で決るものであ．る（s）．現在我々が入手し得る冷凍機油の殆んどは飽和状　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ、態近くの水分を含有していると見て差支えないので，使用｛こ當り油の乾燥を行う必要があると共にその取扱いには充分な注意がいる．　4．冷媒の電氣崖性質冷凍機械はその構逡主開放型と密閉型の二つに大別する、ことができる・開姻と｛堰縮嘩電動機が軸に存在　し爾者間を適當な傳導装置を介して蓮輔するもので，この場合冷媒は何等その電氣的性質について考慮する必要はないのであるが，密閉型冷凍機械では電動機，堅縮機共に密閉された一？の室に置かれるたあ巻線は常に冷媒及び油に曝される事になる．しかもその状態は温度，塵　　　　　力等によつて墜化する．これら物理的饗化に　　1　娠碑的靴に焔酸の生蹴ある．また冷．媒CH3　CI｝2　　〃　、　　〃　’71　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃”CF2　CI2y　SO2相鵠量0．3］LBO．1550．0670．0730．2130．0610．0820．2600．0560．021〜O．0490．00610．0140．0360．00820．030残溢　％0．010ρ．0220．025O．0130．0150．0030．002絶縁抵抗M2−cm　370t　130　62　　　　　t　36　18　19　53　80’ユ301POO以上1］　　、　7．7涯1’度　oe30〃、〃20B242123測　定年　月23．］ρlj！1｝i∬　24．3β　〃24．5　〃ヲ　　f！P　4、24．324．524、3冷媒としてよく使われているフレオソ辺，メ　　コチルクロライド等は電氣絶縁物として使用されている木嬬，絶縁紙中の油分，蠣分とそれらに施された絶縁ワニス類をよく溶かす．　二　こ矛峰の問嘩を解く一つの鍵として冷Wt？／の’もの入電氣絶縁性，絶縁耐力について述べて見よう．　　　　　一　ア・冷媒の電暴紹縁抵抗　　　　　　　一液冷媒の絶縁抵抗を工場で簡単に測定する方法の・−L’D一として次のよ．うなものがある．1すなわち2個の圓板電極を持つ耐堅ガラス管中に液冷媒を入れてメガニまたは直偏法によつて．絶縁抵抗を求める（6圃B参照）この電極の中一方は動かす事が出來るので種々な長さの液桂の絶縁抵抗が測定出來る．もしガラスの電氣‘撒を無覗し，その電極効果を一定とするならば，そφ抵抗は次式で與えられる．すなわち　　　三菱電機，▽oL．23　N・・6’・1949｛£・｝ii．II三’・・「’−　r》，r｝tt05727．53025．530・輻一j’ドE’［一・＼醒・饗饗鞭歴葺警控で一�nシ�c’・宇・ご’、1�f　〆、6固よ・　　　　　＋冷媒の電纂的性質毒測定する裳置’を　　．x三σ●�h・”・’タギ　�n�n〆三でご一丁≡葬三歴璽lT　’　　一・　．・習�c・撰墜琴ρ　・A（R1−Ri）ノ（dl　一一　d・）1絃に　ρ＝液冷媒の固有抵抗　吻三�p　　　z・・ig極面蹟　　　　　cml　　d1，吻＝電極聞蹉灘　　　例＄　　　　　　　　　R！，R2　＝d　，daなる液桂の抵抗M2測定に當り試料の汚染を防ぐため，試料をとりかえる前に，・その試料で容器を用心深く洗糠しなければならない．1慶に示すように液朕メチルクロライドは比較的良い絶縁性を持つているが，フvオン12はこれより遙かに良い絶縁性を示している・冷媒の電気絶縁性は含有水分量よりも寧ろ冷媒に含有される酸分の多寡によつて左右されるのではないかとも考えられる．　ハロゲン系冷媒の酸分の測定は試験管に試料を採集しその冷媒蒸氣を，蒸溜水を通し蒸登させた後この蒸溜水を試験管に移し，それのpHを測定して求めるのである・・冷媒を乾燥させる目的で化學的憂化による乾燥剤例えば璽化カルシウムのようなものを使用する場合には，通常その絶縁性は甚だ低下するものである．このため良好な電氣的性質を要求するものに封しては乾燥剤として物理的作用によるもの例えばシリカゲルのようなものを使用すべきである・、　イ・、冷媒の絶縁耐力i耐歴ガラス圓筒容器申に冷媒を封入し，この中に一定の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も間隔を保つて直裡12・5mmの球状電極をおき，これに交流電塵を加えて液冷媒の絶縁破壊電堅を求める（6間eq　，ぷ．▲・w“�`ぺ’ひ　．il・・“．　．・＄C　J　�e　’　’・・c一櫨愁’、］c参照）　　　　・　　　　　　’　　ヨ刻・冷媒のL部酬から放出舗櫛髄以下ビ；よ膿（禦慧璽薦璽漂’、；�fξ、∴：1良好な繊耐力永つている．また嫡後液及び燕共凄に殆んど靴繍められず非常に安定なことを示してL，＿・一員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲る．これに野してメチルクロライドの場合には電極間の‘�j液冷媒は印加電塵5，000　V程度よ．り盛に沸騰を始め，放　　tj電すれぽ液面上は白い蒸氣で覆われ，液は黒くなる．蒸1，「！氣相蹴雌の煤氣のeua・液噸・・謄」かに甚だしも液を襯させれぽそれex液によく溶けて　一：1液は黒くなる・これはメチルクロライドが熱によ参分解　　：s’1した事を示し，この分解によつて炭素を遊離したためと　　こ；考えらえしる・・　　　．．　・1　　�d　Jli　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロマ　　　　　　　　8表　冷媒の絶縁耐力　　　　　　　　←　　　‘蕊話磯L12づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剰燕液、、1蘇　．；　1．22　−15・4．280．028　16．8’13．81．22　154．280．03611．5．9．91．22　155．010．003831．626．0’1．22　155．010．030．33．327．4冷媒中の水分と絶縁抵抗に闘する實験・大野・服部♪（193）　　　づ　　’∀P，　　　、1　　　”v　　　　　二v　へ　　・；ii　口緊丁�n�c’三7・7三三ご1三で著・il，∵．　、　　�_∵1匡　　tt　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ぷ鷲煕∵燃等ぽ＿。，ip．．，・ンパゥソド等を非齢よく溶解する・この魅鮒ル、トトこ�l姦�l�l1忽搬議；；�liLバ　’を使用する時は溶解して軸受部や蝶等に固着し，その動tt�h　僻購したり，冷劇路申に瀧して冷媒の耀拗さ二＼4　表・響で『1ぞγ畢三二i響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�`写”七−誓綜橋’　　　　　　　　・　　　　　　　〆　膜が剥離して使用に耐えないが前記米國製電線は殆んど　異1伏を認めなかつた・フレオン12液冷媒申においては　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　ヘ　ェナメル線のみ多少その被膜が膨潤する炉他は殆んゼ異t　XXを認めなかつた・　　　　，　　　　　・　，液冷媒に浸漬した巻線の藩獅抗の饗化を測定するた　め7画のような銅管上に二重綿巻銅線を雀いて試料を作．り・これを6回Aのようなガラx容器中に入れて充分に　眞室乾燥した後，これに液冷媒を封入しその絶縁抵抗の　鍵化を約牛年に亘つて測定した．その結果を8圓に示　す．・このような状況のもとにあつては絶縁物の絶縁度の　饗化と見るよりW寧ろ冷媒それ自艘の饗化と考える方が　妥當と思おれる．これによつて絶縁の劣化は緩慢では�`るが漸次低下して行く・この場合もフレオン12は優れ　た成績を示している・（5表参照）‘耐　　冷　　媒　　試　験∨irll：1ご藍1’・1’．、［・，．，1⊆一じ　＾ド1．：∴「：亭い・ト1・，！．1…1�b！1ぶlト［幽iト・［’ピレ冷媒浸漬前重量　9浸漬後の重量憂化　9冷　媒　温，度゜C浸　漬　時　間』h外　　観　　そ　の　他、メチル　クロライド　　CH3　CIボリピニール　フオルマ⇔ル被　膜　絶　縁　電　線1．00．4　　　7．021　　十〇．OOO2　　　　30’　　　　1801．・1539十〇．0006　30　122被膜黒色となり虜ky被膜がふくれ上るその個所を爪でこすれば被膜は容易に剥れる・同左エナメル線●0．94．6044−0．1134　　　　e　30　161被膜鱗状となつて剥げ爪でこすれば殆んど全部被膜は取れてしまう．米國製品0．250．3�O0．−0．0002　30　134異状を認めなN・．フレオン　12　　CF2　Cお　、冷媒浸漬前重量浸漬後の重量饗化冷　媒、温　度浸　　漬　　時　　聞99’OCh　t　　　　　、外∴襯　そ　の　’他7．0038十〇．0002　・30　96蹴を認鱗い滝　　　1．1503　　十〇．0002”　　　　30　　　96　　　　、　　　r白異状を認めなん・4・5740＋0．OI41　30　96被膜多少軟くなる0．3060＋0．POOI　30　96異状を認めないエナメル線工．、’冷媒メチル　クロライドフ　レ　オ　ンi2×△�H飴色絶縁ワ　　ニ　　只×◎黒色絶縁　べ一タライFワ　　ニ　　ス　　ワ　　ニ　　ス××◎Vx　　　L　　　　sラツカF−××絶’　　縁コソパウンド×”　註絶縁ワニス類は規定温度にて焼付乾燥せるものである．　　　×　よく溶ける．　◎鹸りよくは溶けないが甚しく軟化し爪で樂に剥れる．＾　　　こすれば輪る：　▼　殆んど饗化しない．△　被膜膨潮し爪で強く＼　　　　セ三≡菱電機●VO］［、■23　No．’6・1949＼十じ三糾（194）一s、、ド’亭興，で苦1筆謬　　タ　　　　　　　　　　　　　　て　c三11’、　一　　、●・≡�`ご『・『�n叉で’　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　一　ゴー　　、A1、　　　怠　　　Hlt、　　ミ　　　　翼　　　　婿　　　＼両50D1005eゆ．−IL奇鵠騨’？TF≡1・1・・�h旦・二・・∵・1’…　　，マtt一エ　　　　　　ニ　　て幽　　　　　　　⇔−IJ　　　こ、　　　’tBづ　　．s”叩．：、一、電パ▼’●．、■．●■冷　2・●．■F．■・ぞ，4・ノA直　　　●oG＿こ、，●’wooo◆050100150　　・　　　継　廻口　敬　te）・8回　巻線試斜の紹縁抵抗饗化5表巻線試料の紹縁抵抗（常　温）：試料　No　　　　　一絶　　縁冷　媒水分量　％150日後の絶縁抵抗M9A−1A第7圖ACH3　CI0，10022A−2〃　　’　　　’n0．0086100．A−3〃0．00821，000教上B−1第7圓BCH3　CI0，10016B−2”v0．009626ユ’1？丁ノペー’・e”⊆’冥顎・；　　　　　　浮‘∵：で琴言聾き　　　　　　　　”s鷲r　　　　　・　　’1匂　　　　　　　　じ　ア　　　　コリリ　　　　　　　　ー三7薗　巻線試耕NlA1『’4・；：fa■　　　　’　　文　　　献　　　　　　　口（1）監三蕊隠蒜蕊隠　ll（、）驚蕊1�f監隠、D，y、n、．Me−］，、）蒜謂ぽE蒜3品、gra、、。n・’］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sy…叫ANSUL　NEWS　N・・1（1948）　　　・∀」（4）H．M＞Elsey＆L．　C　FIowers：Equilibria　in　ボ1　　F・e・n−12−W・…Sy・t・m・R・f・ig・E・g・昆　　．（，，箒愁1三｝。�qぷ迦。in，］　　W・…D・…mi…i。・i・F−一・2　b…f・a・ed・’・；g　　Spec…ph・・。m“・y，　R・f・ig．・E・g．・Za・166〜170　1議　　，（Feb．−1948）　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　IS．（6）W。。ver。。d　R。lph　Ri1。y：M。i，tut。　D。t。，．．コ　　mfnation　by　Electroly！ic　Film，　Refrig．　Eng↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　‘、56　（Feb．1948）　　　　　　　＼（7）雫井卒八郎：恒潭恒潔下に於ける絶縁油の特性，　’　コ　　「電蹴」SS・　193〜197（昭13−3）　　　　・“、ヨ（8）A1紐E．　Flowers＆Melvin　A．　Dietrich　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ．ミ、‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、く1］　　SolubiIity　of　Water　in　Mineral　Oils，　Power’・’xi瓢　　世，232ty235　（Febド1932）　　　　　　　　・　　　　　、，　t　　・ヨ（9）B．・．Ha。n・H。，m。，i。　E1。，・．i。　M。t。rs、．R。f−、A　　。i。．．E。g．．55、、35〜、38晦、SC，）　　’当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ：］］±　　，　　　　　　　N5．結言＼　　以上冷媒，・冷凍機油中の永分量を主にしT．’とれらが各　　鍾の撒料圏する影響を明がにした・その結果とし　　て現在市場に出ているもの▲水分量は比較的多く，一層’　　良好な蓮轄をさせるにはその低減ヵミ要望される．機械製　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　’晶に謝る工作上の問題は我々自身で解決すべきものであ　’るが，特に材料面では先進國のそれに比べて幾日かφ遅　　れを感じる・我々は自らの足下を掘つて湧き出る泉を汲　　み上げ度いものである．なおこtLt4．けの資料をもつて充　　分なものとはもち論考えていないし“申には思い蓮いの“　　個所があるかも知れない．筆者等の研究は今後も績けら　　声るが大方の御酬も解度い・　　　最後にこの實験に示唆を與えられた東京工大教授齋藤　　幸男博士に謝意を表して欄筆する．　　　f’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和24年5月記）　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　冷媒中の水分と絶檬抵抗に闘する實験・大野・服部st　　　　　�d一還　　　　　　　ヨ●　　　　　　　　　、　．　　　　　　　マぷ　　　　　　1璃　　　　　�_］（195）　　35　　　　　°1　　　　・　剖　　　　　　．一，薯　　　　　　　’1；　　　　　　．⊇�u匿鐸三二’1三一一∵’∵ピ　　ー［�_．．　’’　　　　　　含1二二CHeavisideisそ叉［’　　　＼1−『巨’∵じ’匡．≒ノ1ご巨�dじ’！ξ．！i影竃一三工三7二二予ご『’可〒F了デ六て三二言三言τw�n．二三℃’一ぞで7三7≡フ　　　　　　　　演算子法1の．電氣回路解析1（本丈隊　Vo1．22　No，、4・　　　　第　　　有　　限二勤す二おけ20頁N24頁まで嚢表した分の績篇て’ある）　　　研究所　菅　野”　　V　・章長　　送　　電　　線　　（績）●る新しい考察る雁用　（XVI）正＿と雄　il’，、　イK　−、一　　　　＼　第　，10　圓（a）、　　　　　　　　　　　　　　第　　10　，回（b）こ∵　此の結果より，求むる現象は，t〈Oおよびt＞0において暢＝°なる線路剛（b））に‘＝°なるwaPM　−E　・（．°）な　　　　　　　　e−（t．．・V　　．　　婿塵を印加した齢の現象とを韓したもの゜，〉°に　右o　　　　t・　i　（’　t，x＞　　’おける現象と同等であることがわかる．　℃　　　同様にして第11口の如く，・‘＜QにおいてX＝O　　　　　zζ（t（亡，z）．t，JU）Z＝0ρe（もλ二）乏（t，又）sz’z乙P−’’こ　5’レ＼＼EGo）■、・’、rE（−0）　　　　　　〆・1。（、，。）＝：・帆h／頭止⊇Eα），�M一／R　qd、hV，−R−，7T−、’。・　、　。　　’　　　　　　　．　　　（0＜x〈り’なる電塵および電流分布を持つ線路の沿端の電源を短絡した場合，t＞0における電匪および電流分布が；36　（196）．　　　　　一　’　　　　，e　　cosh　N／RG　l　　τ・i・hゾ齎（’一めE（り，べ｝1κ、　　　　　　、乙Lへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’蕊元　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／Sレ　　　　　　　　　　　　　　　＼●　　　・　第　　11　一口　　’i三菱電氣・VOL．　．23　No．6・1949、＼響騨�n；三響1三ll甦1鍔こlll三；�i　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、oo∵　・（t’ll）−2謡1：笈器c・・（一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　・�P・・2隅（i°）・一伽罐鷺…（b・・−9・一・b・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01＝0　　　であることは容易に計算される．　　　　（3）節12薗に示す如く，t〈0において　　　　　　　　　’　　・　　　ノ　t　　・．，　　　・　　‘　　’・’：：：：二懸撫曇∴ω｝一　　　　　　　　む　”　　なる電塵および麟分布を有する長さ1なる蓬電線の受端・（x＝1）を　　　t・・o・なる瞬間短絡した場合，、t＞0における電塵および電流分布を求　　　　む．　　　　　　’　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　）　　　　解ゴ　　　　　　　　・　　　　　　　　　　、　　　　　　T　　　．なる故，（亙・3’）式および（‖・4’）式の各右邊第二項は一’　≠D』止（・・x）一環）≒羅鐸E（一゜）　　　　　　　　・．　’　　．　　一…h〆IRZT（e−・），’一れ繧：ぎ’叉Yll・：；、1環1：1｝J−：tr…「gggs・ギ琶∵　　　・璽饗遷　　　　　　　・　　　　，．ご肩　　　　　　　　　　　　　　　・・］第　　12　回θ＼　　　　　　　一”，　　　c・・h／砲昨゜）t（°＜ゆ幽’L　　t・．’fU．H・（…．）・∂p．iiir＝ibl，（，e’i2iii≡邊＝丁竺（ab）・、　1｝　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　、　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∋　　　　　　　ミ　　　・一　　　一／写一s三n監藷芦E（一・）・（・＜・＜9）、　となる．而して境界條件はtt　　　tt　　，　　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　」t　　　　　　　取んの』；　Zi2（λ）＋E（−O）＝Le（2，　ft）一・　1（；）E（1）．　．　　　，．・一一　　　　　　　．π紗÷∠・〈・∫…h　’rl＋B・（a）・・輌＋。。鰐ピー・＼，　t，　　∴tであるから，是等よ臓ωぱびB…．（a）を定め麟品（…Y）式および（・・4う球代鍾れぽ・　　，　民�求ｧ｛瓦（2・・）一・E（一・）｝si鵠狩）　　．’已’・一　　　．　1．「二念ラ�f蒜�aE（一σ）cosh　l／ft（子　（1−x）　cosh　A／RG　1　）・（・kx＜・レHeasviid・麟酬・紛嚇し・渚察とそ蝿銅綱析｝こおけ繊駅XVIy；麺　・　　S167）3Z・・−t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．　　　　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t一・、一ミi　　　　舗　　　　講　　　一’当’�M　　　こ宇　　　　プ離　　　＋〈で‘・t”　　　　葦　　　、．’≡一　　　）lflfi　　瀦藻瀦野ぎ璽軍響�n：・．．へ匿　　　　　’一塁ビ欝．・∵で∵1∵1：罪ぎ　　、‖絵聯を求te．［11’．・1’』’たS“し，辺＝0，θ＝Oとする．ト・＼解．：∵　’・ド・1・の齢には（1−・・）式より卿齢方獣力働れil箔　　｛　　．　　　＼じ1∂幕ん¢）・・CR・｛F・・（・…）一・J（一呵・t，．　　　・．　　　　　　　　　　．｛ト・・　　　　　　　　　　　　　　　（0〈x＜り．‖．．、，・”．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ねトびニ1�f瀬して境界條件は　tt　　　　　　　　　　、翫，、、｝�dン．　・Fe（R・　o）−Fe（2；1）　FO　　I［・’，で泌・式蹴M・第・篇の（醐式によつ・鮪．（・φ）、　　　、’一・‘・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T1、．．li”，．一、，、・　・　　　「　　　　　、，．鷲璽響野ぎぎ：叉・で警響襯　　　　　　　　　F・・（a・x）＝＝7．（羅β）や！∋二E（一・））c°慧霊）　　　　　　　　’／＋蓋蹴器鍋＋〜雁E（一・）霊綴；一亘（・、〈lx　〈1，陰繊從つて卿解は紅・・（ちめ一鞠剖一＝万（パ1、、二　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　，　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱニ　　　　　め≡，・．J’＋一・・−2，＝＝c＝−ff−一｛E（一・）土Σ耀・�Q（⌒・）’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　fltt1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ご＼　　　　　　　　　　；　　　　　…lll．∴∴鷺聾∴（一t≧十〇，0＜x＜1）1・∴E　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　●i阻・計←6）嘉誌ぽ争碗｝�_∵’、緩蜘ぐに求蹴る・＿’　　　　　．−　　tt［一よ纂）蕊三巖二�fぎ1：�l議・l　　t　・’Eでi，　z）　（　tl。，「’1・・（x＝°）・を・‘＝°なる蹴短絡し腸合・鰍の電　Z．O「　　　’　ε佑κノ（亡＞O」〆1：哨乙〜　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　←　　　　　鯵線路櫟尺己、∵、第／’、〆　　　　　k13　　回　　　　　　　　’ミ菱電機・VOL．■、　　　　、ff23　No．．6・・1948Lt’t　．．：≧、閾iミ卵騨：饗響1。　’　∵・一　　　　　　　　　．　t●イ皿Wc｛霊鵠警λ（t’；ξ）E（−b・・E）パの如くに得られる・こMこおいて　　　．　　　　．一，．∵一．ン頭w鷲謡疏ξ≡寧’聯緩ξ　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　、　　　　　　　　　　’の如きFourier展開を利用すれぽe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　、励s’nhV°鷲毒譜／OPei（；）　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　、、，≡1（；）÷Σ……甑砺ξ。＋fU・　1・’　　　　　　　　　　　　　　　　　nほ・　一　　　．　　　　．・α，3”　　・　・　1’　三1（。÷》一σ�h…輌ξ，（庭ξ�S・　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝。1　’　　　　　．vmo　S’血／C監鵠芦D（”：ξ）1（6）∴∴引（；）÷憂竜＿砺1（＿）tなdw係酬緬所二ら電�li。　　・　　　tt　　　　　　　　て　，　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　1ー　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　ゆの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドノ　　　　　　　�Mデ÷∫（》ご9万1・n・a。　x　sin　a，，　e）E・（−Q，・6）・e，（　　　　　　　　　　　　　　O　　fO°°1　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　となる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・の解の燃跡なる時の計算に便利なものであるカい猷なる時の計算に｛ま次の形が嗣である’　　　1・（ちへ！舗∫ド｛i？〈2y＋x’ξ）2，・’6“！lf（1”’＋x±ξ）1｝E・（r−・・，・6）dE，、　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊一一co　Q…　　　　a−．　’　　　　（H紳噸鞠・輯靹礫・その馴路漸幽・懸用（XVI贈野・　　　、　．　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　．　　’　　　／　’．．．．「　．−　　　ぎ竺漂�c鞭野理叉響三で�n巳1　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　、　＼鞠司壬s’”hV°鷺漂c丑λξ・（一　　　　　’　　　　　　　　　，｝・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ＿・＠Eξ≦り・ピ；’三響ll饗三：；lll；琴1三’　　　　　f　　　　　・、　�d，”F　　　　　　　　　　　　　　遵　　　　　　　　　　　　　　・’　ヨ　　　　　　　　　　　　　コロ　　コ　バマ　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ロ　ヨ（。＜1。、SL）・∵ご耀＾．　　一�_’1，∵鵡・・（°≦ξ≦ぬ　・一藁　　　　　　　　　　　　　　”還　　　　　　　　　　　　！ミ菖　　　　　　　　　　　　　，、�dヨ　　　　　　　　　　．一繍・　・11］・「　’・、蓼　　　　　　　　　　　　一・・｛　　　　・　　．　l　ぽぱ・　　　　　　　　’　　　　　　，”∵，　　　　　　　　（199）39一欝三警�n響：響1璽響嚢きや如くtて算出＊；・・一ふ1ヨ1．t・一’tt　　　．．『”、／頭・・nhi／C飯⇔頭・ン頭・ξ　、ご・運一響響響t　　　　　　∨　　　　　　幽1　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・i・hγ／マ疏，霧鉱、一∀評蠕藷�lξ）：鴬無一ξ）｝tg／i，ll／il／：il・…’・・’−1”、＿　〆到》ご一剛2�u＋x一ξし》〆頭（2輔／　’一　　　，．　、、　　　　　　　　　　as”°　　　・．・　　　　n．＃1　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　∵・　、工・−1／�S（2n’lx＋SLE’・−1／竺（2de‘’“x一ξプ｝，（・≦；≦・）　　　　　　　　　、　　　innO　　　　、　　　1　　　　　　π司　　な醐こ漕礪の公式ω捌用すれば　一　　一．．’’1’・　．　’　．　・）・OP　−fii！｝11fL°慧謡慧価ξ・i　　：’　　　　　・．e〆ge．｛i・一讐（2n’＋ca　’“　e）工纈�uア・ξパ　　　　　　　　　　　　　　　　　　呪牢0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δD＝1　　−　　　　　　　　r’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　　　の　　　〉　づ票ピ（2”’＋x一ξ）こき（2−｝（；≡墓）　　　　　　　　　　　　　　　　　れロ　ゆ�_麺嚇して　．，・．9、　・，　f　　　　　　　　　　　　　　　1、／　■：κ姐　　一一　Tr’　　　．−Tl　　二三ρ一一一一’　　　一一i『　、w　　、ノ　　　　甘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りご＼．’≡〆瓢緬ξ酬鋤…ξ�dぽ）’　　　　　　　　　　　　　　　　　　のエのの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍である・從つて．．、＼∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り鯵∴・θ�笈齣@｛ピゾC誓謡C譜C干pe⊇．ξ）畦．・一一　＋∫sw鷲耀評一ξ）E（一〇，ξ）弓二・　　　　　1−∵一〆量班等刷で一ξ）二�k＋ξ）｝廟・ボlt　　　　・・　　　　1　’　　∵　’　・　　　，（；三認1・・＿＿あ＿＿子法に：ら＿ん、す＿⊇用す。虜＿にrt　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∋rc　f騰∴鋤，一、・∵“”護電氣∵馨ち∴ttt・　　．　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．　／’N’）No．6・1949　　　　　■　　　　匠　　　〆　　＾　　　　．lt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　：　　　　t一・ぎ∵へ・へ‘一興”一’新製品紹介lv　て一．　『一．一　　’．・．一三＝，＝一・・　一‘＝7．−1　τ皆T・t−−7T・17−　・　　　・’r’”−F�k可’弼『P一i’F．tl　・f　b，弓　・1−　t”t’馳　　≡ヌ　　　　　　　　　　ご1三菱LF−1型陶土用漏式除鐵器　工業技術臨陶磁器試験所東海支所で本器の試験をしたところ　鉄粉はもち　ろん　從來至難とされていた雲母鉄まで除去されることが立証されました．全　　長約550粍直　　　　　　径　　糸勺　350　粍原鐘の大さ　100〜200　　　　　Sツシェ　以1：泥柔の水分　60％内外虚理能力　1〜2トンノ時電　　　源　直流電　　　墜　100V　　　　　へ電　　流7A製品重量120妊Ω　　ぷちべ�f’1”llls’ご苛るミ　　・熱t’雛・ぺ＄’，kl｝羅　　　’「謹囎・恐2；肺内容鐵製イグナイト・ソ整流齢却方式について’・’・加藤電車蹴器の麟糊生………・…∵・……・小Jll縮嚥糎に及ぼす醐・影響．一一．．．∴．．顯（第II報）潔潤による熱｛事導率の饗化　　　　　　　明　石代用・イ。シ。紙につい・…・一一・・一冨§　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛真　田新埜菱電編：・一一・・一’一…’繍　新製品紹介・三麺釣撒21内容雛　　　．錫欝麟�mる嘩一・・一電鐵用イグナイトロン整流器・・・・・・…’…・鷲禦霧鐘竺�f・…：一・…驚�f罐織�f霊欝と・　　　　　　　　　　1　　．　新製晶紹介ヨ1二1一薄井’．｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vv・・∴加藤一長谷肥」・一‥　干1　　　　　　　　∫］　　　　　　　’”‘li「三　菱　電　機」VOL．23　NO．6昭和24年10月15日印刷『禁無、断轄載』　昭‘和24年10月20日登行定債1部　金15圓（邊料共）編輯彙霞行人印　　刷　　者印’刷　所登行所小　　　林　　　稻　　　城　東京痴港匿摩布竹谷町一番塙夫　　橋　　松　三　郎　東京都港匿麻布竹谷町一番増博文堂印刷所　東京都千代田匿丸の内2丁目2呑幕　『一三菱電機株式會註内　「三　菱　電　機」編　輯　部　　　　　電話丸之内幽3844《6｝　　　　　　　日本出版協臼禽員番IVEB　213018、　：ISI．＿讃・∵オールウェーブ49’K型受信方式　6球スーパ＿ヘテロダィ”　　　　　式（ネガチイブ　プイー｝　　　　　バツク付）受　信　周　　　　　550〜1600キロサイクル波藪帯　　　　　6〜18メガサイクル中間周浪数　463キロサイクル使用眞空管　6W−C5周波敷饗換管　　　　　UZ−6　D6中間周波増幅乍　　　　　6Z−DH3第二槍波，自重　　　　　音量調整，低周波増幅管無歪出力感度階級高　聲　器UY−76低周波増幅管UZ−42出力増幅管KX−80整流管2ワツト極微電界級　　　　　6％吋エレクトロダイミシ　　　　　ク式，フリーエツジ型ブイ　　　　　ールド抵抗1EOOΩ電　　　源　50〜60サイクル100〜85　t　　　　　　ルト消費電力　75ボルトァソベア型　　　　状　　高サ375粍，幅496粍，奥f　　　　　258粍全重量　12キログラム最の一局アイの一“アア技？⊆術e●東京・文ビ，三羨電機梢式倉就．T’‖．


・，’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／一■一1　，1　　　　弓一づ　　　　　　　　　　　　1　−｛　1’ユー．一→　　と‘　1　　　　ヤ）ヂー一一f−　11「「：ド1［　　　李一　　一、−T　　　−　　ff−一一一’「一一一一丁＝’一三7〒　＝ス〜でτ　「＝　’で　可　　　　　令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1lItノ日本登送電紳之瀬登電所納　　　　　　碍子型交流遮断器　　　仕　　様型　　　名　　1（0−V−150型定格電Pt　115・000V定格電流　　600A．遮断容騒　　1，500，000KVA．操作方式　　樫縮容氣式（蝋搦）麟空藁璽　　　　4　kg／crrL2�O・冷霧謙　（VCB）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍猫操作式墜縮空氣駿置園　　　　　・　　　　　　　　　　　　　特　　　　　長本器は高速な曲流を電弧に途り，強力な消弧作用を行う他力テ肯孤型遮断器の代表的のもので，充電々流働磁電流等の微小進相電流も故障大電流も再鮎弧を件わず安全に遮麟出来ます．「．1／惑tt1！，水晶共振子に封する連績愛化周波敦の勧振作用附水晶共振子勧振微分方程式の一解法周波藪掃引式測定器の基準周波藪記入用としての水晶＃振子の作用を解析したものである、先ず定常特性を等便回路と園線置とによつて論じ，實際の数値例につき定常特性を與え，周波藪墾舖電墜を受けた場台の大饅の動作特性を推測し，更に適當な假定のもとに三次の線形微分方程式を建て，これの實用解を得る事によりある程度満足すべき結論に到nc　Lている・　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　igy・ee所　薄　　井廉介’ワ　　　　　　　　　　　　　　　　i　　1．緒　　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　周波敷掃引式測定器の基準周波敷記入用として水晶共振　子を用い同調現象を取り出してブラウソ管上に標識を入　れる必要の事がある．〔例えぽ文献（1）参照〕・この場合　水晶の振幅確立現象（Building　up）が問題になつた　が，實施して見ると標準周波敷の記入が案外容易に行わ　れている・實用上問題ではなかつたとは云え，現象その　ものを了解する必要あり，他の方面えの懸用例えば超昔　波探傷器等の設計に当する基礎資料としてある程度の理　論が確立しておらねばならぬ．しかし；の現象の正確な　解法は簡軍ではない．回路が複雑なために三次以上の微　分方程式の解法を要する事及び蓮績螢化周波の働振現象　が厄介である・それでもある程度の解決は困難でなく實用上充分に納得できる結果を得たので一臆報告する事に’した．　　IL　水晶共振子の等債回路常藪及び4．ンピー　　’　ダンス水晶共振子あるいは護振子は，その固有周波製附近で1箇の如き電氣的等償回路に置き得る事はよく知られてい　る．σ1は共振子の幾何學的静電容量，ぴは塞氣間隙の／1　間Lor，C・C‘容量である．これの表わすイソビーダンxZet前文ωにも示す如く　　告…一一「L−一一一　　　．　　　　示．5（砿。一・1。CDナμ　　　　　　　　一ノ三一一一…・・く1）を少しく書き替えると，　　　　　　　　　　　1　　z＝＝ぴ�e（轟ア丁�b＋ブ・cSfild，・＋5｛…r・・ρ（1崎G詮｝（▲一・殉・c・）Y　・（…Ci）・　　　＝』？十7’X　　・・…　：・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・…　一・・（2）5ち　　弓一｛ωL−÷（h・CI誌）｝　　　＝（2｛ω／ω、t一ω、名／ω｝　　・・・・・・・・・・・・・・・・・…　〈3）なお　　（2＝ωαLoρ6・・t………・・………・………・・’（4）および一捻（ム＋毒亘）一〆嘉／・＋q総叫＋｝ρ霊〕一吻イ嘉…（・），の如く置くと甚だ便利である・共振黙附近の水晶の周波敷饗化は上のnで代表せしめ，他の部分の常敷。C1，“σz等は一定としてもその誤差は極めて小さいものである．　（3）よりω！tOxを解いて　　　三一丁怯雁r＋・｝・一・…・・6）共振嵩附近ではn小であつて，Qは10sの程度になる（161）　1▽→−1．　　　　　　　　　　　　　ti�d∵‘．t　　’！‘．lr：，　　E　　　1；i　　　から（nf9）2を，4に勤して省略できる．よつて［　　ω／ω．。・＋，、∫2e、ω一ω。．（1＋n129）…（7）　　　の如く周波敷愛化をnで簡軍に表し得られる．　　　へ．’　IIII・インピ・ダン瑚とインピザンス　　　　　　　周波敦特性　　　　　　　　　．　　　　（2）式中の’　　、吉。一丁長一ゴ、箒一・噺・一（8）　　　と置いて，X，　y聞でnを滑去すると圓となるから，こ　　　の項を含むZの逆敷アツドミタソスYも　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1　　　　　獲±一�e（　c2c1＋Cs）2、吉n　　　　　　＋」ω隠一θ＋ゴβ………・…一・（・）　　　もnを消去して’　｛θ一志（ρ転汀＋〔B−」講釘　　　　　　一〔i（c、念）2〕�j……・一・…（1・）”とな硬にインピプンスZは　　　　　　〔R☆（あア〕＋〔x＋s（ご＋と）日　　　　　　　一〔》。（ω1C、）2〕2………・一・……（1・）　　　の如くいつれも圓となる事を知る．（2固）　　　　　これらは前文�Sにも護表したが，誤植のため二三訂正　　　の要あり，改めて本文に再録した．　　　　（2）及び（11）式につきイソピPダンスZの特殊顯　　　を二三考うれば，n＝0に封し：（（2）より　　　　　　　　　　1輌c・c1まG　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・…　（12）　　　　　　Zo＝ro　　　　　　　　　（c焦ア＋（・・ωc1）・　　　r般にroωσ1は非常に小なる故に（後遠の如く10−3程　　　度）上のZoは更にk　　z・…T・（C16、C・）2〔1和qq三〇〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　…T・（C夢〕…一一………・・一（・3）n＝　±◎Oに封して広一一謡一」丁（ご＋言）一（14）■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、2．．（162）1　　　n＝±一’、t’t7一ごで言≡ザ’下已三六て：再≡号鞭Rイ　　　　　　　　2　　　圖　この容量リアクタンスはOl，　Csの直列容量から成り，　共振周敦附近以外で働く場合のZの値であつて，水晶　片も阜なる幾何學的容量として作用するのみなる事がよ　≦わかる・．　　更に（2）式の虚敷部を零とする條件ぱ　　　　、　　　・・一（…＋・）…C・旦｛崇・一・よ・　　　・・一｝｛：百q警c，　　　　N〆（％：c、c念アー4………・・く15）　となり1／rowClは相當大なる値であるから正號に勤て・麺�_，；C講q負號蹴ては・⌒・c・q譜　　　　　　　　　＝1／7Zp→・0…（16）n．は反同調（並列同調）．nsは直列同調に相當している．これら同調黙の／1ソピーダソスとしてそれぞれ　　易笥・（誌ア駈£百一R・　一…・…（・7）及びz，　＝y1　　〔研♀C：　一　　（To（oCi）2　Ci己C2了＋　（脅�E‘t）Cl）　2・t　ro（Ci十C2　C2）2一品ス…一・……（18）　　　　　三菱電機・VOL．23　N。．6・19491■「；s　．イ　さ’一．o、とれらの特殊嵩は2価の圓周上に記入してある．　上の珪7）式は勤敷目盛にすると　　　’　　1・gZ・　・・1・gRp−1・g（　1tO2To）−21・9・Ci　　　°　　　＝・Ki−2　log　Ci　……・・∴・……・…（］9）同じく（16）のnp・において◎→◎。とせる場合は　　1・9・戸1・9（1ω胞）−1・gCi　　　　　＝K2−−log　C1　・・……　…・・・・・・・・…’・・（20）これはまた，並列と直列同調の周波敷差に相當しているから，この周波数差（fp−∫s）に勤して　　109（fp−fs）±瓦’−log　C　t　t−・…・………（21）として表し得るものであつて，追加並列容量を含むCiの饗化に甥して，極めて簡軍な直線闘係となる・この直線闘係はW．D・Ceorge氏等によつて正確な實瞼で確められている．（文献3参照）　IV．敷値例及びインピーダンス周波敷特性　1団の等債回路の常数敷値例につき次の如きものを與・えて見る．　　fo　m　JrOO　KC　　ωo＝2πfe＝3．1416×106…　（22）に封して計算に都合のよい端敷のない敷値にするためにC1＝3．182，1「▼　　　ωoCI＝10×10−6五。＝6．36∬　　ω。L。＝20×106Co＝0．015g」ρ1戸ro　＝100　9　　　Q＝ωo　Ll）／7b−2×］05ro　a）oCl＝10−3（23）とし，各定歎は古賀氏の「駆電氣と高周波」�Sのρ．114fo　＝4舎8×106　　ヱiO＝　4．8mH　　　（アo＝0◆23pF　　　ro＝0．442a，＝48pF面積6皿2をCo　C，は周波数に比例し，恥は周波敷の三乗に逆比例するとして，普通に用いられる面積4皿2∫，　＝　500KC　のものに換算してある．．　C1に封してC2は相當大なる故にCp／（Ci＋σ2）ty1として略算を行う事にする・上の数値例に從うと，　（の式　　ω＝ωα（1十？if2の　　　　　　　一t…（・＋：一・・一・）1………・・…4）　（16）式　　np　・＝　1／TotooCt　＝　103　　　　　　・Zs−11n。　＝10−3tyo　　　　　L、　　　　　　R8±25⇒b＝100Ω　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）　　　、三�l蕊＿1水晶共振子に封する蓮績饗化周波敷の働振作用・澄井　　｛　　　　　　　　　　　　　，tT　　’　　　　　　　　　　　1（11）式の圓の中心及び牛笹は疏一吉面�b一；1ぴ一響ぷ一一；GI＋の一誌　　　一一…一・（26）（フ2／（（アi＋σ2）Nl；ro＝1002　roωoC1＝10−3として（2）式のインピーダンスを表わすとZ…　1　OO×1可π」芸〕　　　（1一命y＋（�qア．蕊1憩。・。L8−＿…（27）によりn（ゾinπの封インピーダソス絶封値の闘係を3圖に示す・IZ．　：102〜10sの廣範園の關係上封敷目盛で表わじてある．　　Ω1DelO7106iD510410slO2　　0　2004006008〔〕010｛〕O　　　　　　　　npI−一一500KC　　　　　　　　　50t25Q二・一一一一　　　　　　1（4ge・75）Im＞0）’∬（水ω’3，2000502．S（497．5｝箇50005〔Bコ5KC〔4ga25）V．外輌回路を考慮に入れたインピーダンス　　特性及び定常電歴分布特性前節に示す如く共振子を等儂回路のみにつき見る場合はそのインピ三ダソス周波特性は直列および並列共振現象が顯著に表われる事を知つたのであるが，實用の場合は外部回路ありその影響を受けて，特性も甚だ異つたものとなる．外部回路としては共振子に直列及び並列に抵抗が入る事が多い・一例としては4薗の如き實際の回路につき考えて見る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（163）3繰で．�iぶ二三汽三’・丙一　　　　　　　　　　　　‘7t　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　’ピン　　ロコ　　　　コ　　ト1二・い味三：もプ　ロ　　へ’1）　　　　　　　　　、．ト1．．！　　　　’1ドL，・　　　　　　畦4さ薗　　　共振子回路のZと並列に　20叉Ω　あり　　Z＝　（1009〜1082）“の如き廣範園な褒1ヒを　　行つても合成抵抗の範園は1009〜20K2の　　如く比較的せまくなる．（4薗で（Ut　20KR以下　　となるはずだが一臆20　K2として考える）　　Zの最小ならびに最大値のみが，純抵抗で他　　は無敷部を含み特にn→±O◎に近ずくと無　　敷部のみである．この周波敷特性の大略は・　　5陶に示す・陥仙毒o‖即部・412　4　0　2一一〒∵7．F�d可　　綱一了貴1一書　　　　　　　＝0．666　・・・・…　一・・…　”・・（30）で電堅分布性は大略インピーダンス特性と相似で5固の下線で示してある・この圃で具る如くn−0’を申心として周波敷特性は少しく非劉穂となつている．すなわち左の部分は右の部分より幾分緩になつている・　上の電墜分布は定常特性であつて，周波敷の饗化が充分に遅い場合はそのままの形で現われるものであるが，周波数掃引憂託ヒが速いか，あるいは回路の減衰率が小なる場合には6圃1，2，3曲線の如く吹第に實饗化が定常特性より遅れて現われる事になる．’，一≡二ニー一一〉一　　　一　　　一　　一　　一　　　一　　　　　　　　　　　　！！一4←7　　’／2v’t　　　　’／，一一一、、　　ρ、’1、‘、　　　　　　　　　　＿l　l、ノ1一・6ナ。fp、〉但2000　　−10002．5KC　　−1．25KC0　了↓一ワ　　　　　　1000（7！p）　　　　200DO．5トユC　　　　　　ひ］．25KC　　　　　　＋2・5KC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・5薗　合成聾抗及び電璽分布なお4圖の印加電es．　Eoに封する電堅分布は　　E　　　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1Eo　l！z＋11R’　　　　　　　　　「＋f7Z手ユ7R　　　　一。（、Ptl、1R）＋、・∵・…ny………（28）となb，r＝10K9を入れるとd合成抵抗1009の場合　　珊一�J硫南一詰α・・…（・9）合戯抗20KΩの場合6圖　VI．水晶共振子回路の微分方程式とその解法水晶共振子を働振させるには電源回路にイソピーダンスあり7圖の如き回路を考える必要がある．インピPダンスは抵抗でよく，また並列に負荷ある場合も本質的にその抵抗r申に含ませる事ができる・7圖につきLJroCt，を流れる電流iと外部印加電as　eoとの間には4　（164）暢一・qL・・票＋〔・c・r・　　　＋（1＋。／C・）J・・〕｛爵＋〔・（・・C・／・・）　　’＋r・（1＋・／・・）〕膓＋〔志（1＋q／c・），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・＋・1叶一・…・・一…………（31）なる三次の徴分方程式が成立する・この徴分方程式の過　　　　　　　　の渡解法は右邊のみを零と置き三菱電機・VOL．23　No・6●1949｜’P’フ　　T”−rt●“づ〉’x・＋〔誠＋÷（・／Ci＋1f・・）〕x2＋〔；6（1！C1＋1／・・）＋：；t。．1（1／・・＋1／・・）｝＋え1．』。〔60c1＋C・f・C・・）＋；〕一・…（32）の代数式を解く事によつて與えられることはよく知られているが，三次方程式の一般解法はかなり複難であつてほどんど實用にならぬ・しかし便法を講ずると上式の實用解が極めて容易に得られる事がわかつたのである．　上式の最後の項を攣形して　　毒紅ム（・＋Cl／c2）＋2，〕　　　一吉〔さ念書＋誌〕　　　誌与醤〔儒＋G王窃〕　　　7÷（11c〜＋（｝2）L（己α÷窃）となるから（32）式は糾〔i（−6：＋ま）＋》ぱ、＋〔1〈と＋と）詫。（；＋；）｝　　　＋÷（11〜十一一CI　C2）］0（ご＋C：忘）一・…（33）として見るとXの各係敷は次の四つの重要なる定数の組合わせであることがわかる．：：二｛：蹴濃トしこうして　　　　　　　　　　　　　　　・6・一｝Gl＋と爆�l醜路の（、、）　　2δ一・e／z・δはエ…c・回路の臓係敷と置くと（33）式は　　糾〔δi十2δ〕x2＋〔2δδ・＋・・P2〕x　　　　十δ1ω∴2＝0　　・・・・・…　’一・・・・・・・・…　一・・・…　（36．）となる．　　　｝水晶共振子に封する連績愛化周波敷の嚇作用●海井1．：＿f，　l　　　l1　　　‘1　　　’II　　　Il　　　ll　　el　ll　　ll　　ll　　　ll　　　l！　　　ll　　　l層」＿＿＿止　　　　　　　　　7　　　圏この場合のxの鰍譜通（本文の如き場合）は振動型であつてその三根は　　Xl・’一一α．　ω2−一β＋プω．　x3＝一β一・jUt　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・…　t−（37）　　　　　　　　　　　べとなる事は原理的にわかつている・よつてこれらを組合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1わせて　　　　　　　　　　　　　　9　　＠−Xl）（x−．T2）（x−x＄）　　　　一（x＋α）（x＋β一ゴω）＠＋β＋ゴω）t　　　　＝”・x3＋（α＋2β）x2＋（2αβ＋ω2＋β2）　　　　−Lα（ω2＋β2）−O……………・・・……（38）　　　　　　’へ「一工＼とすると，これが上の（36）式に封鷹すべきものである．　ところがω〆2，ωパ同時にω2＋β2に勤懸できないかヘへ．⌒，Pv“．ら，なんとか細工をする必要がある．よつて次の如き假定を置く．，；二誌｝・一一・一一・（39）とせば（36）・（38）の第2項同志の劉懸は安全である．次に最後の項同志を封臆せしめるために　　α（ω2＋β2）＝＝（δ1−△）（ω2＋β’i）三≡δ1ω，、2　　　　　　　　　　　　　　・・・・…　一一・・・・・・・・・…　（40）よりして・・＋β・一・・蛎・δ、1△一・叱・、±／δ、……（41）△はαの補正項であpて，δ1よりは小，またこの場合　　　　ムノδ1＜1　　・・・・・・・・・・・・・…　一…　”・・・・・・・…　（42）’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（165）5te三，．．ご一＝で．Tご．ll・一二一：・ド　　　　　い1：・．｜：1，，t二ざ　　　であると假Ptると（後で吟味して差支えか・事を確め　　，る事を要するが）　　．　　　　　　ω2＋β2t　・t　（oa　2（1＋△／δユ）　……………（43）　、．として第3項の封懸に入れて見る．　　　　　2αβ＋ω2＋β2−（δ1一三△）（2δ＋△）1、　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンド　　　　＋ω。2（1＋△／δ、）≡2δ・δ＋ω，2……（44）：、ti　tより，‘　　　　　　　　　　　　　　　ビい’”△・一（δi−2δ＋・・。2／δi）△＋ω。2一ω・21二，　　　　　　　　　　　　＝o　・・∴・・………・・…・・…・壬肪）t　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　の如き△に醐二劾翻できる1これを解くと，　　　　’△＝丁〔（・・一・・2δ＋…／・・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕［；；：三熊1鎌三：�c，r、よつて　・　　　　・∴、∴鴛謙三實…’．’”（5°）�d1　　β一丁（島＋△）ti・　｝一△一；・・�l鰍r　　　　　　　　　　　　　　　　…………・……・・…（51）　　1亥に（43）より自己登振の周波戴としでL　．in・一ψ＋緩；織〕一β・L　　＝ω璃�f霧1‡緩一碗・緯繧　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　∴・・・・・・・・・・・…　一・（52）　　’を得る．　　　　VII．敷値例と特殊關係し’　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−i”　1　上の△に闘聯して，β及びωにつき詳しく槍べて見る　�`　遅，，．、，6（166）．　　1，・　　．　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　、減衰が働振回路に作用する事がわかる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．イ／　吹に自｛ヨ周波敷の・は（52）から一麟三1；一（Da・〔・＋3�m；〕　　一吻・〔・＋商綴．、4）・］．一　（Oa・〔　　0．04951十　　　256〕一碗2〔・・�o・93〕’　．“．ω＝ω。〔1．0001〕＜ωP＝ω。〔1．0025〕．一　　　　　．t＋’t，’　−v・　　門Tl・’tv∵、・二・了”菖：三二二1；．：5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．　　，ω・・一・一露＋晶一窃謁±嘉。　t”　　　　　　，☆鑑一α・495・1・1・……（・・）‘　　　　　　　s・−To／？L・一、IRggt6−7，ea−：・………（・4）・・…÷（d−＋さ〕±÷6三一］織’一　　　　＝15．7×106……T…・…・・…………（55）　　　　　　　、（r＝20KΩとす）Wa・詰窃一、5、。鵠，−9．・×1・…　　　　　　ω。＝a14。10・……：一・……（56）　δはδ1及びnyに昆して桁蓮いに小さ〜・からこの項を省略して　　　　、　　　　　　　　　　，　　，△⇒�f窪一・5…1・・，、　　　　　（　　O．049515．7）2十（3．14），＝3，・4・・一・一……（57）B・・S−−1，s2°；…・・∴∴……・∵∵…（58）．すなわち水晶自身の減衰係敷δに比して200倍近くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・…　白心・・・・・・・・…　（60）　（47）で見る如く△はδ，の値により大幅の鍵化を行’う．δ，の極大，極小に封して△は零，しこうして・晶（δ1＋ω，、・／δ1）−1−・・a・／d・2−・・　　　　・δ、宿一ω。・・一……・・…・……………（61）　　　　　　　　　ヨ菱電機・VOL．23　No．6・1949　　　　Lよりして△の最大はδ1＝らで起らム・一叫ω嘉ピー．2�b（Wa・一・・a・）噛t・（Op　−toa一麟・・95・1・1一　　　　　　　二〇．0073×106・・・・・・・・・・・・・・・…　（62）　　　この△の最大にしてもなおω，、あるいはδiより遙かに　　　小である．しかしδに比しては前述の如く桁蓮いに大・　　きい．　　　　β一・＋含巴△／・・乎一鴛’　　　−o縣�f゜6−・6・……・・…・（63）この場合水晶自身の減衰の4〜5百倍の最大の減衰を持つ事になる．　自己周波敷もδ・によつて愛化する・（52）よりt・2…・爵繧　’　　1霊尖�f遥llて’�b、｝（64）　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びしこうして最大の減衰率δ1�l＝ω・2を入れてω・・一丁（qp・＋（・・a・）晶1〔1　　　　　　＋9・（6i＋eilc，）〕（em2t…〔1＋？（ム＋ρ勘　　　　　　　　　　　　　　ヘーψ・÷99）一叫＋鶉劉　　　　　　　　ヘー妬1…125典丁ω”巴輪；ωP・・・　・・・・・・・・…　一・・…　（65）ちようどωpとω�J　＝tu、tとの干均値になる事を知る．　かくして（33）式の3根の傾向を知る事ができる・本例について云うと，（33）式あるいは（31）式の過渡解法は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i＝：　Joε一at＋le・’βt・・cos（ω6十ψ）　一・（66）となるものであつて，α，β及びωはそれぞれ（55），「58）及び（60）式等で與えられている．Ctはδ，；（1！C、＋1！az）！rに近似的に等しく，βはα、の10　”4の程度で非常に小さいが，それでも永晶自身の減衰率δに比して水晶共振子に封する蓮績鍵化周波敷の働振作用・薄井はかなり大なる値となつている．βはδ、によつてある程度影響されるがδ1＝鞠で起るβの最大値においてもδの4〜5百倍の程度である．護振の自己振動敷鋤はω・tとωρとの間に來る．δ，の大きさにより，ω・に近いかωpに近くなる．すなわち直列共振型か並列共振型かはδ1≦輪によつてきまるのである．VIII．水晶共振子端子に現れる周波藪　　　　塑調電塵4圃でEoなる周波敷饗調を受けた電塵を印加する場合を考えるに，Eoに樹するEの定常解法は6固の實曲線で與えられるから，過渡現象はこれに重聲して現れるはずである．　前述（66）式で示す如く，阜一鍵化項（直流項∫のの減衰率ecは振動項1の減衰率βの1ぴ倍程度となつており極めて大であるから，振動項に比較すると，軍一憂化項は過渡現象として考える必要がない・ただ問題となるのはε”fit　COS（t・nt＋p）で表わされる振動型の減衰項である．8薗　現象を了解するためにご三基本的に過渡現象を考えて見る．定周波敷ωの電欧をee・…なる自己周波敷を有する振動回路に加えておつて急に開路したとする．（8圖）しかるときは初期振幅のEはEεrBtの曲線に沿うて減衰する・しこうしてこの振動の周波敷は固有のω’・であつて，印加電堅の周波数ωには關係しない．切つた瞬間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の位相によつてωとcan振動との接績薪が異るが，　Eの瞬時値に不蓮績なきよう，また主振動回路の電流も不蓮績とならぬよらな位相闘係を作り包絡線はε一Ptによつて減衰する．（9園）　次に上例とは逆に8圖で急に閉路したとする・先ずω＝ω1・の場合を考えるに9圖の過渡現象が全く負の値となり，E（1一ポβり　の如き包絡線に浩つて振幅は確立（Build　up）して行く．（10団）（167）77−．R、、1：、）9圏　’一　　一　一　　一　一　一’　　　　　　　　　　　　　一　　一　　一，　　一’一一一’1！｛／1／／1　11／，一尤‘1＼，　　、1　一、f．＼　’、1、1、、一＿∠＿一一一L＿．＿＿一一一一一一一〜一一一一一一一一一ト1’、�@圖　　　プレ！1t薗　もしωキ助であれば，閉路の瞬間において初期値を零とする如く過渡現象が始まるのにはかわりはないが，周波敷ωなる一定振幅E（EcoS（a・t＋o）これは閉路の瞬間から一定）に一一一Ee−Pt　COS（CO，s＋の）なる過渡現象が重盤する事となりω，蛎間でピートが登生する．しこ5してこのe’　一’トの形で減蓑して賂にE，ω電堅のみが残る．（11圖）8　（168）9　　　　　　　　上の闘係は定常振幅が次々と憂化しで行く　　　　　　場合にもあてはまる・過渡現象は常にその時　　　　　　　の定常値を目標にして憂化して行くものであ　　つて，その回路の固有周波敷ω、’及び減衰率　　βを維持しつつ，新定常値に向つて漿化して　　　　　　　行く．　　　　　　　6固の實曲線に示す如き定常電塵分布を取　　　　　　　る回路に周波醐調の電堅をかけると，各周　　　　　　波敷毎に定常値は異る故に，常に新定常値に　　向つて過渡現象が現れて行くのである．よつて實饗化は　定常値より遅れるものて口）つて12囲に示す如く，ハツ　　チソグの部分が過渡現象を表すものである．このハツチ　　ングは振幅のみを考えた場合であつて，この外に周波敷　　を考えるを要し，定常特性の蒼部の周波敷は異なるが，　過渡現象の周波敷は一定値ec、“．であるピよつて定常周波’　敷との間でビt−’トが起る．すなわち狛箇の顯曲線の部　分内でビートが起る・〔外部の掃引褒化周波数が水晶の鋤　　に引張らttてある範園内で一致する事も考えられる〕・　　實験の示すところによると定常特性の凹部は饗化が急　激のためか，ピートを現すぼどの時間の絵裕がなく，　fo（ωo）をすぎた右の部分で始めてe’　e−Nが現われる．　凹所は軍なる衝撃を水晶片に與えるだけの役目をしてい　　るように思われる．右に行くに從つてωがWnより大　　きく輪は（60）式に示す如くω（‘（orωJ）より幾分大き　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ　い故に，實曲線の定常値と交る邊で，零ピーhを作り，i　大膿過渡現象の最低部と一致して右に行くに從つてビ’　　1一周波敷が上昇して振幅は大略ε一βtで減衰して行ぐの　が實験でょくわかる．　　　（58）式によるとβ＝1，520となつているからこれの　時間定敷7’一　1ノβ＝1／1520　一＝　660×10−6sec　　・・…　く67）60〜繰り返しで牛周期に450〜700　KCの掃引鍵化・すなわち250　Kσの饗化をするとせば，1／120＝8．33×10−i　secに甥して上の時定戴は0．66×10−ii　sec．釜掃引時間の’0．66／8・33cell14に相當しているLこの間の周波敏の鍵化は250114＝18　KCであつて大髄實測で得られた範園にある．IX．結言水晶共振子のイソピーダンス特性は圓線聞によつて都合馳よく表示できる．減衰率が小さい闘係上他の回路部に封する周波数饗化の影響を無覗して水晶の共振顯附近の特性を三菱電機・VOL・23　No．6・1949’　　‖　　b喝書鷲雫禁誓司三元Ni、12　四v13　画1　　　　　　”　　　　　1　−　　　　　　　　　　　　　　　1ノ〜’『＾ぺ∵∵’≡博一・　　　　　、　　　・　r　　　　’　、．　　　　　　｜．・　　　　　　　　　　らニ　　　い　　　　　　”1一＿＿＿＿＿＿＿＿＿し＿＿＿＿＿＿＿＿2＿＿＿一＿一＿＿＿＿＿＿←＿．＿一一＿一一　　　　　　　　　　†・　　　　　　　　　　　　　　　　tp，　　　　　　　ナ（元亡）4†し　　．　　　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，t‘　　　ゾ1、　　　‖L　・�_　．＼t／議’　］”］　　ll瀦1．コ〔ω・・一；（吉・C、‡C、）〕の如き周波製基準で簡箪に庭理できる．　實際の働振回路には水晶の≦割質回路の外に實作用回路が加わり少くとも抵抗が直列あるいは並列に入つているが，これを加味したイソピーダソス特性及び電懸分布特性から定常状態の周波数電鰯性がわかる．　周波醐調電塵を印加すると電堅特性は定常特性より遅れて現れるものであつてその過渡現象の解決もむる程度可能である．　　　｝　外部回路を軍一抵抗で代表せしめた場合の水晶共振子の過渡現象は三次の線形微分方程式となるが‘これの實用解は極めて容易に得られる．　以上の基礎調査を基として周波敷掃引式測定器の水晶周波数記入法についての疑顯を解決した・なおこの結果は他の超音波探傷器等の解法にも利用できるものと思う水晶蛾子幽す嬢績麹周灘の蹴作用・嘩、　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　｜文　　献（1）津村，飯川：瀞電容量及び自己誘導直観装置　　　　　　　三菱電機，Vol．22．　No．3．1948．（2）薄井：圓線圓による水晶襲振器特性の椋討　　　　　　　三≡菱電機，yoL　23．　No．〕．1949．（3）W．D．　George．　M．　C．　Selby＆R．　Scalnie．　　　Precision　Measurement　of　Electriρal（harac−　　　teristics　of　Quartz−Crystal　Units．’1．　R　E．　　　Val．36．　No．9（1948−Sept．）（4）古賀：黙電氣と高周波　　　　　　　　　．k＿一．ダ（169）9ノt！；i’li�j；・＼鴛：t1、＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53・082．5粉末彊を取扱う分野においてはそれを構成する粒子の大さの・布形を決定しなければ定性的にも定量的にも殆ど無意味である．これに封する測定法の一試案を提出し，種々の勲から満足すべき方法であることを確めた・研　究　所山下博：典11．緒論・螢光放電燈の明るさを決定する諸因子の中，最も重要なものは螢光膜である・螢光物質の改良研究は今後の螢光放電燈に課せられた重要問題の一つであるが，同一螢光物質でもそれを粉末獣態でガラス管内部に塗布する時の諸條件すなわち塗着方法，塗膜の厚さ，及び粉末粒子の大さ等により螢光放電燈の性能に相當な影響のあることは周知の事實である．　一般に螢光物質は微粒子にする程その護光能は減退するが，硝子管への塗着は容易になるもので，この間の關係を見出すためにはその粒子の大さを測定せねばならな　　　　　　ダい．螢光放電燈に使用する螢光物質は一般に敷ミクロン程度の大さであること，及びその粒子の大さは實用上一定の粒に揃つていない，すなわちある粒度分布を有していることを考慮し，この二つの特性を測り得る測定法を探用することが必要である．こめ種の測定は粉末膿を当象とする他の分野に於ても最も屡ζ要求せられるところで，多数の測定法があるが1），顯徴鏡法と沈降法が普通行われる．前者は適當な倍率に撞大した富眞像中の粒子の寸法を多敷測定して統計的に求める方法で最も直接的であるが費用と時聞の損失が少くない．後者は流饅殊に液瞠中に粉末を懸濁させその落下速度がストークス則に從うものと假定して種々の方法で粒度分布を決定するも　　　　　　　　　　　　　　　　ノので，その最も巧妙なものに著名なOdenの方法2）があり，原島氏3）はこの改良案を出されている．すべてこの方法は沈降曲線の時間に關する二階微分係戴より計算するもので確度の誤に疑問があり，また測定所要時間が長いので温度その他の測定條件を一一定に保つのが困難で●あり，殊にOdenの方法はや入複雑なメカニズムを要し，’原島氏の方法は懸濁媒の選揮及び凝集（coagulation）の鰭に難謝があるようである．　筆者ば以上の諸賂を考慮して所要設備，時間，試料の量及び確度の瓢から先ず無難と考え．られる一方法を案出し，條件を攣えて實験の結果大艦豫期の成績を牧め，螢10　（170）光膜の研究に使用出來るようになつたので，その概略を報告する．　　・2．測定原慣’液鎧中に固題粉末を懸濁しこれに光線を投射すると．コロイド程度の分散液では選揮吸牧を生ずるが，敷ミクロン以上の粗粒子懸濁液の場合は白色光でも顯著な呈色作用を示さないことは實験的に確められている．厚ざdの液層への入射光の強さ1｛〕，透過光の強さ1，光路中の粒子敷をn（r）（たS’し大さ均一の粒子のみとする）とするとBeerの法則によつて，　　　　　　　　　　・　　　　　　一一an（r）d　　　　I　・＝　loe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）が成立する．たkNしaは懸濁媒及び粒子の種類にょって決定し投射光の波長に無關係な常敷とする．　松井元太郎購の研究4）によれげ・3〜40ミクロンの大さほk’均一の粗懸濁液について光の分散度を測定し，常数・が炭酸カルシウム・アルミナ・水恨化マグネシゥム等では懸濁粒子の総表面積に，また炭素，酸化鐵懸濁液では粒子線箇面積に此例することを見出している．この結果を容認すれば，懸濁質の種類に拘らず光路中の牛径rの均一一粒子についてはkを懸濁質及び懸濁媒の種類による常敷として　　　　a　：kr2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）考えている光路膿積中に存在する種々の大さの粒子の纏個敷をNとし，　　　　n⊂r）／N＝∫（r）　　　’　　　．　　　’（3）とおけば∫〜了ぴ一　　　　　　o．　こsで粒子を球状と假定し，Stokes法則に從つて落下するものとすれば，落下速度をVとして　　　　　v＝b2r　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）”　　三三菱電機●VOL．　23　No．　6・194911｝た．…告号（rp9　　　　・でσを粒子の比重．p及びηを液の密度及び粘度，　gを重力の加速度とする・　　　　　・　　　　，　液表面より垂直にhの深ぎの部分に粒子が一様に懸濁しているものと考え，（1），（2），（3）及び（4）式を組合せると・一・・　ex・｛一醐∫�j鰍｝　　　　　　　　　0爾邊の封敷をとり憂数をr→tに饗換すると　　　わ幽一・∫緬÷ンー�`・）　　　　　　　　　　0…　｛g：；，iJZ13，，，　，．＝，，・一一s（5＞式をtにつき徴分すると　　　　　　　　　　　　　1　　　　　5　　　」害ξ輌二2）t”2”’故に　　　　　　　　　　　　　駝2　・8）　　　触・2’）一｝　　　　　　　　　　　　＿　1すなわち粒度分布曲線∫（．‘　2　）＝五めは透過光∬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5の醐的劉幽より計算出來・÷岳．t2・・比例することになる・Aの値が知れ刈ま眞の粒度分布曲線が得られるが，一般には分布曲線の形状を知れげ充分な事が多いので，本文でもこの相封値を比較することにした．　液面でなく液中の任意の部分についても同様の計算ができるが算式が複雑になり，また實際測定して見ると表面附近の特殊腕態は考慮の必要がなく，測定時間も饒程短縮できるgl＞で，懸濁液の表面附近のみについて測定した．　3．實験装置1圃は實瞼装置の略固で，光源（1）よりの光をレンズ（3）で干行光線とし，懸濁液を入れた硝子容器（5）に投射し透過光を光電管（7）で受け，この光電流を檬流計（8）で讃む．光源は阜色が望ましいが強度及び形状の適當な　　　　　　　　　　　マものがなく，取あえず電磁オシロ光源ラソプを用いた・衝立（2）は直径25mm（4）及び（6）は25×34mmの窓粒度分布測定法に闘する一試案・山下／　　　　　　　　　、　　　　　（8）1圓　實験装置略固を有し，（5）は110×110×180mmの内容寸浩の硝子槽である．（7）は65型セシウム光電管，（8）は分流器を附した2．9×10−8Aの感度の反照型槍流計である．各部分の相互間隔は，光線が光電管に至るまで實用上窓く4）の大きさを保つ干行光線の範園で，しかも光電管に過大な電流が通らず，槍流計の振れが充分の確度で測定できるように保つた．　光線は液面に干行に入射するようにし，また液面附近の種々の影響を避けるために光線の一部は液面上を通つて直接光電管に入るよ5にした．　光源よりの距離と光電管電流とが實翰に供した距離の範園内で逆自乗則に從うこと，及び光電流値と橡流計のプレとの關係を豫め決定しておいた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　’／　4．實験方法試料粉末及び液媒は比重瓶及び粘度計でδ，ρ，η，を測定した・粉末の比重測定に際しては氣泡附着等の原因で測定結果が逼々になり易いので，煮沸その他の方法でこの舗を注意して測定した．　硝子容器（5）は洗襟乾燥し，液媒を入れ，これに秤量した粉末を少量宛撹拝しながら投入し，液温と同一温度L　　　　　　∫にするため20分位放置し，硝子棒で全麗が一様に懸濁するまで充分撹拝してこれを終つた瞬聞より時間を測定する・装置全鎧を室内光の攣化及び温度憂化による影響1を防止するために内面を黒く塗つた箱で覆う．　はじめ撹拝のため粒子はあらゆる方向の蓮動をするが，粒子の大さ，液の粘度，液量及び容器形状等により一定しないが大譜10秒前後で定常欣態に落つき沈降をはじめるようで，實験結果に見るように問題とする最大粒子の部分の測定は30分前後の時の記録に現れるか　　・ら，撹絆による影響は無硯できる．　光源は鼎燈しつCけると液温が上昇するからゴ言麟時の前に一定電塵で酷燈L光度が落つくのを待つて測定する．　光電管暗電流が時々鍵ることがあるので，以下に示す　，1は測定ごとに橡流針の讃みから暗電流によるものを差引’L・た値である．（171）　llt、、●　一・度粉末を混じて完全に沈澱させた時の透過光は，混　じない時の透過光よりも小さいが，’粉末が少量硝子丙壁に附着するためである・’これは後に示すよ5に測定の再現性を妨げない・　顯微鏡慕眞は水銀燈を光源とし透過撮影法によ、t）100ないし500倍に撮影した．後に示すように試料は殆ど全部球状でないから粒子の大さは等憤直径（最大長をノ’・これに直角方向の最大長をkとすれば，1／コ西めで表／した．2　圃　カーポランダム顯微鏡窺眞（×100）　　　写0，　　祁60　　　子　　佃TJO．　　敏4D↑ll］o，フ　　ー・！　　　　　　　●プ八‘　　・．Lt賞乏則f甚1婁文　1，810｛匿1ごピ．　　　　　10　　20　　．50　　40　　50　　60　　．nyo　’8〔｝　　90　　｛OO　　〕10　　120　　　　　　一撒子等伸直径（ミフnン）　　　、3　固　カーボランダム顯微鏡富眞による分布曲線5．粗粒子における實験結果比較的粗大な試料としてカーボラソダムの一一・＊9を使用した．倍寧100の．顯微鏡烏眞の一例を2匿に示し．その1810個について粒子の大さを實測した結果を3圖に示す．粒子直径は前述の等償直径で表した．縦横比が3を越すものは稀で，この程度ならスト・・一クス則による落下速度との偏差も最大7％位5）と見積られるから等債直径で大きさを表しても大差ないと考えられる．　粒子が大きいので液には粘性の大きいものを要し，グリセリンを選んだ・このものは粘度及び比重が温度及び吸潟度により饗化し易く，また吸漁性が大きいのでその12　（172）＼t測定には注意を要し，實験の前後について行つた．　　o測建條件　　光通路縦34m�u巾25mlnの中，液中の高さh　・＝　　27．5mm液外の部分6．5mm・　　室温　16．9ないし16．4DC．　　グリセリン温度　14・4ないし14．6°C．　　グリセリン比重　ρ＝1．230．　　グリセリソ粘度　η＝1．6，9C．θ．8．　　カーボランダ’ム比重　σ＝1．878　　グリゼリソ容：量　　1815cc・一β・・三駕・・一βα・織；；三98・　　　　　　一2　　＝＝9．16×10　（1）グリセリソ18　15ccに甥’してカ＾ボランダム1．6479を入れ橡流計と時間の關係を測定した．3回繰返した結；潤�dピ舗ン／饗！ll：カーボランダム　比　重　1．878�@カーポランダム�A　　　〃　1�B　　　〃1．647gr3．178〃6．418〃グリセリソ　　1815‘）C　　即　］n　40　i0　50　ケ04　圖液＼温　14・6t）　C上ヒ　　重　　1．230粘．度　1．609C．G．S　　一一τ晶璽）　・cousl？s　1・・】・い5声殉．カーポランダム懸濁液の透過光曲線果を4圖曲線1に示す．三種の記號は各回ごとの測定値で，この結果測定の再現性が明かとなつた．この場合の測定値と計算結果を1表に示し，粒度分布曲線を5騒曲線1に示す・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（2）次にカーボラソダムの量を3．718，6・4］8gに夫々増加した時の透過光曲線を4圓曲線2及び3に示し，夫々の曲線より計算した粒度分布曲線を夫々5薗曲線2及び3に示す．すなわちこの園からカーボランダム量を　Ht　　　　　　　三菱電機．・VOL　23　No．6・1949x、1奥　4圖曲線1よりの計算表時間暗電流橡流計1イτ　11∂∫」　　　　1　　　−　　H←＾▼　rc‘　　2　＿’　　　　i分f秒1＞i　aVifin，フレ五＝　D，−1）へ　　　　　　　　　｜『r亘・　　了寸一，1，lc212014．67一〇．641・5…［2．02×10−2　　2．11　×　10283．6318014．63一L7016，3311．80　　　〃　　1　4、82　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●68．3424014．60一2．6817．281．57　　　〃　　　8．12　　　〃59．1530014．62一3．5518．171．19　　　〃　　　1．02×　10352．6636014．62一3β818．501．01　　　〃　　　　1．34　　　〃48．4742014．60一4．6819．309．55×10−3　　1．78　　　〃44．7848014．60←．5．0219．628．33　　　〃　　　　2．24　　　〃41．9954014．60一5．8720．478．44　　　〃　　　2．74　　　〃39．41060014．60一6．7221．328．05　　　〃　　1　3．34　　　〃　　　　　　　　　　137．41272014．61一7．8022．407．77　　　〃　　’　4◆77　　　〃34．11484014．60一8．0022．607．22　　　〃　　｝　6．49　　　〃31．61696014．60一8．9723．576．66　“｝8．10グ29．618108014．60　　　　　’−9．9124．516．22“19．73〃27．820120014．61一10．7225．335．67　　　〃　　｝　1．11×10426．422132014．60一11．0025．605．00　　　〃　　　　1．24　　　〃25．224144014．68一11．802日．484・72　〃：1・40　”24．127162014．65一12．6527．303，72　　　〃　　1　1．44　　　〃22．730180014．64一13．2027．842．78〃1・・37〃21．540240014．67一14．0928．768．34×10−4　　8．18×　10318．748288014．65一14．31281962．50　　　〃　　　　3．85　　　〃　　　　　　　　　　．17．050300014．56一14．4629．0216．755330014．68一14．3929，071　　　　　　　　　　！1．67　　　〃　　　3．60　　　〃15．960360014．60一14．6429．24i8．34・10−・12・21〃15．3653900工4．58一14．6499．228．34　川　　一14．670420014．59一14．7229．316．66　　　〃　　1　2．53　　　〃　　　　　　　　　　i14．1或程度饗化させても殆ど完全に一一・致した粒度分布曲線が得られること，及び顯微鏡鴬賃にょる．3画の曲線と比較した曲紬彦と傷大値に相當する直径が大焙一・致ずることが判る．6，小粒子における實瞼　結果fi4lIi’　　！竿1壽！4♪9了＾：hi．∫．“ヤ＼へ　ももふk＼　　　　きコ　・＼’　　’＼、N’・こ＼　＼叉　　�@og’＼tlv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L−⊥一」．．＿，x，Wh，．一”一口　］0　釦　幻　to　50　釦　ワ0　80　tijn　囎　IM　｜2θ　蘭　1‘0　萄0’】m　拠　169　　　　　　　　　　　　直径？，‘s？〔い）次に中程度の粒度をもつ粉末の例として，アルミナの或種のものにつき，水を使用して測定した．顯徴鏡宮虞の一例を6圏に，その592個についての實測結果を7圃に示す．o測定條件h，＝28．〔bn7n室渚115．5ないし15．70（フ水温　　11．200水の容積　1820cc．水の深さ　15〔hnni，．cr　＝＝　3．64　　p＝＝LOη＝0．0126σ．a．S．　上記の條件で，アルミナの量を1．506，2．018，3．013，5．014gとして測定した各粒度分布曲線を8圏に示す．7圖に比較して極大の位置及び曲線の形状が大齢致していること，及び濃度の影響がこの範園では大して認められないことが判る．　7．液媒を愛化した場合の賓験結果上述の實鰍により，カーボランダムーグリセリン及びア5　圏　力一ポランダム粒度分布曲線粒度分布測定法に闘する一試案・山下6　圖　アルミナ顯微鏡富眞（×400）（173）　131’s　．　・，・『・Nド∵‘”i1∴一［、．．　　　　　，70　　　　　　：1　　　　　240　　　　　11　　　　　　；e　　　e■◆●’パ宮吊個敬　59？個●　　　●●　　　　　e　o、　　’　171’t−♪，．L，2　　4　　6　　8　　10　　t2　’14　　16　　18　20　　22　　　　　粒ヨニ早竿イ曽直t蚤（ミク0シ戊7固　アルミナ顯微鏡窟眞による分布幽線‖・よ蜘1，一＋一＋t　　　　　　　−一一◆直経2口‘，ロ’・1　　・　　8圃　アルミナ粒度分布曲線’　　　　　　　　　　　　　　　’　＼ルミナー水の組合ぜにらいては敷ミクロソないし敷10ミクロソの粒子にこの測定法が大艦満足に適用できることが讃明されたが，懸濁液媒を愛えた場合の二三の例につき読明する．　　　　　　　　、　先に用いたカーボラシダムにつき，液媒を次の種類に選んで測定した．　　　　　　　　　　（液温゜C）　粒　度　　（比重）　　　　　　　　　　　　　　　（C・G．S．）1．　グリセリン　　　　　　　　　14．1　　　　　1．621　　　　　1．2302．エチレングリコール　13．0　　　0．344　　　1．1143、　硫　　　　　酸　　　　　　　　　13．0　　　　　〔LO38　　　　　1．8J64．アミルァルコ’ル　　　14．5　　　0．053　　　0．821測定結果を9園に示すように大膣一致した結果が得られた一’（比較の便宜上，，グリセリシを使用した場合に極大値を揃えた）　次に小粒子試料として先に使用したアルミナにつき�d液媒を次の種類に選んで測定した．　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ14（174）　　　　，ノ’f　　　5　　！n『a“，1　11；　”9　　　三　　　：　ttfiNb．’t「，s．，、．s　、　　　　T’　　　　’f《‘，ール回　　　　〉　　　　　ち　＼�s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　、、　　　　　　r　　　　　　　　コシ　　　　　　　モ　　　　　　　へO　IS　鋤　知　切　50　■　SC　●0　●0　頂o　陶　ll・　tSC・鳩　　　　　　　直t蚤2r《ミ，ロシ，9回　力声ボランダム粒度分布曲線　　　　（液媒を痩化した場合）　　　　　　　　　、1．水2．アミルアルコール3．メチルァルコール4．四塵化炭索5．二硫化炭素6．酷酸ブチル（液温OC）　　粘　度　　）（比重）　　　　　（C．G．S・）　13．5　　　　　0．012　　　　　1．0014・1　　　　　0．053　　　　　0．82111．5　　　　　0．0069　　　　　0．802　11．5　　　　　0．011　　　　　1．63112◆0　　　　　　0．0039　　　　　1．27913．5　　　　　0．0081　　　　0．887　　　　　一一■”■t　c分｝10聞　液旗を塑えた場合のアルミナ透過曲線．　　　　三菱電機・VOL．23　No．k　6・194g＝一ト　　　‘1、｝　二硫化炭素だけは少しく帯黄色でおつた．　10園に透過光曲線の一一ge分を示すが，メチルアルコー》・＝硫化xxでは�eく・の紛・・現れ・轍ブチルも多少この傾向がある．この現象を観察すれば，粘度が小さいため撹拝後の液の流動が静止するのに時聞がかNり，液と共に流動した粒子が器底に衝突した後再び上昇し甥流の如き様子を呈することが認められた．酷酸ブチルの場合は黙線に示すように補正を施せば計算結果に大麗差支えないことが判つた・　10圃よりの計算結果を水の場合に極大値を揃えて示せば11圖のようになる．四盤化炭素を除き大膿浦足すべき結果を示している・　　　　　，’レ二古’輝11回　アルミナ粒度分布曲線　　　　（液媒を墾えた場合）　　　　　　　　　＿⊥推定できる時は，．r＝d　2の式より逆算して液媒を選擢することができる．例えt3　6に遠べた測定條件において極大値の測定に相當する時聞をt＝（σ／γ）2より計算すれば（2ア＝8ミクロソとする），　　　　　　　　　　σ一／÷語）bt−（・1・）31．水2．アミルアルコ’ル3．メチルァルコPル4．四塵化炭素5．二硫化茨素6．酷酸ブチル0．00760．0160．00560．00840．00460．013　　6．7分　　26．6分’　　3．3分　　7．4分　　2．2分　　21・5分となり，：：硫化炭素，メチルアルコ＿ルは不適當であることカミ判る．9．結語直径50ミクロン及び7ミクロン程度のカーボラソダム及びアルミナ粒子につき粒度分布を測定したが大膿満足すべき成績を得，本測定法が實用し得ることを確めた・　検出装置を簡略して工業測定用とする目的で研究を績行しているが，更に懸濁容器の形状，大さ並びに試料と液の最適量の決定，本法により測定市葛の粒子大さの範園及び粒子の種類（特に屈折率）と液媒との選澤闘係の決定等が問題であるが，次稿に譲る．蓼本實瞼に當つて蟷所化學第二課Pt崎技師並に無線研究課喜蓮川技師に援助をうけ，測定の一部は大阪大學學生谷尾清孝君を煩した．記して謝意を表する．！8．本測定法の實験結果に封する考察　，本測定法は上記二三の例で示したように大燈浦足すべき　　結果を示したが，氣付いた顯を追記する．．　　　液媒の選揮については比較的透明であれげ光學的には　　差支えないようで，粒子と液媒との屈折率の相甥値の選　　狸により異常現象を生ずるおそれもあるが6）この程度の　　大さの粒子では考慮する必要はないようである・11箇に　　おいて四塵化炭素だけが少し異常であるが，液の分子二　　重極モPメントの差蓮（例えばlels　e．s．uで表して水　　　：L85，アミルアルコール：1．83，酷酸ブチル：1．88，令　四鰻化炭素：0，）以外には原因が考えられず，今後の研究　　に侠たねばならない．　　　なお先に述べたよ5に最初撹持に當つて10秒位の誤差　　を生ずることと，測定操作上から分布曲線の極大値に相　　當する測定値の現れるのは少くとも10分以上であるこ　　とヵ望ましい．もし測定すべき試料の大陛の大さが豫め粒度分布測定法に關する一試案・山下　　　　　　　　文　　　献　　　　　　　　　　　　　i（1）例えばF．Skaup　y：Metallkeramik（Berlin，　　1943）　S．44．（2）仙波猛：電氣試験所調査報告第74號（昭5）（3）原島治：臆用物理ユLNo・2・77・（4）校井，野田，祠原，小山田：工化誌』臥昭7・　　1427．（5）W．B．　Kunke1：」．　of　App．　Phys．，ユgz．　1948，　　　1056．（6）　D．L．　Bishop：Bur．　Stand．∫．　Res．，12，19　　　34，　174．　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　，　　「　　　　　1t（175）　15ア1≡　　y一i’　・eT．　T’一’”　三ミ）自b動　射出成　型機　　・　　　　　　　　　　621．3i　6．78・621．979．4用　制　御　装　置合成樹脂製品の多量生産に適する自動射出成型機が，名機裂作所によつて亮成さ九その自動制御装置を，當示土で製作納入した．本文はこの自動制御装置の紹介である・・　　　　　　　吉　野　　敏　夫名古屋製作所　　　　　　　大’須賀　菊　次4N／　1．緒　4　言戦後我が國の市場には，いわゆるプラスチツク製品が時代の脚光を浴びて，我々の目に映る様になつた．中でも酷酸繊維素系の合成樹脂製品は，’それが持つ種々の特長を胤感なく褒揮して，エボナイト，セルロ午ド，べ〜クライトに代り，電氣器具，身邊細工用品，化粧用品，文房具，装飾晶，玩具・洋傘付周品等廣範園な用途に使用されている．　これらの製品の，晶質齊一で・多量生濠に適する優秀な自動射出成型機が，名機製作所で完　　．　　　1成され，この自動制御襲置を，當祉が製作納入したので，以下順を追つて読明する・2．自動射出成型機自動射出型機は，一名Automatic　inj−ection　moulderと言われ，原料である酷欝繊維素成型粉が，この成型機によつて，加熱，加堅，成型され，製品となる：liでの1行程は1二1・5分で’線て電氣的自動制御装置によつてこの行程を繰返し，蓮績して製浩することが出來る・’自動射出成型機は，1匿に示す様な構造である・その作動原理の概略を2圏について読明する．　自動射出成型機は，原料入口，加熱溶融部，可塑原料を成型する金型，原料墜搾用ピストン作動部及び型冷却部に大別される．　　　　　　　　ロ　（1）原料入口から入れられた粉末状の可塑原料は，自動温度調節器付の電氣加熱器によつて一定温度に加熱されて溶融　　　　　　　　　　　　　　　　　　’状態となる．｛6　　（176）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ（2）型開閉機構の電動剛1の始動．よつて澗いていた上金型は，型を閉じる二なおこの場合1置に見られる様に，金型部分の保護網が閉じていなければ，型開閉電動機が蓮韓出來ない様になつている．　（3）上型が閉じると同時に，ピストソ爾動電動機M2の始動によつて，溶融状態の原料は塵縮されて，射出目から金型の中へ強い感力で射出される．　　＼　一　（4）一定屡力に達すれば，電動機M2は停止し，一定時聞この状態を持績し，原料は金型中で加駆，加熱され‘成型される・1　圃　　自　動　射　出　成　型　機Wo赦／成理繍料型閤開’　上型　下型◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　†・、．已ストン・�`�d∵総．�`電動澱　Ml冷去P7K一ピストン駆動　電動総溶�`§犬態2　闘　　作　動　原　理　説　明　圃三三菱電機・VOL．　23　No．　6・1949騨黙�b’”⊇ごTpae・慨懸一騨＝謬二ご埠‘三1”繰汽竿�j一庵・＜□三寧・’鰹｛，x＼‘ξ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽．　　　　　　　　　、　　　　　　　　　二（5）成型が終れば，電動機M，｝は遣轄してピストソは鶴し，躍ぽ開き，製品が自動的に取出されてlme繊る．　　　一（6）一定時聞後上型が閉じ始め，＾（1）〜（5）の動作を一蓮績繰返す・　　　　　　　　　　　　　・名機製作所で完成きれた「ナデム」100型自動射出成型機の電氣装置以外の仕様大略は次の通りである．　　機械占有積面・・…・…一・・560×lpmmme　，�d“〜云ゾwの高さ………………1440皿m，　金型閉鎖力・……・・………30toパ　　　　　　　・　　金型取付最大聞隔………460mm　．、金型最大面積………∴・…260　×　300mRi2　，　　原糊出カ…・……・…・L・・最大14ton射出ピストン容量……・・＜40φ×100st「okう125cc　　製晶重葺………・……・・…1〜11μoz　　　　　　　　ミ　　　x　e　　騨射出塵一一一丁・・1000kgfcm2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　3・制御装置、　　．＾三I∴曹械型機の自動綴麟品は懐の勘であつて�d藷3剛制鋼の外蛤繊型機に鮒けてある・次に旦璃動制御の動作を1各行程順に設明する，自動制御め動作　＿竃は，各行程が重つて進行するので，判り易くするために　　ほ各徳を，姻のように勤した．・れと5唯路の展　議開獺・を瓢・れた…　　一、「∵’・讃（1）　原　糾　の　溶　融　　　　　　　　　　　　　　二’」：・灘中央上部にある願知から投入された醐醐　t’二1粉は，自動調節温度計で一定温殿に保たれた電熱器によ　　ミつて溶融される．この温度は，酷酸繊維素成型粉で膓　　，＼・ヨ・4・〜23・・C間の最樋聲瀧が選ばれる．　　　←ヨへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ（2）型閉じ行程の始動　　　‘　　　　　　　　　　　’て　　　　　　，　　　　’　　　　　　　　　．　，　’11：、1表　1　・氣　晶　一一魔　　　　　　　、・｛』　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　’　　　　　　　　’品　な　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’仕　　　　様歎量用　　　　　途取付場所　・◆ラー・罰開　　閉　　器　　函125・V・・0・・P・巳　　　源⊥機麟蜘央　べ　ヨ　．三　：預：’一雪　　　　　、乙子　　　　　　　　．双形開閉器cヒユーズ付）　　　〃　　　（　〃　）　　　〃　　　C〃　）’　　〃、　（　〃　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　〃　　　（　〃　）　　　　〃＼可逆電磁接鯛器日一電　流　纏　電　器熱働過電流纏電器時　間　纏　電　器自動調節温度計250V　30A　3P　　　　　　〃　　　〃　　v・　　方　　　　　　　　●　　　　　〃　　2P　　　　　　〃　　　身ノ　　　　　　〃　　1P250V　30A　3P−v　　’”　　　　　　　　　　　　●　　＿（横・河電機製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’型開閉電動機電源ピストン騨動電動機電源冷却水ボンプ電源加　熱　器　電　源操作回’路電源　1テス　ト　ス　イ　ツ　チ　　　　　　　　　　　　ー型開閉電動機ピストン願動電動機同　　／　　　　」二同壺　　　　　．己　　　　　　　　　　　　　　　　　　、塵搾時間，申間時間原　料　溶　’融　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　　　　司　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’機’髄外床取付　　　・　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　、x　　　　　　　　　，　　’　　ノ　　　　　　　　　　　ちo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　φ　　　　　　　　　　　　　　〉　舛操作盤　’押　　　　　　釦開　　　閉　　　器ラ　　　　シ　　　　　プ13暢動ボ戎型司全　　　。自　　　動警　　戒　　表　　示安　全　子　イ　ツ　チ抵　　　　抗　　　　器制　限　　開　閉　器　　　　　　　　　　〃・　　　　　　　　　　，1　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　2型開閉安全装置ビス．トソ騙動電動機型　　　開　　．　閉ピ　ス　ト　ソ　行程機饅上部中’央　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・機題内部右同　　　上”左機題右側部’．←一　　．　　◇＿　1・1　・≠当ぶゴ』　　　こ二＼三　。］”°』．　　　　　　F　　h　’・｛　　　　　r　°：　　　　　　、　動　機　　へ一電動機（ブレーキ付）　〃　　　（　〃）．　　　　　　〆　　　　　　　　　一　　　〃200／220V　50／60〜’1KW・8P・籠型200∫220y　50／60←3．5KW　6P．巻線型200／220V　50／60〜　　1ユ、　1．型　　　開　　　閉、●芦ピ　ス　ト　ン　駆動　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　「冷・却水ボン司・場合は碩機燈後部左機題上部右　　　　　　　　　　　−冷却水を永道より取’　　　　　　　　1、、、．　自動射出成型機用制御装置’ε吉野・大須賀　　　　　　　　　　　，（177）17三�`、F三三三E＝・‘三1；‘　　　　　．．一⊂’iti．三⊃ジー一二，’s．　一一’　♂iil三：6薗言操欄恒端動櫛一一・・　　　場合には牛自動用塑釦開閉器紅PB，全自動・　　作業の場合には開閉器STを入れると？ST　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　パまたは＃1PB）−L回路が出來，警戒表　　　示ラソプLが騒燈して運麗猷態に入つたこと・、　　を示し，型を開く時にのみ消ピて，1行程のご　繊ことを示す様になつている・また嚇に　　　　＃lbTST（または、＃1PB）一＃3PB−・一＃2MC輻”　　　一一＃ILSb−＃2TS　7＃4PBの回路によつて，　　　璽開閉電動機M・の接騰＃2が閉路しf上　　　型を閉じる方向に回轄を始める，型開閉電動　　　機は，7躍に示す様に成型機の背面に取付け　　　られそいる，’なお型の蘭閉を手動で行なう時　　　，には，ハンドルも取付け出來櫨に特殊な軸　　　端になつている．t　　　　（3）　ビス●ン前進行程の始動　　　　型開閉機構には8薗に示す様に，型開閉電　　　動機M▲によつて，蓮動して回轄する特殊形　　　状のカムがある・型開閉電動機が，型閉じ方　　　向に回轄し始めると，カムが時計方向に回轄　　　し第1のカムが右下の制限開閉器を押すと，　　　その接馳＃1LSaが閉じるがまだ＃1LSbは開　　　かない．．接鯛器＃2が閉路しているから補助　　　接腸子＃2aも閉じている．從つて＃3MCが　　　属珈滋され，　ピスト叱騒動電動機ク）接鯛器＃3　　　が閉路し，ピストンを前進させる．網MCは　　　�q時に＃3a・を閉じ，＃2LS−＃3a−＃3MC−　　　＃4bで自己保持の回路を作る．　　　　　　　聖茸綿’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピストン．　　　　（4）塾閉じ行程の停止　　　　　　　　　　撮構　　　　カムの回轄がなお進んで，制限開閉器を第　　　2のカムで更に押すと＃］匹Sbのみが開き，14r’　　　＃2MCは開路し型開閉電動機は停止し，この　L、とき型蹴全に閉眺る・しかしピ梨・の’　　　みは前進を績ける・　　1　（5）　ピストン蕊進行程の停止　　　　　　　　’．ミ、3　　園制御込ム画2一鑛“紘盛、感磁1，　・ご終端で駆動電動機に大きな電流が流れOCRが開路し，　　、ピストン願動電動機は停止し，ピストンの前進はその位：’置で停兵する・　　　　　　　　・。v　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　／　　　　’　　　　　　　　　　　・，　　（6）堅搾時間こ、　u’xFソ前進確の始動噸（3）で述ぷ様に・拠i’　　　　」8　（178）　　”　　　　　　　　　　　、1．1‘　’　、！．　ピストンが前進すれば，制限開閉器＃2LSは開路ずるが・＃2LSと並列に電流幽電器OCRが入つて「いるから，ピストンは前進し，溶融状態の原料は金型の中へ強い塵力で射出される．このため，．ピストン前進行程の最　　　　　’．　　　　　．fil・問一　　　　、　4圓　　作　動　行　程　露　係　圖Saカζ閉路する，ど，’＃　3　MGに並列に接績されている塵搾麟臓電器の電磁線輪が働磁されて’）接籍＃1TSが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ開路するが，開路している時間は，必要に懸じ10〜50秒．間自由に調整出來る様になってL’iる・從つてピストンは，ば：この調整された時間だけ，原料を金型内へ塵搾したまS停止状態を持績する．、この時間を塵搾時間と言つている．一方制限開閉器の接顯＃　3．LSa，＃　3　LtSbはピスドソが前進すると＃3LSbは開路し＃3LSaは閉路し，ピストンが後退の最終端では＃3LSbは閉路し＃3LSaは　　　　　　　　三菱電機・VOL　t23　No．6・1949｛i■PH●『：酒丁戸＃ISw’＼疇2sww3SW　　　　　　　　　　ロしロ算65w　冷韻瀞ンア・亘肝唖郵　一x抵愈，’5KWt55W■lb　’⊥ntPBST　・珊・ZMC　；9Sbi　T〜一　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’呼4L5　特2b　　疇U寵．竺・＼　一．．．．t　t　　’2TS　／一剥　　　　　　’i2va　／　・　’　，’Cft　a“Srgb・4P8・2べ†脇’rr−−lius　　．．＿e3a　，’，ら配嚇りTR＼爵9WOgR　　　／　　・1〒S　，’　　＃Sb’　　　　．4岡C、、1　’　　f　　　　　＼・3u｝巴5　圖　　自動射出成型機農開接績固6　園　　操eeesする・一定聯綱後遮電器の麟ヨ＃1STが再び閉路すると，＃1　ST“　＃3b−＃4　ヌMC−＃3LS・の回路が出來る・從つZ，ピ：《スFン駆動電動機の接鯛器＃4MCが閉路　　liし1ピストソは後退し始める．　　　　　　　i　9畦10職，ピか瘤動鋼殿ぴ　一｛ピ淋ソと搬開閉器＃2品＃3LSの戒’、；付いている状態を示す．　　　　　　t−・ピストン躍動用電動機は巻線型で，ご爽抵抗器を有し，この二次抵抗値と電灘電器OCRを調整するヒとにより金恥の射出原料の塵搾塵力を適當に調整することが出來る・　　　」　（7）　型開き行程の始動　　　　　　！　、　前述の型開閉電動機と蓮動するカムによつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K’‘て操作されるもう1個の制限開閉器（7圓左上）＃4LSは，型閉じの状態では閉路している・一方．ザスFン後退の最終端では，前述一，：．作盤sく　　きt−　v　　　，　　’　　　七・・＿。＾≧vx　．へ、．，　．．；’v　　　　　　7四　　成型襲背面に頁付けた電動機型開　　　　・　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　’／　　自動射出成型機用制御装置・吉野・大須賀：毒、嚢　の棲に制限開閉器＃3LSbは閉路し，＃3L．　Saは開路するrdr，この開閉は＃3LSbが閉　路してから＃3LSaが開路する．從つて，ピ　ストン後退の最終端そ，＃4LS−＃2b−＃1M　C＿＃4a−＃3LSb一纏PBの回路が出來て型開閉電動機の接鯛器＃1MCが閉路し，型。」　は開き始める．同時に＃1　aが閉路するから‘’ご還�c�f謬�f∫］　は自己保持をする．　　　　　　　　ご　．−1＝！、（8）ピ”“ン後漸程あ停止　　　一ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｛　　ピストンが後退しSSつ塒に・制醐麟∋．1　3　LSaが開路1し，ピスト＝ン願動電動機の接　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：i　鯛器＃4MCは開路し停止する．撫璽鷲鷲。は綱囎三　　（10）　iSlの型閉U行程の始動　　　．　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”1・」　　前述の醐き行程の始動の項の醐べた，．1　様に，制限閉器＃3LSbが閉路すると伺時／三｝・，　＃・MC磁列に接績さ楓・る中輌三　間縫電器の電磁線論が働磁され，接給＃2T　S、が開路する．この時聞縫電器は前述の堅搾　「　時間縫電器と同一構造のもので，調整された時蹴翻び馴・T・が閉路す・．＃・］冨翫嶽巖灘三！2M当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司　　　　　　　　　　　　　　　（179）　　19　’　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　．f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　Lrr　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ　　］　　　　　　　　　．　　・　　　　　　』’こ�d　びτこF　・’”＝’．言．一で　．．．一で≡’‥う■●8　岡　　型開閉電動取連動するカムと制限開閉器　（11）保護及び試験裳置　電氣的の保護として＃1〜＃6SW電源開閉器には，それぞれ適當容量のヒユーズが付けてある・ピストソ駆動電動機は，熱働過電流纏電器TRによつて保護する・ピストンを試験的に蓮轄する場合には，押釦＃2PB（6圃操作緒のポソプ）で行うことが出來る・また押釦＃3PBへ（6闘操作盤の型開）を押ぜば金型だけ任意に開くことが出來る．安全スイッチ‡4PBは，金型部の保護網が閉じていなけれぽ型開閉電動機が蓮轄出來ない様に，保護網の開閉動作と連動している．　　4．時間纏電器　制御装置あ各動作中で述べた様に，ての．　自動制御装置中には堅縮時間と，型開き’　から型閉じまでの時間を司る2個の時間●一懸、　　　8　圃　　ピストン駆動電動機及び制限開閉器20　（180）‘＼’10　価　　ピストン駆動電動機及びその＝突抵抗器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　三菱電機OVOL．23　No．6・1949　’“1’一・ξ干，・’，“，＝st’‘w≒マ子一：二＝’て＝〒　：．，　　　　　一　　ン　　　　　　　　　　　　　　1ジ�c窃：・，　　　］r−　　　、・ユ〉’tth．．1∵：・・’”i・’s”、’・嫌；＼、1∵ご丁ニー二二ご一庁一司11　　圖時　間　縄　電q‘器つ’「’醐頗翰二］　　　　tO−L〒◎6：一．−lll1，1　　　縫電器がある．爾者とも同一構浩のものであつて，何れ　　　も常時閉路し，信號電流が一睡通じることによつて，調　　　整された時間中開路し，調整時間径過後は，再び閉蹴　　　態に復蹄し，しかも調整時間は0〜50秒の間の一定時聞　　　に，外部より自由に設定することが出來る特殊な機構の　　　ものを使用しているので，これについて，今少し述べて　、　見たいと思う．　　　　こφ時間織電器は11圖に見るような外観であつて，　　’原動機にはワーレンタイプ，シソクロナ、スモータを使用　　　　　ヂ　　　　　　　　　している●で，周波敷の鍵動により絶封時間に封して　　　1ま，、幾分の課差を生じるが，この自動成型機では或る調　　　整された短時間を，反復動作しこの時間を常に一是に保　　　てば良いので・上記周波藪による誤差は；ほとんど問題　　　たならない．、またこのスイッチは，使用頻度が極めて大　　　諺あるから，接黙には銀を使用し，作動機構には，トツdi　　“グル撰構を探用し蓮断，速接になる様にした．・　　　　　、・　　（D構造の大要　　　　12圏は接績圓を斎し，13圖ぱ機綱を示す・　　　　13四は信號電流により，電磁石が働き，從って時計　　　部が蓮轄され，規定さ硫た時間の最後に近い朕態を示す．　　　　以下各部について説明する．　　　　＼　’　　　　（a）　時間調整装置　　　　、　　’　　　、規定時間は，成型する製品の大きさならびに，可塑原　　、料め材質等により決定されるもので，これに甥する調整．　　　はi3圖ツマミ�Hの回轄により�K�L�Jをへて�Nに僅えら　　　れ，黒指針�Eを規定時間の目盛に合せる．　　　　（b）・時計装置　一、　　　　1　　　　歯車�Bは同期電動機�@の軸に直結され1r．　p．niの回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　へ　　　轄が與えられ，これが中間歯車�Cと噛合い成型機運轄中　　　は，�B�C共に常時回轄せられる．，次に作動板�Aは，歯車　　　�Cを持ち，�Bの軸を中心として�Cの重量により輕く反時　　　自動射出成型機用制御装置・吉野・大須賀s　　・2電磁丘猿輪コ・◎5：口一　　ヨ．藁／灘菖　　　　調　　　　；ぷ　一　．，12岡・時間総電器接績圃　＼’f、9　　　　　　　　　　こ　s計方向に回聴し得る構浩である．‘1撤難噛車�Gと赤指針�Fは謂整用黒翻�Eと伺�m軸にあり，歯車�Cど噛合つていないときにば☆ネ�Iに1よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲113陶tl　Nilに髄べた様に信號電流｝芦つて電磁石が．働き，時計部分が蓮轄され調整ミれた時間の最後に近い状態でおつて，この状態より更に�Fが回轄して目盛の零．を指示する瞬間�Qはバネgg）に抗して�Oの上端を押上げ�O・の下端切かき部と�SとのかSり合いを外す’　iごのときベネ�Mにより作動桿�Sは落下�d�S上部ツバが�AのA部を押下げるから�Cと�Dとの噛合いは外される一，　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　（181）　’2f‘〆幸きllt！l−」騨竺塚畢煕で1寧響司で葺�nで工弊ぎ竺’w�n・響�nぎ［詮　　c　！一　一’　　　　　　・　　　　　　　　　　　　’一乏�n　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　・　　　’、1：1三　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�j　　　　　　　　　　！罎ごピ串亀鷺’1，［B’秦�f議�f；�`禦遼曇ご魏麟�n’型謝るの砒し滅撲中で自動的に縄された願じぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼転・22（182）　　　　　　　一　　　　　　！bE“　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　．1い　　・．　　−　　iE−’　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆■　’　　　　　　　　ノ　　　　゜’ぷ　．L＿t　　　　　　　　　　，　　一　　　　　　　　’イ　　　　　　　　13箇　時間槌電　　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　9�Cと�Bの噛合いが外されると，�Dはバネ�Iによb自動的聾�Qは�Pに突當つた位置まで戻される1別にスイヅチ部’は�Jの落下により2組の接勲�S�Sは同時に接となり，次の信號を待つ状態に復蹄する／　　　　　　　　　　一　次に或る時間経過して信號電流が來ると，�Sの線輪は旙磁されバネ�Mに抗して�S�Sを押上げると�Oは�Rにより反時計方向の回轄力を受けているので，�Oの切かき部と：�Sとは引掛リスィヅチが断となつても電磁石可動片を吸　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト引した状態に�Sを保持する．　　　　　、　　　　・．　時計部分は�Jが引上げられるので�AのA部は開放され�Cの自主によつて�Cは�Dに噛合い，�D乏は回轄し調整された時間だけスィツチを箇の状態に制御する．　　　　一t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　　　　　　、　5結　　　、言　「壁機構回　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　9　　　　　、　　　t粉が豫あ溶融され，それが非常に高い堅力で自動的ぱ金型内へ射出，冷却し，成型されるので，從つて自動射出、成型法は手押法に比し大量生瑳が可能で也るから，製品原債の低廉，・自動的操作による人件費の節約，手押法に比し高堅，高温を用いるので一般に機械的性質は優良，また型の永績性と相侯つで，同一め型を用いて完奎に同．一規格げものを多量に製造することが出來る等有利な特．長を持つている・　‘　　・　　　・、　最後に本文を書くに當つて，格別の御配慮、御協力を頂いた自動射出成型機の製作者名機製作所殿の御厚意を，深謝する・　　　　　　・　　　　　　　　　”φ　　　」＼N’’　　E菱電機・VOL．23　No．6・194’9　　1y＿二・一：1三�n�n竺丁で竺瓢ご叉「1アニザ三丁�n言7で∵’一巳二∵�i鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’　liIオBR　　　　　　　　　三　輪K型　イ　グK　　型昏自　　車ニ　シ動用　．新　ヨ’・ン縮亀型　電；t−’装ダ　イ　ナ　　調　　整　　　　II｛晶・三モ器　　　職前昭和8年頃からオートバイを改艮し後方に比較的大型の荷箱をつけたいわゆるオーF三輪車なるものが急に稜蓬　　　　し，非常に重fih；られていることは御承知の通リて64るが，當祀においてはこの頃既に製作を始めていたポツシ　　　ユ型の黙火用断績裟置を持った小型充電麺電機すなわちB型イグニシヨンダイナモ及びこれとほS“同目的で　　　作幼ている曜とasするマグ朴一財ナモtcのかトミ輪sme・Lて世t：・mっゼ來た．瀦麹、　　　　，’i　　　型であUtaがら纏セの輪おいて完全な機能2fi・L，製法礎歩に俘い猷に亘る改醍加えつつ’　　　　　　1　　　霊鑑遼難�f蹴灘豊麟�f鷲よ・ゼー’t　l　　　果車速の向上に伴い前照燈の明るさを増すため充電装置もその出力をゼ倍近くに　　　　　　　一　1　　　　　　　’”k．　　　増大する必要が生じてきた・こ醒求に答え・かも・唯勲充離縦得　　．　　　　　．還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姫路工揚　宮　　崎　　秀、’t夫，、．　　　　　��、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　ロバ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．…出力・1・35Wから・・WほつたSめ容ts・・Pt足’．ヌ．・慧�c撒懸羅�f購鴎鍵撫灘§�mぬ⌒擁　　　　繋き：ξ｝罎灘ぽ凱鷲・驚�f蕩�f驚慧繊は鞠冷　　　　が出力はB型が35Wであつたのに封し60Wと大容量　　　れ・蓮轄は静かである・　　　　　　　　　　　　、。　　　　になつている．また電麟1整器に欄跨詮でしか轍　　（f）纐搬が鎚さtuより膿な作用をする・　　　　鷲遼轍灘徽講鶴こ：�lの懸鷲灘蕊鴛・剛1　　　　る．纏器蝿が紗大型になつたSめ難機から臓　　　た一　　　’　　　，　　’．　・t一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　．　　　（1831魎’灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　．　　　　　　　・　　　　　　　　　　t　　　　　　γ叩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　’：董�`　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿’．、1寸　　　　・　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　�d”　　．…　　，，　　　．’　　　…．繍・sXll▽wtTfS訂ε一ア三rlItrli：’ト［、、ミでこ‘’ジ三：・町．学で�n一三三∴で字六三工・一苧三�nr云・る從來のB型に比して饗つた主嬬は，駆調整器紛　　（・）噺聯及び蓄窒器離されたことであるが・構勤大要は3圖に講鋤で　　駆動輪醐磯のクラソク蜥）丁酔分の速度で臓あり，取付寸度はB型と全く饗つて・L・ない．全髄の構浩　，　する．断績器の構造は3匝に見られる様に，カムによは・馳火用鰯績器のカム軸を護動機鮎火に好都合な低速　　　つて動かされるレバーの先に接顯を有し，この接黙とに，褒電機丁　一一マチュァーを能率の良い高速に蓮轄出來　　　固罐鼎との間で盤火線輸）一次回路を開閉するのでるよう・歯車で約4倍に速度を上昇している・このため　　　あるが，このカムは駆動軸の他端に形成せられている．比較的小型でありながら最も完全な錨火と，大能力の充、　　BK−1型すなわち単氣笛用あものでは駆動軸1回轄電作用を行う事が出來るのである・　　　　　　　　　　，に，1個の火花を護生する・すなわちクランク軸2回、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　ψ’　　　●、’dノlll　1−．［1三塁11ドξニドト！．・　‡ttピ∵，｛　tじド1！−91い’，『／σ　・」　．午’■4＿＿　，　　　　　、1�g，一�d1�e＼r，’終ド�d1圓　　　，・2　圖　　BK型ダイLtモ結線固20（184）　　＼　　s●＼3圓　BK．型イグ昌シヨンダイナモ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱電機・VOL．23　No．6・．1949　　　　　　　　　　　　　　　　　　●《f、一哨：礁璽煕ζ≡．｛字�f欝11照『讐＝�`でs巨こ1警叉謬で叫、乙’響1�n●、、（勾　　　轄に，1個の火花を登生することとなり・護動機側の　　’要求に全く合致した顯火数が得られる・この場合電力　　　消費め少ないB　r’1型イグニシヨンコイルが賞用され　　　るが，一般自動車用のコイルを便用しても差支えない　　　BK−2型ではカムの突起は2個になつており，2氣笛　　　の車に使用される．イグaシヨソコイルとしてはB−　　　2型が用いられる・　　　勘績器可動片すなわちレバーには，特殊強力鋼板を魅ノ　　延成形したものが使用され：接鮎には高純度のタング　！　　　ステシが使用されており，確實な電流の飽績が行われ　　　る・脚績器の嵩火早め角度ぱ20°になうているが，こ　　　の角度は質動様の蓮轄｝伏況に野して最良の貼火位置を　　　求めるに最も好都合の角度と推奨されている．・　　　断績器に闘連して蓄電器が機膿内に装着されているが　　　容量は0．25μFで，而撚耐振型のこの蓄電器は，接鼎　　　の保護に申分のない性能を持つてぶる　　（b）　歯車緩衝装置　　　大小一組の歯車を使用し，4、16倍に速度を上げている’　　　が，吟味された材質に最も適當な熱庭理を施し，1個　　　1個嚴密な橡査工程を経た歯車にはB型時代から多大・　’　の繕讃を得ている．大歯車の中には特殊緩衝機が装置‘　　　されてお力，蓮轄中外部から來る大小の衝撃によつて　　．各部が損傷されるのを防いでいるが，この装置はB型●，t／1　　’　　　，　に比してより確實である．（c）ゴ登　　　電　　，　部　　　　s“’　　　●．�dや1，℃’、・字・’一：’　i・・歯車を経て高速に回轄する様設計された襲電子は，從・kgl�dll’繁のB型に比して約60％大形であ喝・改良された耐ノ　熱型整流子ど共に良く大出力に耐える．’　　　　tt　フィルド捲線は最も簡阜な一1個のコイつレからなり，一　；t端は接地され他端は端子を経て外部に出るが，この端一子は電堅調整器の醐子に結合さ缶自動的に調齢・2｝た・イヲレ晴流が湘・て，バ定電as式の特長を登揮する．刷子は良質な金周黒錯質のものが正負側に　各1個使用さね，大きさは、5粍×10粍である．　4．自動電璽調整器　t／t・t　tt　　　ご　　　　　1　　　　　　　　　　　　・1圃の様な外観と，4圓の様な構造をもつている．圓か「らわかる様に，定電塵用リV…一�Jと，充電スイッチ用リv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨヘレ＿�Sが，並んで取付けられる．銘板には骨組となる結1幽線固と簡箪な調整法が記してある．（a）停止時には�@リレ；の接馳は開いており，護電機．�@側は2個のリレー蝿塵コカ・とフイ＿ルドコイル　に蓮なるほかプ外部にはどこにも接績されない・（b）稜電機の速度が上つて，電塵が約’7Vになると，　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　び　（約450r・P・m・）最初�@リレーが作動し，その接顯が閉：一一　じ，蓄電池は充電朕態におかれる．しがしこの朕態で．、　〆’　　L　　　一“，　・、4岡RK型自動電屋調整器かト三輪朝新型電装晶’BK型イ4’i・s　a．ン肉喪RK型自動電樫調繋・宮崎L’’　｛’・　♂　　　　　・　　　，　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　’　、　　　’．　，’●一（185）25　　＼v魯一、’ll　　v’＼　菖」，．．』、・冥逗．9で、’三．・．、；“；：／’‘、LL　　　．、　二吊帆Tt’　tt誌、．を［ILJ・iこザレ　‖・’〃，、’琴警甦ぎ曇’i　r．：ア響ぎ三寧三寧三二ぎ欝11・寧一瞭、響轡■　　　、’、壕喜（識常昂六レ　　■一蓄電葱唄着　　　　　　　　t．　　k　；k　rk練／　　．　　　持婁（嘉欝閉｝　・、　／・　　　　　　6◎）B　一7i‘“「eド捲線◎B＼ee∂・主捲線s渣妻8稼●7一マ‘f；）　　　　　　、◎減紡（・レーム全休◎酬ε｛糠剰　　　1・　　i諭　　整　　h　　ち碍定電r＝・りト◎　　　　　　”　5國　R−K型　自．動電　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　は回轄速度未だ充分でなf，くジ2A程度の充電電流によ’　’　る電機子反作用その他のため端子電塵は6〜6・3V程t−　　．度躍下し・充瓢力昧だ粉でなし・、一＼　　、．（C）、回轄速度がこれよりやム増加すれば電堅は増夫す　rf膨�f欝禁悉譲�l；：：一　　　g）電磁石は弱められる・從つて再びこの接鮎は接績さ、　　一れ，かくしてブイ’ルド電流が流れると電塵は上昇す　　　る．この動作を毎秒数十回繰り返すことにより，結局　　　　　　　　　ダ　t，畿電機の端子電匪は充電に好都合なほ9“一定の電堅に　　　保たれる事になる．理解を容易にするためフィールド　　　回路が断績されると云つたが8實際の回路は5園に示　　　されてLrる様にフイールド回路に直列に入つている　　　’409の制御抵抗が，接嵩により短絡されている瞬間電　　　堅は上昇し，短絡されない瞬聞re電塵は降下するので　　　あるが，この場合のフイールド電流の憂化する状態，　　　及びこれに俘い自然に護生する端子電塵の輕薇な脈動　　　の猷態を6田のオスシログラムに示す．この様にして　　　ほ父一定の端子電塵を得る事が〆定電塵式の根本原理ロヒ　　　　　　　　　　　　　　ヘド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　場合（15km／レ程度以下）以外，どんな速度で走つて　　　一，れる過充電を起す心配は全くないわけである．　　　26　　（186）　　　　　　1　　　　．　　　．　　　　　　’　　　　　　　“　、　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■魑主庄■eA己x｛e÷り‘一　（D麿調整器結’線回10vワV5V　　　　　　　　　、端子電圧　　、　’←　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�S芝｝‥　フィールド電流．”°諾．　　　一→時闇．7V2AfAN　　　　6回　フイールド電流と端子電躯の脈動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（駆動軸1000r・p．m．蓄電池負荷8．Mの場合）　　（d）極めて低速度になり．，護電機の電麿が降下すれば，　　　約400r．p．m．の時�@リレーが働き，この接鰍は開い　　　て・蓄電池との蓮結を蹴ち，大きな蓮電流にょり，諸　　　捲轡幽される事を防正すると同時に，無益な電池げ　　　の潮謡を防いでいる．　　　この自動電堅調整器に再調整の必要が生じた時は信頼　　出來る電堅計によつて，端子電麿を測定しながら，各リ　．V一に1個宛着いている調整ねぢをジ下記に從つて調整　　する事により簡里に行い有られる．　・　　　　　一　　�G　調整（定電匪特性の調整）　　　先字⇔端子ふらパネルズィジチ等に行つている電線を・，　　　　　　　　　　　　　●　　　夘し・車の速度が20粁翻上のeessrよわちダイナ　　　モが700；．p．m．以上の時（iOOO　r．p．mtが良い）�I印，　　　の下にある調整ねぢにより⇔端子と機髄との間の電屋　　　を7・5Vに調整する．　　　　　　　．．　／　　1　　�@調整（充電スイジチの調整）　　　�Q調整が終つてから，Xtlタモの速度を落した後，徐　　　　　　　　　　も　　　々に速度を↓げ，やはり◎端子に入れた電塵計の指示　　　　Pt　　　　　’三菱電機●VOL．23　No．6・1949　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　＼　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’t　　　　　’‘璽，撃〜で巳懸�c1響1三警寧轡1一讐で響：饗煕黙響�n一　　‘　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　ノ亀　　　　　　　　’s．　　　　　　　一．　　　　　　　　　　　　　　　　’N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1　　が7Vになつた時丁度接鼎が閉ぢる薗こ調整する，　この場合　　�Sリレーは調整ねぢ1廻轄により》端子電堅を大約　　2．5V鍵動させるgとが出バ締めれば電堅は上昇し　　弛めれば隆下する．　　�@リレ声は調整ねぢ1廻轄により；閉路する持の端子・。電塵が大約1V憂動し，締めれば上昇し，弛めれば　　降下することは⇔リV一の場合と同様である・　　この調整方法は銘板に書いてあるのと同じ方法であ馬　が，これ｝こよつて實用上ほ蛭完全なる調整が出來る．ど一’うしても充電能力が不足勝ちな車の時は，�M調整のねぢ　を約1！8廻轄締める様にすれ｛主よい．電堅計なしで1／8　廻轄以上調整する事は決してない様注意することが必要　でSる．　　　　　　’　　　一　　・　　その他5Mに見られる様に，各リv一コイルに電流捲　線（太い捲線）一が敷回捲かれているが，定電麿用リV・一一　た2回捲いてあるのは，事故その他O：場合に過大電流が　流れないためでダイナモ自饅を保護している・充電Xイ　ツチ用リV一に10回捲いてあるのは，一旦閉路したら　こ刈こ流れる電流によつて，’嘉黙を確實に接着せしめ振　動等によつて開放しないためと瞬時逆電流によつで，開　路動作を確實にするためである．　　　　　　．　　V．　　以上でRK型自動電麿調整器め構遙調整法等を説明し　、　たが，・かくて一定電堅に保たれた充電護電機は，完全充　電の状態にある蓄電池には殆N．ど充電電流を流さず，’放　電して電歴の降つた電池1〈ldX充分な能力を以つて短時間内に充電を完了する・〉イトを灯et2。ば回路のaseeth・や　　　　　　つ　ふ降下するため，大電流を褒電し寮間は小電流で蓮轄す　ると云う様な，しかも速度には無闘係に凡ての使用状況『’iこ全く合致した，理想的な蓮轄状態の調整が自動的に行　われるものであり，故障の原因となる様な構浩をもたな　い本自動電塵調整器は非常に喜ばれるものと信ずる・　5，性　　　能　　　　、蓮績蓮轄で60Wの出力を持つこのイグニシヨンダイナモは，完全な定電駆特性を持つた充電難ζ，最も確實な鮎火用断績器を備えている事は，前記の通りであるがそあ中特に充電装置についての性能を遠べる事にする．．定電塵式充電装置の特長は，電池の充電状態の程度により，ξまた負荷の輕重により，自動的に護電機の出力が調整されることのほか，定電流式すなわち第三刷子式の護電機｝b9最も適當な或る回轄速度においてのみ，規定の出力を出し得，’他の速度では呼構の出力さえ出し得ないのに甥し，短時間の負荷ならば，定格出力の2倍程度の出’力さえ持つている鮎である．本機の60Wと構する出力／、　も，この性質によつて非常に無理のきく値である事を了　解願いた、・・　　　　　　　　　　　　　　　．　　＾　　7園は本機の温度上昇曲線であり，この曲線から60W　出力の時，約2時間で温度上昇が47°Cとなり，これよ　り長時間に亘つて蓮轄しても，温度はこの値以上にはな　らないことがわカ）るが・，このことはこの！護電機が60W　の適績運轄に充分耐えることを示している・　　、　　参考のため80W及び100W負荷の場合の曲線を示　　　　　　　　ク　したが，短時間ならばこの様な出力も期待し得ることは前に遠べた通りである．實際の使用状態を考えるためユ0ムHの電池と組合せた場合を例にとれぽ＼端子電堅が　5・3Vに降つた様な過放電蓄電池の場合でも，最初ぱ　8A程度の充電電流が流れるが，充電と共に次第↓こ減少　して，4A程度が績き，約3時間の後には，ほS・完全充　電の｝伏態になつて，電流は1・’5A程度に低下してしま、うのである・　　　　　　　　　　　　・　　8園はこの場合の充電電堅と，電流が時間と共に鍵化・£1：o’　　弓0　　60　　90　　i20　’　　　　　一運転時簡｛分）　7圖BK型イグニシヨンダダイナモ温度上昇曲・　　　　　　　　　　　　ク　　　　線1500r・炉m　・、　　’’s　　　（3m／seC程度の逼風状態で測定）ll　8遇7認6ne　5　4　5　z　　1端子電臼纏電田避隈底，●オー＼b三輪車用新型電装品BK型イグニシevダイナモRK≡型自動電魔調整器・宮崎、．9N’一／　、胃　　1弓’　署　　碗　’lil’L，∴習　　　』，isiL冒ζ　］；］胤鶏‖オ］劃　　　　　　藷　　　　　’1却．　　’薄∵噸　　　　　　、fL「・　　　　　　　、　　　　　　　　　　　／ク’　　f　　　2　’　3　　4　　　　　　　　　・充電日寺閤（踊）．＿L−一一＿一：　　＿　＿＿＿　　　イ1．駕8団　BK型イグニシヨンダイナモ充電掃性例fOAHxe池を亮全放電の維（閉路醒約5・3V）＼　当から充電する場合電流が充電進行とともに自動的　　　　・コ・・靴してゆ嫌を示s“　　　　∵員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．：〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　却　　　　　　　　　　　　　　　　　（187）27　　”1’・’1　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”，！v　”パs　畠εぎ；：’暫誓三一一’鷲寧7．巳：∵＝t　　A‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　iLo：　。9　　・　　　　　　　　　’　　　　　　”；　　　　　　　　　　　　・r∫・するmeを示す撒値で癌糊になつ醜遜の上昇f−”　　　が見えない事と，電流が低下する様子を見れば，電池が1’：　；．：　如何に保華されているかがうなずかれる．’『この曲線から1．⊇、∴　もt’かる様に，他に負荷なくノ，た．C充電だけに｛anJ．され卜停一、Fト匡陰．−1｝麿、y�iv、レ．1‘，「gこ・ド‘ll：�dし≡ド・∵’1．［、∵ド，ぷ　　　・ドへ　’に・墜一長二・頃RIT’i．11；．：E．；tlビ巨｜・Ll−；’．”ぱ∵’｜ド：：｝ご巨f≡＾バ享肝罪河一・・二こ∵アエ…で1・・（r．▼�`・ペミ‘’＝罫二・・’了下こざ．置一’∪一ている聞は・電流は5撰度でダイ、ナモに6qwの負荷摩かからないが，誤灯Lたrk　S充電する場合，大きな電　球等を灯け充電が自然に停止される様な場合，スポット・　ライト等極めて大きな負荷がかかり蓄電池は逆に放電す　る場合，等を例示した曲線が9画であり，圓からわかる様に，或る場合には100W近くの出力を出す事が容易に理解できると共に，．この自動電壁調整器が全く合理的に　その役を果してゐる事がわかる．’　充電開始速度は約450r．p・m．でs一旦充電を始めれば　約400r・p・m・まで電池回路が切劃される事ほなく，　この事は相當な低速においても充電は纏績されている事を表わしてゐる・IQ圏には告のXイッチの閉路する瓢を鎖線で表わしてあるが，この圃及び11圖から，無負荷・及び抵抗負荷の場合の種々な特性がわかる．　　　　　　　　　　　　　＼　　’ei〆’Il：・’1♪⊥レ　’�d・・　→−　　28》‘一、1”E∴．ξ14莱15魍12議1一1−2−5−49，圖　負荷の豊動に劃する諸特性10AH蓄竜池を使用Lた回路て負荷を10分．ごとに種々墾化ξせた場合　（aジ瑞子電堅　（b）充（放）電電流　　　　、　（c）護電電流　　　　　　　I　　　　　　fが鐙動する状態　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　●　　　　　　　　　　　、（188）L　§・齢’声：1；ノ亭ITfi．一＝1｝＿　T500　　　　　　　1000　　　　．　t500　　　　−一一一一◆　回秦云遠度（r．，）．ml10圖　BK型イグニシヨンダイナモ・RK型自　　動電墜調整器の誌特波・（60W抵抗負荷及無　　負荷時の特性）E9織11蠕0膓”r認�f元ユ箒；�l型自・ノ6．結言t・以上禦項に亘つて薪製品BK型イグ＝シヨンダイナモ及びRK型自動電塵調整器の説明紹介に力めたが，20年に亘る永い経験をもとにし新しい智識と技術を取入れ，細’d）の注意と瞼査の上出來上つたもので，’充分の浦足を願えるものと思5が，新製品の事でもあb，あるいは思わぬ敏慧も絶無とは云い難く，この錨使用者諸賢からの何分鋼迷を賜わり・できる限り改良に努めたいと考えるので，御氣付の顯等でぎるだけ御助言戴きたく，最後に御願い申上げる次第である．　　＼三≡菱電機・VOL．．23　No．6・19491●呵…一一一ご響：二ひ‥τで巧町“・ごでアIF77zTL＝iF＝F＝＝Trf　；　i　べ三アー三7＝「r・」斤：“こマ　　　　　　　　　　　　　　　・　　　｛　　　　　t　　　　　　　　　　　　一●、4’s冷媒中の水分と絶縁抵抗1二關する實験冷媒の艮否が冷凍機の品質に大きな影響をもたらすことは今更言うまでもない．特に密閉型のものては電動機の特性にも關係するので，現在我々が使つている冷媒について＝三の實駿を行い含有水分量の測定と，その多寡による電藁的性質の優劣を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　究明Lた．なお冷凍機油に樹Lても同機のことを行い，これ　　　　　　　、から受ける巻線試料の絶縁抵抗の低下を観案Lた．　　　　　　　　　一　1．緒，・　　　言20年程前にはまだ實用の域に達していなかつた密閉型冷凍機は幾多の改良進歩を輕て，現在L般に見られる程度になつた．しかし個々の問題を取上げてみると改善の絵地は随所に登見される．機械的には外界との完全な遮断弓唇響および振動の低減・化學的には冷媒・冷凍機油およ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆび有機無機電氣絶縁材料等の質向上，電氣的には駆動電動機の特性を高め，延いては潴費電力の節約から機械部分の小型化等枚畢にいとまがない．そこで我々は先ず，冷媒と電動機の絶縁抵抗の關係に注目し，現在までの経験と思惟とから一つの結果を得ようと試みた．、、名古屋製作所　2；冷凍装置内の水分冷凍機械の製造，据付，サービス等に當り潟氣の問題は忽ぜにできない事柄の一つで，冷凍装置内の水分量を許容値以下に保つ事は良好な蓮轄を行わせるのに是非共必、要なことである竺さて，この冷凍装置内に存在する水分の根源としては　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　ひa・乾燥操作の不充分による装置内部に遊離して存在す　　る水分と内部物質表商に吸着された水分b．冷媒や冷凍機油に含まれている水分　　　　　・の二つがそめ圭なものと考えられる（り・　冷凍装置丙の水分のため登生する障害は冷凍機製造者やサーピスマンには周知の事でありまたこの問題については種々報告されているがその主なものを掲げて見ると1a・最も顯著な結果はハロゲン系冷媒を使用する冷凍機　　械で膨張辮，毛細管あるいは冷却器中に水分が凍りk・　　つき，冷媒の復環を妨げる事である．この現象は冷，　　媒への水分の溶解度に闘係し水分溶解度の小さい冷　　媒程縁結を生じやすい・例えぽメチルクロライド　　（CH・sC1）。．を使用する場合よりもフレオン12（C1、f大’・服野部寛∵で・二胃τ＝璃　　　　　一　　　　r⌒1　　　　　，　ン・3　　　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご泡621・5�s　，三　　　　　　ぽ三　　　　　■　　　　　　　　　ノt�c芦ij　　’ξ　　　　　ill孝謙、1　さ，F2C12）の方が遙かに凍結を生じ易いものである．　1圓は各種冷媒の水分溶解度を示す（−2）．二h綴�f鴛驚駕斑；冒　はそれぞれ硫臨璽酸・弗化水素酸を生じこれら　　r藁　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　皇。，　’，ン　∴量　　　　　　　　　罰　　　。；1　　　．’鷲　　　　　　　　　：ヨ　　　　　　　　　　3　　・・…’　　　∵］　　　　　　　　　　謡　度　。　　　　　　　　　　　　　IYf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，、：る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISI’1圃　冷媒の水分溶解度及び蒸氣相中の農大水分量ーの酸は金麗と反懸して金属魔スラッヂを生成する．　スラツヂは油の分解によつても生ずるのであるが冷　凍装置内のスラッヂの約90％は水分にまるものと　言われてt’る（：S）・　1　　　　　　1’．　　　　’o・冷媒と水分との化學反懸によつて形成される酸が電　氣絶縁物に危害を及ぼし絶縁を劣化させるこれらの水分の存在による腐蝕を避けるためには冷凍装置丙の水分を0．02％以下にすること力連ましい・フレ　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　オン12の場合には幸いこの値は凍結を起す値よりも遙かに大きいので實際にはこれらの作用は起らないが，メォルクロライドや亜硫酸ガス等を使用する場合にはこの問題について充分注意することが肝要である．　　　　　　・’　　　　　　　　　‘’（189）　　29一＼璽く1　嚢　　9マミ藷・亘’−ll，き醒．　ア．糠の蛤蜘定　　　　　　H・＄e・歓，潟ぽ藻灘�c灘；‡�fε’　燕と冷媒？飽和燕｛・よつて齢さオ・る・この時の永巳、蒸氣と鵠燕の離の声その鵬・紺る蒸氣榊巨t順大紛量とする蒸繍中の水亮量・齢媒への水覧二欝二�c麟欝灘；�c難鷲艮．　　量蜘ることが出來る・このため冷媒中の水頒を測定［∵運・齢鮪相で齪するの・・錫であつて誤差噂入を、　　：も少ないが，冷媒中に遊離水分が存在する程度に水分量た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ羨　．’・の多い場合とか，冷媒中の水分以外の不純物の定量をも麿　行いたい・5な齢あ・いは亜醐ガ端鵠には欝　液繊縦瓢して水頒の趨桁う、蠣泌る・畿；　臼〉秤量法　・．蕎�k一蓄酸化燐（P・’e）に冷媒蒸毎樋した鳥その董蟄堀游ξ・二ぷ欝野1軍響禦ぎ饗騨こ整竺ご：1警寧響＿　　　　‘　　　　　　N，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　「籔、’　　＼　・　　　　　　　　’臨∵竜粉量の糎　　、　’繋wさ’”“本稿では冷媒や冷凍劇由に各軍濁に含有゜　　　鶴？L“み　一覧：畔璽一ll｝類．警饗より水鰻を求める方法であつて水分測定法の基準とされている・しかしζの方法は1回の測定に5，　6時聞を要しかつ或程度その操作た熟練を必要とする敏鮎がある．a．液相中の水分量測定2薗の様に装置し，最初回路に空氣を通して試験管配管等を乾繰される・ヒの操作中約20分おきにU字管を秤量し，増量が零となるまで繰り返し績げる■，U字管の重v　’　　　　　／　　tちこニ夢こ二絃・　・霞ジ�a籔野二・・…）ゑドご　　べ聾了　1tTi“藪一　　　　ROs　　　’　膓含転集　　　　　　　　　　　　ズ　　　　　　P　　　　　娃SO　　　2薗液冷媒の水分測定　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．量が一定とな培後試験管を外して秤量し，これに液冷　媒を約100c・c・探集し再び回路に接績する．蒸護する　冷媒蒸氣はU字管，洗｝條瓶を通して大氣申に放散させる　（この時乾燥塔の辮は閉じておく〉　たS“しSO2の場合　には水あるいはアルカリ溶液中に放出させる方が良い．　冷媒は約4時聞で蒸襲し終るように熱絶縁をするかまた　はSO2のように蒸襲緩慢なものは加熱する・蒸登し終　つたならば乾燥塔の辮を開き試験管を加熱しながら約　20分間塞氣を通す．これが終ったならぽU〆字管を秤量　する’次に再び20分間塞氣を通してからU字管を秤量“する．この操作はU字管の重量が一定になるまで繰り返　えす．ee遁t3回ないし4回この藻佐を繰り返えす必要が　ある・この様にしてU字管め増量と，操集した液冷媒と　e）重量比をもつて水分量とする・また最後に試験管を秤　量して，その増量を求めこれと冷媒の重量との比をもつ　てスラツヂとする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　b・・蒸氣相中の氷分測定　　’一．一　　　　　　一／　液冷媒約100　CeC・に相當する冷媒蒸氣を4，5時間五酸化　燐を通した後その重量増加を求め，これと冷媒蒸氣重量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　とφ比よりその水分量を知る方法であ獄この方法では　冷媒め蒸褒にょる温度の低下が無覗できる程度である事　が必要條件である・冷媒蒸氣通過後は前項に述べたよう　］こ塞氣を通して手酸化燐に吸着された蒸氣を｛遽い出す　（3回馨照）　　　　　　　L3団　冷媒蒸氣の水分定量　B・…・・冷媒シリンダーG……麗力計C……毛細管P・・ご高空鏡ポンプS，S2．．．H2　SOi洗糠瓶D……P20」乾燥塔UIU2…P20s　U字管、−M・…；・水マノメータbQ・一・ガスメ声ター三菱電機・VOL．23　No．6・1949寧警響饗響一iご蒙璽「一�k璽騨辮一噸翠繰郷繰禦P1　1＼　　　t−≡P1に相當する冷媒温度　　Pnd＝Tにおける飽和水蒸氣麿力Pτ　＝tにおける飽和冷媒密度　　　k＝＝蒸St相中の紛量．　とすれば4は次式で與えられる．　　　　　　　　P1　PUt×10‘S　．　　　　k＝：OCmmHg�s1m3％　一・．？、、1TN濤：望　：情　還・、一　｛’9，it−t・�n　　�m・　’．N4間露熊法による水分測定B……冷媒シリンダーG……田力計M−一水銀マノメロターT……寒暖計V・P…眞空ポンプ　　　　（2）露　勲　法　　　ルニヨ・一’の露賂黒度計を4団のように改造レた構造で，　　、圓申αはガラス容器，bは銅の表面に鍍金をして充分磨　’いた容器である・Cはエーテル，メチルクロ〉イド，フ　　　レオソ12のいずれかを入れ，これに空氣を邊つて蒸鞭．　　を促し，低温を登生させる．この低温のttめに5に霜を　　　結ぶからその温度を難計丁で護む．・大麺こおける冷　　　媒の沸鮎でbに着霜しない時はαの塵力を低下させるた　　　めdを切り換えて眞室ボンプV．P．につなぎ，　P1，P2；T、　　　を測定すれば冷媒蒸氣相中の水分量を求めることができ　　’る・すなわち　　　　　　　　　　　　　　　一Pl・＝冷媒シリンti　”’の飽和冷媒匪力Pg＝　aの塵力’r＝露鮎5薗・乾燥空纂による油中水　　　分の定量　　kg／cm2　abs：’　　mmHg　　°CP……空藁ポンプS1，S3…HまSO4洗糠瓶S2……油D・・…蓬P205乾燥塔　　　　　　　　　　　　　　　　　　s，冷媒中の水分と絶縁抵抗に闘する實験・大野・服部　　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　46●96　（273flナt）　P2　PT　　　　ド　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　この方法は簡軍で確實なものであるが水分量の少い場合にはその測定が困難である・そのため比較的水分量の多い冷凍装置内の水分量測定あるいは冷凍襲置の乾燥度の測定に臆用すれば便利である．　（3）赤外線法　　　　’藷・窪1遠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ液冷媒に劫線をewさ「eYe時そ唖鞠紅り水亘ざ簿量を求める方法でフレオン12申の水分測定に當つて　こ2・67μの赤外線を使用して良い結果を得たと報告されて　∴いる（り．＼しかしこの方法は水分以外の不純物の影響を受宴ご⌒⌒脚⌒われ趨　（4）電解質破膜の抵抗璽化による方法（〉鋼譲間の剛醗縁物の麺に塗つ遷解質溶液被膜ti’の電氣抵抗が漁度によつて憂化するのを利用したもので．�j豫め水分量の判明ヒた氣鵠で較正しておく．この方法ば一’・一・一簡車で操作も比較的容易であるから良い測定法である．　（5）　吸藻直よる墾色物質を利用する方法　　　　　べ塵化コバルト，鰻化ブロマイド等は吸潟によつて礎色するからこれらの物質で豫めシリカゲルを着色しておき，一一これに測定せんとするガス賭を通した時その饗色に要した時間によつてこのガス膿中の黒氣の大鎧の目安を得る�H、’ノ、1“も、、．7’＼P、ノu．、u31へ・i←§�j1一鴻亙・工で鯉・チ恒亘乏旦・言bl　う名稀で販責されているよ5そある．本器は一定灘�d　「司、�f霊鷲こ驚灘爆覧習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一懇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・繍、9a　　　、，　瀦　　　　　　　　　　　・　　�M311嘱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’�_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t一二義‘。響琴ぎ‘で三デぎ手三：rで≡〜：亘で二素�`覧t．，　・　一・　　∴　一、　　L　．□西：’，’・　　　　・た　’で水分を吸牧した塞氣をU字管に詰めた五酸化燐に通髪・＼す・その間一定醐ごとにU糟を糧しそ噸量靴　　　がなくなるまで績ける．重量が一定になつた時その増量　〜・と油の重量との比を水分量とする，15圏豊照）　ゴ　’←　’、（2）　蒸　溜　法　　　　　　　　　　　　へ　’t　フ1ラスコに入れた油を190°Cに加熱しかつ堅力を1mm　　　Hg以下とし振撮する・この時水｛ま油中の輕溜分と共に　　［−50°C以下の温度に保たれたFラツプに集められる．　　　、　　　油の加熱蟻を20分行つた後トジ・プをexua浴より取　　　　　　　　　　　チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　り出しトラップに捕捉した水蒸氣を再蒸溜し，この水蒸i、＿　　氣を五酸化燐に吸牧させて，その増量と油の重量との比トードを舗紛量・す・・　・2表冷凍機油の含有水分量苛�n［1（1；．・一熱し名穂1水NS−3050uN・・300Il　分　量、％0．0060　。品「t一絶縁耐力　　kv摘要22．6　’　　　無　　5匿　　理32・8　　乾燥魔理後17．1　　無虚理27．g　　l乾燥魔理後　　　　　　　　　　　　　　　　　1恒（3）継勒法‘1・　　本法は油が使用に適するか，どうかを定める最も簡易な仁　　方法として廣く採用されている・アメリカでは冷凍機油II，，i　　としてはASTM規格に從つて試験し25　KV以上の耐Il“　駆を持つこと瀬求されている．　　’、s　：’ウ．測定結果‘1，”　　　今日我々が入手している冷媒と冷凍機油中に含まれていit’，る水頒・何の醍のものであ・か，　f場で實測・磁iド　ー値を！表と2表に掲げたいメチルクロライドの水分量は｛　　大凡O．05％程度である．他の冷媒はその試料が少くてし　　　正確なことは判らないが何れにしても水分含有量の大きL　　いことは事實であつて使用者としてはその値を現在のも　　　のの敷分の一程度まで低減されるよう希望する・　　　　　　　　　　1表．L冷媒の水分量および絶縁抵抗　乾燥した油が灘？た巷氣に曝される時は速に漁氣を吸牧し，温度と漁度によつて決定される平衡状態に達する．この場合の水分含有量は温度ど油の性質で決るものであ．る（s）．現在我々が入手し得る冷凍機油の殆んどは飽和状　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ、態近くの水分を含有していると見て差支えないので，使用｛こ當り油の乾燥を行う必要があると共にその取扱いには充分な注意がいる．　4．冷媒の電氣崖性質冷凍機械はその構逡主開放型と密閉型の二つに大別する、ことができる・開姻と｛堰縮嘩電動機が軸に存在　し爾者間を適當な傳導装置を介して蓮輔するもので，この場合冷媒は何等その電氣的性質について考慮する必要はないのであるが，密閉型冷凍機械では電動機，堅縮機共に密閉された一？の室に置かれるたあ巻線は常に冷媒及び油に曝される事になる．しかもその状態は温度，塵　　　　　力等によつて墜化する．これら物理的饗化に　　1　娠碑的靴に焔酸の生蹴ある．また冷．媒CH3　CI｝2　　〃　、　　〃　’71　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃”CF2　CI2y　SO2相鵠量0．3］LBO．1550．0670．0730．2130．0610．0820．2600．0560．021〜O．0490．00610．0140．0360．00820．030残溢　％0．010ρ．0220．025O．0130．0150．0030．002絶縁抵抗M2−cm　370t　130　62　　　　　t　36　18　19　53　80’ユ301POO以上1］　　、　7．7涯1’度　oe30〃、〃20B242123測　定年　月23．］ρlj！1｝i∬　24．3β　〃24．5　〃ヲ　　f！P　4、24．324．524、3冷媒としてよく使われているフレオソ辺，メ　　コチルクロライド等は電氣絶縁物として使用されている木嬬，絶縁紙中の油分，蠣分とそれらに施された絶縁ワニス類をよく溶かす．　二　こ矛峰の問嘩を解く一つの鍵として冷Wt？／の’もの入電氣絶縁性，絶縁耐力について述べて見よう．　　　　　一　ア・冷媒の電暴紹縁抵抗　　　　　　　一液冷媒の絶縁抵抗を工場で簡単に測定する方法の・−L’D一として次のよ．うなものがある．1すなわち2個の圓板電極を持つ耐堅ガラス管中に液冷媒を入れてメガニまたは直偏法によつて．絶縁抵抗を求める（6圃B参照）この電極の中一方は動かす事が出來るので種々な長さの液桂の絶縁抵抗が測定出來る．もしガラスの電氣‘撒を無覗し，その電極効果を一定とするならば，そφ抵抗は次式で與えられる．すなわち　　　三菱電機，▽oL．23　N・・6’・1949｛£・｝ii．II三’・・「’−　r》，r｝tt05727．53025．530・輻一j’ドE’［一・＼醒・饗饗鞭歴葺警控で一�nシ�c’・宇・ご’、1�f　〆、6固よ・　　　　　＋冷媒の電纂的性質毒測定する裳置’を　　．x三σ●�h・”・’タギ　�n�n〆三でご一丁≡葬三歴璽lT　’　　一・　．・習�c・撰墜琴ρ　・A（R1−Ri）ノ（dl　一一　d・）1絃に　ρ＝液冷媒の固有抵抗　吻三�p　　　z・・ig極面蹟　　　　　cml　　d1，吻＝電極聞蹉灘　　　例＄　　　　　　　　　R！，R2　＝d　，daなる液桂の抵抗M2測定に當り試料の汚染を防ぐため，試料をとりかえる前に，・その試料で容器を用心深く洗糠しなければならない．1慶に示すように液朕メチルクロライドは比較的良い絶縁性を持つているが，フvオン12はこれより遙かに良い絶縁性を示している・冷媒の電気絶縁性は含有水分量よりも寧ろ冷媒に含有される酸分の多寡によつて左右されるのではないかとも考えられる．　ハロゲン系冷媒の酸分の測定は試験管に試料を採集しその冷媒蒸氣を，蒸溜水を通し蒸登させた後この蒸溜水を試験管に移し，それのpHを測定して求めるのである・・冷媒を乾燥させる目的で化學的憂化による乾燥剤例えば璽化カルシウムのようなものを使用する場合には，通常その絶縁性は甚だ低下するものである．このため良好な電氣的性質を要求するものに封しては乾燥剤として物理的作用によるもの例えばシリカゲルのようなものを使用すべきである・、　イ・、冷媒の絶縁耐力i耐歴ガラス圓筒容器申に冷媒を封入し，この中に一定の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も間隔を保つて直裡12・5mmの球状電極をおき，これに交流電塵を加えて液冷媒の絶縁破壊電堅を求める（6間eq　，ぷ．▲・w“�`ぺ’ひ　．il・・“．　．・＄C　J　�e　’　’・・c一櫨愁’、］c参照）　　　　・　　　　　　’　　ヨ刻・冷媒のL部酬から放出舗櫛髄以下ビ；よ膿（禦慧璽薦璽漂’、；�fξ、∴：1良好な繊耐力永つている．また嫡後液及び燕共凄に殆んど靴繍められず非常に安定なことを示してL，＿・一員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲る．これに野してメチルクロライドの場合には電極間の‘�j液冷媒は印加電塵5，000　V程度よ．り盛に沸騰を始め，放　　tj電すれぽ液面上は白い蒸氣で覆われ，液は黒くなる．蒸1，「！氣相蹴雌の煤氣のeua・液噸・・謄」かに甚だしも液を襯させれぽそれex液によく溶けて　一：1液は黒くなる・これはメチルクロライドが熱によ参分解　　：s’1した事を示し，この分解によつて炭素を遊離したためと　　こ；考えらえしる・・　　　．．　・1　　�d　Jli　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロマ　　　　　　　　8表　冷媒の絶縁耐力　　　　　　　　←　　　‘蕊話磯L12づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剰燕液、、1蘇　．；　1．22　−15・4．280．028　16．8’13．81．22　154．280．03611．5．9．91．22　155．010．003831．626．0’1．22　155．010．030．33．327．4冷媒中の水分と絶縁抵抗に闘する實験・大野・服部♪（193）　　　づ　　’∀P，　　　、1　　　”v　　　　　二v　へ　　・；ii　口緊丁�n�c’三7・7三三ご1三で著・il，∵．　、　　�_∵1匡　　tt　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ぷ鷲煕∵燃等ぽ＿。，ip．．，・ンパゥソド等を非齢よく溶解する・この魅鮒ル、トトこ�l姦�l�l1忽搬議；；�liLバ　’を使用する時は溶解して軸受部や蝶等に固着し，その動tt�h　僻購したり，冷劇路申に瀧して冷媒の耀拗さ二＼4　表・響で『1ぞγ畢三二i響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�`写”七−誓綜橋’　　　　　　　　・　　　　　　　〆　膜が剥離して使用に耐えないが前記米國製電線は殆んど　異1伏を認めなかつた・フレオン12液冷媒申においては　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　ヘ　ェナメル線のみ多少その被膜が膨潤する炉他は殆んゼ異t　XXを認めなかつた・　　　　，　　　　　・　，液冷媒に浸漬した巻線の藩獅抗の饗化を測定するた　め7画のような銅管上に二重綿巻銅線を雀いて試料を作．り・これを6回Aのようなガラx容器中に入れて充分に　眞室乾燥した後，これに液冷媒を封入しその絶縁抵抗の　鍵化を約牛年に亘つて測定した．その結果を8圓に示　す．・このような状況のもとにあつては絶縁物の絶縁度の　饗化と見るよりW寧ろ冷媒それ自艘の饗化と考える方が　妥當と思おれる．これによつて絶縁の劣化は緩慢では�`るが漸次低下して行く・この場合もフレオン12は優れ　た成績を示している・（5表参照）‘耐　　冷　　媒　　試　験∨irll：1ご藍1’・1’．、［・，．，1⊆一じ　＾ド1．：∴「：亭い・ト1・，！．1…1�b！1ぶlト［幽iト・［’ピレ冷媒浸漬前重量　9浸漬後の重量憂化　9冷　媒　温，度゜C浸　漬　時　間』h外　　観　　そ　の　他、メチル　クロライド　　CH3　CIボリピニール　フオルマ⇔ル被　膜　絶　縁　電　線1．00．4　　　7．021　　十〇．OOO2　　　　30’　　　　1801．・1539十〇．0006　30　122被膜黒色となり虜ky被膜がふくれ上るその個所を爪でこすれば被膜は容易に剥れる・同左エナメル線●0．94．6044−0．1134　　　　e　30　161被膜鱗状となつて剥げ爪でこすれば殆んど全部被膜は取れてしまう．米國製品0．250．3�O0．−0．0002　30　134異状を認めなN・．フレオン　12　　CF2　Cお　、冷媒浸漬前重量浸漬後の重量饗化冷　媒、温　度浸　　漬　　時　　聞99’OCh　t　　　　　、外∴襯　そ　の　’他7．0038十〇．0002　・30　96蹴を認鱗い滝　　　1．1503　　十〇．0002”　　　　30　　　96　　　　、　　　r白異状を認めなん・4・5740＋0．OI41　30　96被膜多少軟くなる0．3060＋0．POOI　30　96異状を認めないエナメル線工．、’冷媒メチル　クロライドフ　レ　オ　ンi2×△�H飴色絶縁ワ　　ニ　　只×◎黒色絶縁　べ一タライFワ　　ニ　　ス　　ワ　　ニ　　ス××◎Vx　　　L　　　　sラツカF−××絶’　　縁コソパウンド×”　註絶縁ワニス類は規定温度にて焼付乾燥せるものである．　　　×　よく溶ける．　◎鹸りよくは溶けないが甚しく軟化し爪で樂に剥れる．＾　　　こすれば輪る：　▼　殆んど饗化しない．△　被膜膨潮し爪で強く＼　　　　セ三≡菱電機●VO］［、■23　No．’6・1949＼十じ三糾（194）一s、、ド’亭興，で苦1筆謬　　タ　　　　　　　　　　　　　　て　c三11’、　一　　、●・≡�`ご『・『�n叉で’　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　一　ゴー　　、A1、　　　怠　　　Hlt、　　ミ　　　　翼　　　　婿　　　＼両50D1005eゆ．−IL奇鵠騨’？TF≡1・1・・�h旦・二・・∵・1’…　　，マtt一エ　　　　　　ニ　　て幽　　　　　　　⇔−IJ　　　こ、　　　’tBづ　　．s”叩．：、一、電パ▼’●．、■．●■冷　2・●．■F．■・ぞ，4・ノA直　　　●oG＿こ、，●’wooo◆050100150　　・　　　継　廻口　敬　te）・8回　巻線試斜の紹縁抵抗饗化5表巻線試料の紹縁抵抗（常　温）：試料　No　　　　　一絶　　縁冷　媒水分量　％150日後の絶縁抵抗M9A−1A第7圖ACH3　CI0，10022A−2〃　　’　　　’n0．0086100．A−3〃0．00821，000教上B−1第7圓BCH3　CI0，10016B−2”v0．009626ユ’1？丁ノペー’・e”⊆’冥顎・；　　　　　　浮‘∵：で琴言聾き　　　　　　　　”s鷲r　　　　　・　　’1匂　　　　　　　　じ　ア　　　　コリリ　　　　　　　　ー三7薗　巻線試耕NlA1『’4・；：fa■　　　　’　　文　　　献　　　　　　　口（1）監三蕊隠蒜蕊隠　ll（、）驚蕊1�f監隠、D，y、n、．Me−］，、）蒜謂ぽE蒜3品、gra、、。n・’］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sy…叫ANSUL　NEWS　N・・1（1948）　　　・∀」（4）H．M＞Elsey＆L．　C　FIowers：Equilibria　in　ボ1　　F・e・n−12−W・…Sy・t・m・R・f・ig・E・g・昆　　．（，，箒愁1三｝。�qぷ迦。in，］　　W・…D・…mi…i。・i・F−一・2　b…f・a・ed・’・；g　　Spec…ph・・。m“・y，　R・f・ig．・E・g．・Za・166〜170　1議　　，（Feb．−1948）　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　IS．（6）W。。ver。。d　R。lph　Ri1。y：M。i，tut。　D。t。，．．コ　　mfnation　by　Electroly！ic　Film，　Refrig．　Eng↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　‘、56　（Feb．1948）　　　　　　　＼（7）雫井卒八郎：恒潭恒潔下に於ける絶縁油の特性，　’　コ　　「電蹴」SS・　193〜197（昭13−3）　　　　・“、ヨ（8）A1紐E．　Flowers＆Melvin　A．　Dietrich　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ．ミ、‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、く1］　　SolubiIity　of　Water　in　Mineral　Oils，　Power’・’xi瓢　　世，232ty235　（Febド1932）　　　　　　　　・　　　　　、，　t　　・ヨ（9）B．・．Ha。n・H。，m。，i。　E1。，・．i。　M。t。rs、．R。f−、A　　。i。．．E。g．．55、、35〜、38晦、SC，）　　’当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ：］］±　　，　　　　　　　N5．結言＼　　以上冷媒，・冷凍機油中の永分量を主にしT．’とれらが各　　鍾の撒料圏する影響を明がにした・その結果とし　　て現在市場に出ているもの▲水分量は比較的多く，一層’　　良好な蓮轄をさせるにはその低減ヵミ要望される．機械製　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　’晶に謝る工作上の問題は我々自身で解決すべきものであ　’るが，特に材料面では先進國のそれに比べて幾日かφ遅　　れを感じる・我々は自らの足下を掘つて湧き出る泉を汲　　み上げ度いものである．なおこtLt4．けの資料をもつて充　　分なものとはもち論考えていないし“申には思い蓮いの“　　個所があるかも知れない．筆者等の研究は今後も績けら　　声るが大方の御酬も解度い・　　　最後にこの實験に示唆を與えられた東京工大教授齋藤　　幸男博士に謝意を表して欄筆する．　　　f’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和24年5月記）　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　冷媒中の水分と絶檬抵抗に闘する實験・大野・服部st　　　　　�d一還　　　　　　　ヨ●　　　　　　　　　、　．　　　　　　　マぷ　　　　　　1璃　　　　　�_］（195）　　35　　　　　°1　　　　・　剖　　　　　　．一，薯　　　　　　　’1；　　　　　　．⊇�u匿鐸三二’1三一一∵’∵ピ　　ー［�_．．　’’　　　　　　含1二二CHeavisideisそ叉［’　　　＼1−『巨’∵じ’匡．≒ノ1ご巨�dじ’！ξ．！i影竃一三工三7二二予ご『’可〒F了デ六て三二言三言τw�n．二三℃’一ぞで7三7≡フ　　　　　　　　演算子法1の．電氣回路解析1（本丈隊　Vo1．22　No，、4・　　　　第　　　有　　限二勤す二おけ20頁N24頁まで嚢表した分の績篇て’ある）　　　研究所　菅　野”　　V　・章長　　送　　電　　線　　（績）●る新しい考察る雁用　（XVI）正＿と雄　il’，、　イK　−、一　　　　＼　第　，10　圓（a）、　　　　　　　　　　　　　　第　　10　，回（b）こ∵　此の結果より，求むる現象は，t〈Oおよびt＞0において暢＝°なる線路剛（b））に‘＝°なるwaPM　−E　・（．°）な　　　　　　　　e−（t．．・V　　．　　婿塵を印加した齢の現象とを韓したもの゜，〉°に　右o　　　　t・　i　（’　t，x＞　　’おける現象と同等であることがわかる．　℃　　　同様にして第11口の如く，・‘＜QにおいてX＝O　　　　　zζ（t（亡，z）．t，JU）Z＝0ρe（もλ二）乏（t，又）sz’z乙P−’’こ　5’レ＼＼EGo）■、・’、rE（−0）　　　　　　〆・1。（、，。）＝：・帆h／頭止⊇Eα），�M一／R　qd、hV，−R−，7T−、’。・　、　。　　’　　　　　　　．　　　（0＜x〈り’なる電塵および電流分布を持つ線路の沿端の電源を短絡した場合，t＞0における電匪および電流分布が；36　（196）．　　　　　一　’　　　　，e　　cosh　N／RG　l　　τ・i・hゾ齎（’一めE（り，べ｝1κ、　　　　　　、乙Lへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’蕊元　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／Sレ　　　　　　　　　　　　　　　＼●　　　・　第　　11　一口　　’i三菱電氣・VOL．　．23　No．6・1949、＼響騨�n；三響1三ll甦1鍔こlll三；�i　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、oo∵　・（t’ll）−2謡1：笈器c・・（一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　・�P・・2隅（i°）・一伽罐鷺…（b・・−9・一・b・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01＝0　　　であることは容易に計算される．　　　　（3）節12薗に示す如く，t〈0において　　　　　　　　　’　　・　　　ノ　t　　・．，　　　・　　‘　　’・’：：：：二懸撫曇∴ω｝一　　　　　　　　む　”　　なる電塵および麟分布を有する長さ1なる蓬電線の受端・（x＝1）を　　　t・・o・なる瞬間短絡した場合，、t＞0における電塵および電流分布を求　　　　む．　　　　　　’　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　）　　　　解ゴ　　　　　　　　・　　　　　　　　　　、　　　　　　T　　　．なる故，（亙・3’）式および（‖・4’）式の各右邊第二項は一’　≠D』止（・・x）一環）≒羅鐸E（一゜）　　　　　　　　・．　’　　．　　一…h〆IRZT（e−・），’一れ繧：ぎ’叉Yll・：；、1環1：1｝J−：tr…「gggs・ギ琶∵　　　・璽饗遷　　　　　　　・　　　　，．ご肩　　　　　　　　　　　　　　　・・］第　　12　回θ＼　　　　　　　一”，　　　c・・h／砲昨゜）t（°＜ゆ幽’L　　t・．’fU．H・（…．）・∂p．iiir＝ibl，（，e’i2iii≡邊＝丁竺（ab）・、　1｝　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　、　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∋　　　　　　　ミ　　　・一　　　一／写一s三n監藷芦E（一・）・（・＜・＜9）、　となる．而して境界條件はtt　　　tt　　，　　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　」t　　　　　　　取んの』；　Zi2（λ）＋E（−O）＝Le（2，　ft）一・　1（；）E（1）．　．　　　，．・一一　　　　　　　．π紗÷∠・〈・∫…h　’rl＋B・（a）・・輌＋。。鰐ピー・＼，　t，　　∴tであるから，是等よ臓ωぱびB…．（a）を定め麟品（…Y）式および（・・4う球代鍾れぽ・　　，　民�求ｧ｛瓦（2・・）一・E（一・）｝si鵠狩）　　．’已’・一　　　．　1．「二念ラ�f蒜�aE（一σ）cosh　l／ft（子　（1−x）　cosh　A／RG　1　）・（・kx＜・レHeasviid・麟酬・紛嚇し・渚察とそ蝿銅綱析｝こおけ繊駅XVIy；麺　・　　S167）3Z・・−t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．　　　　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t一・、一ミi　　　　舗　　　　講　　　一’当’�M　　　こ宇　　　　プ離　　　＋〈で‘・t”　　　　葦　　　、．’≡一　　　）lflfi　　瀦藻瀦野ぎ璽軍響�n：・．．へ匿　　　　　’一塁ビ欝．・∵で∵1∵1：罪ぎ　　、‖絵聯を求te．［11’．・1’』’たS“し，辺＝0，θ＝Oとする．ト・＼解．：∵　’・ド・1・の齢には（1−・・）式より卿齢方獣力働れil箔　　｛　　．　　　＼じ1∂幕ん¢）・・CR・｛F・・（・…）一・J（一呵・t，．　　　・．　　　　　　　　　　．｛ト・・　　　　　　　　　　　　　　　（0〈x＜り．‖．．、，・”．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ねトびニ1�f瀬して境界條件は　tt　　　　　　　　　　、翫，、、｝�dン．　・Fe（R・　o）−Fe（2；1）　FO　　I［・’，で泌・式蹴M・第・篇の（醐式によつ・鮪．（・φ）、　　　、’一・‘・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T1、．．li”，．一、，、・　・　　　「　　　　　、，．鷲璽響野ぎぎ：叉・で警響襯　　　　　　　　　F・・（a・x）＝＝7．（羅β）や！∋二E（一・））c°慧霊）　　　　　　　　’／＋蓋蹴器鍋＋〜雁E（一・）霊綴；一亘（・、〈lx　〈1，陰繊從つて卿解は紅・・（ちめ一鞠剖一＝万（パ1、、二　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　，　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱニ　　　　　め≡，・．J’＋一・・−2，＝＝c＝−ff−一｛E（一・）土Σ耀・�Q（⌒・）’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　fltt1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ご＼　　　　　　　　　　；　　　　　…lll．∴∴鷺聾∴（一t≧十〇，0＜x＜1）1・∴E　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　●i阻・計←6）嘉誌ぽ争碗｝�_∵’、緩蜘ぐに求蹴る・＿’　　　　　．−　　tt［一よ纂）蕊三巖二�fぎ1：�l議・l　　t　・’Eでi，　z）　（　tl。，「’1・・（x＝°）・を・‘＝°なる蹴短絡し腸合・鰍の電　Z．O「　　　’　ε佑κノ（亡＞O」〆1：哨乙〜　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　←　　　　　鯵線路櫟尺己、∵、第／’、〆　　　　　k13　　回　　　　　　　　’ミ菱電機・VOL．■、　　　　、ff23　No．．6・・1948Lt’t　．．：≧、閾iミ卵騨：饗響1。　’　∵・一　　　　　　　　　．　t●イ皿Wc｛霊鵠警λ（t’；ξ）E（−b・・E）パの如くに得られる・こMこおいて　　　．　　　　．一，．∵一．ン頭w鷲謡疏ξ≡寧’聯緩ξ　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　、　　　　　　　　　　’の如きFourier展開を利用すれぽe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　、励s’nhV°鷲毒譜／OPei（；）　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　、、，≡1（；）÷Σ……甑砺ξ。＋fU・　1・’　　　　　　　　　　　　　　　　　nほ・　一　　　．　　　　．・α，3”　　・　・　1’　三1（。÷》一σ�h…輌ξ，（庭ξ�S・　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n＝。1　’　　　　　．vmo　S’血／C監鵠芦D（”：ξ）1（6）∴∴引（；）÷憂竜＿砺1（＿）tなdw係酬緬所二ら電�li。　　・　　　tt　　　　　　　　て　，　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　1ー　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　ゆの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドノ　　　　　　　�Mデ÷∫（》ご9万1・n・a。　x　sin　a，，　e）E・（−Q，・6）・e，（　　　　　　　　　　　　　　O　　fO°°1　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　となる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・の解の燃跡なる時の計算に便利なものであるカい猷なる時の計算に｛ま次の形が嗣である’　　　1・（ちへ！舗∫ド｛i？〈2y＋x’ξ）2，・’6“！lf（1”’＋x±ξ）1｝E・（r−・・，・6）dE，、　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　泊一一co　Q…　　　　a−．　’　　　　（H紳噸鞠・輯靹礫・その馴路漸幽・懸用（XVI贈野・　　　、　．　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　．　　’　　　／　’．．．．「　．−　　　ぎ竺漂�c鞭野理叉響三で�n巳1　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　、　＼鞠司壬s’”hV°鷺漂c丑λξ・（一　　　　　’　　　　　　　　　，｝・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ＿・＠Eξ≦り・ピ；’三響ll饗三：；lll；琴1三’　　　　　f　　　　　・、　�d，”F　　　　　　　　　　　　　　遵　　　　　　　　　　　　　　・’　ヨ　　　　　　　　　　　　　コロ　　コ　バマ　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ロ　ヨ（。＜1。、SL）・∵ご耀＾．　　一�_’1，∵鵡・・（°≦ξ≦ぬ　・一藁　　　　　　　　　　　　　　”還　　　　　　　　　　　　！ミ菖　　　　　　　　　　　　　，、�dヨ　　　　　　　　　　．一繍・　・11］・「　’・、蓼　　　　　　　　　　　　一・・｛　　　　・　　．　l　ぽぱ・　　　　　　　　’　　　　　　，”∵，　　　　　　　　（199）39一欝三警�n響：響1璽響嚢きや如くtて算出＊；・・一ふ1ヨ1．t・一’tt　　　．．『”、／頭・・nhi／C飯⇔頭・ン頭・ξ　、ご・運一響響響t　　　　　　∨　　　　　　幽1　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・i・hγ／マ疏，霧鉱、一∀評蠕藷�lξ）：鴬無一ξ）｝tg／i，ll／il／：il・…’・・’−1”、＿　〆到》ご一剛2�u＋x一ξし》〆頭（2輔／　’一　　　，．　、、　　　　　　　　　　as”°　　　・．・　　　　n．＃1　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　∵・　、工・−1／�S（2n’lx＋SLE’・−1／竺（2de‘’“x一ξプ｝，（・≦；≦・）　　　　　　　　　、　　　innO　　　　、　　　1　　　　　　π司　　な醐こ漕礪の公式ω捌用すれば　一　　一．．’’1’・　．　’　．　・）・OP　−fii！｝11fL°慧謡慧価ξ・i　　：’　　　　　・．e〆ge．｛i・一讐（2n’＋ca　’“　e）工纈�uア・ξパ　　　　　　　　　　　　　　　　　　呪牢0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δD＝1　　−　　　　　　　　r’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　　　の　　　〉　づ票ピ（2”’＋x一ξ）こき（2−｝（；≡墓）　　　　　　　　　　　　　　　　　れロ　ゆ�_麺嚇して　．，・．9、　・，　f　　　　　　　　　　　　　　　1、／　■：κ姐　　一一　Tr’　　　．−Tl　　二三ρ一一一一’　　　一一i『　、w　　、ノ　　　　甘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りご＼．’≡〆瓢緬ξ酬鋤…ξ�dぽ）’　　　　　　　　　　　　　　　　　　のエのの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍である・從つて．．、＼∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り鯵∴・θ�笈齣@｛ピゾC誓謡C譜C干pe⊇．ξ）畦．・一一　＋∫sw鷲耀評一ξ）E（一〇，ξ）弓二・　　　　　1−∵一〆量班等刷で一ξ）二�k＋ξ）｝廟・ボlt　　　　・・　　　　1　’　　∵　’　・　　　，（；三認1・・＿＿あ＿＿子法に：ら＿ん、す＿⊇用す。虜＿にrt　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∋rc　f騰∴鋤，一、・∵“”護電氣∵馨ち∴ttt・　　．　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．　／’N’）No．6・1949　　　　　■　　　　匠　　　〆　　＾　　　　．lt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　：　　　　t一・ぎ∵へ・へ‘一興”一’新製品紹介lv　て一．　『一．一　　’．・．一三＝，＝一・・　一‘＝7．−1　τ皆T・t−−7T・17−　・　　　・’r’”−F�k可’弼『P一i’F．tl　・f　b，弓　・1−　t”t’馳　　≡ヌ　　　　　　　　　　ご1三菱LF−1型陶土用漏式除鐵器　工業技術臨陶磁器試験所東海支所で本器の試験をしたところ　鉄粉はもち　ろん　從來至難とされていた雲母鉄まで除去されることが立証されました．全　　長約550粍直　　　　　　径　　糸勺　350　粍原鐘の大さ　100〜200　　　　　Sツシェ　以1：泥柔の水分　60％内外虚理能力　1〜2トンノ時電　　　源　直流電　　　墜　100V　　　　　へ電　　流7A製品重量120妊Ω　　ぷちべ�f’1”llls’ご苛るミ　　・熱t’雛・ぺ＄’，kl｝羅　　　’「謹囎・恐2；肺内容鐵製イグナイト・ソ整流齢却方式について’・’・加藤電車蹴器の麟糊生………・…∵・……・小Jll縮嚥糎に及ぼす醐・影響．一一．．．∴．．顯（第II報）潔潤による熱｛事導率の饗化　　　　　　　明　石代用・イ。シ。紙につい・…・一一・・一冨§　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛真　田新埜菱電編：・一一・・一’一…’繍　新製品紹介・三麺釣撒21内容雛　　　．錫欝麟�mる嘩一・・一電鐵用イグナイトロン整流器・・・・・・…’…・鷲禦霧鐘竺�f・…：一・…驚�f罐織�f霊欝と・　　　　　　　　　　1　　．　新製晶紹介ヨ1二1一薄井’．｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vv・・∴加藤一長谷肥」・一‥　干1　　　　　　　　∫］　　　　　　　’”‘li「三　菱　電　機」VOL．23　NO．6昭和24年10月15日印刷『禁無、断轄載』　昭‘和24年10月20日登行定債1部　金15圓（邊料共）編輯彙霞行人印　　刷　　者印’刷　所登行所小　　　林　　　稻　　　城　東京痴港匿摩布竹谷町一番塙夫　　橋　　松　三　郎　東京都港匿麻布竹谷町一番増博文堂印刷所　東京都千代田匿丸の内2丁目2呑幕　『一三菱電機株式會註内　「三　菱　電　機」編　輯　部　　　　　電話丸之内幽3844《6｝　　　　　　　日本出版協臼禽員番IVEB　213018、　：ISI．＿讃・∵オールウェーブ49’K型受信方式　6球スーパ＿ヘテロダィ”　　　　　式（ネガチイブ　プイー｝　　　　　バツク付）受　信　周　　　　　550〜1600キロサイクル波藪帯　　　　　6〜18メガサイクル中間周浪数　463キロサイクル使用眞空管　6W−C5周波敷饗換管　　　　　UZ−6　D6中間周波増幅乍　　　　　6Z−DH3第二槍波，自重　　　　　音量調整，低周波増幅管無歪出力感度階級高　聲　器UY−76低周波増幅管UZ−42出力増幅管KX−80整流管2ワツト極微電界級　　　　　6％吋エレクトロダイミシ　　　　　ク式，フリーエツジ型ブイ　　　　　ールド抵抗1EOOΩ電　　　源　50〜60サイクル100〜85　t　　　　　　ルト消費電力　75ボルトァソベア型　　　　状　　高サ375粍，幅496粍，奥f　　　　　258粍全重量　12キログラム最の一局アイの一“アア技？⊆術e●東京・文ビ，三羨電機梢式倉就．T’‖．
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